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　ふらり立ち寄った書店で、一冊の雑誌に目を留めた。

「あ、ちょっと待って」

　足を止めたおれに気づかず、そのまま歩いて行こうとする連れの上着を引っ張って呼び止める。

「流りゆう？」

　前を歩いていた秋あき津つ洲しゆう世せいは、おれの名を呼びながら不思議そうに振ふり返った。涼すずやかな目元が、かすかに眇すがめられる。

　鈴すず川かわ流という名前は、外国暮らしが長いというこの男にかかると、少し変わったイントネーションで発音されることがある。とくに海外から帰ってすぐはそれが目立った。

　まだ冬の名残なごりを見せる三月中ちゆう旬じゆんだというのに、洲世の肌はだは日に焼けていた。それもそのはず。ほんの数時間前までは南半球のオーストラリアにいたのだ。

　暖かい国から来たというのに、ピンストライプのスーツにシャツという出いで立ちは薄うす着ぎではないかと心配してしまうけれど、シャツの胸むな元もとが無む駄だに大きく開いているところを見ると、おれの心配など無用のようだった。

　きっと、風を受けて走るのが仕事のＦ１レーサーだから、寒さには強いのだろう。

　引き締しまった体をしているけれど筋骨隆々なわけではなく、スマートでどちらかといえば知性的だった。決して素行がよいわけではないのに、仕草に品のようなものが感じられる。

　一見して洲世はスポーツ選手と分からない容姿をしていた。

　上品そうなスーツと同じ艶つやのある黒い瞳ひとみでじっと見下ろされて、なんともいたたまれない気分に思わず視線をそらしてしまった。

「……また、そういう顔をする」

　端たん整せいな顔を少し歪ゆがませて、洲世は呆あきれたように言った。

　歪ませるといっても、感情が表に出にくい洲世の場合、ほんの数ミリ表情が動いただけのことだ。喜き怒ど哀あい楽らくを露ろ骨こつに表さないところがミステリアスにも見えるようで、多くの女性から熱い視線を注がれている場面は何度も目にしてきた。

　知的でクールな見た目に加えて、欧おう米べい人にも引けをとらないような洲世の容姿は文句のつけどころがなかった。

「分かっているくせに」

　恥はずかしい気持ちを隠かくすように洲世をきつい目で見た。

　つい十日ほど前にスペインで気持ちを確かめ合ったことがまだ脳のう裏りに鮮せん明めいに焼きついているせいか、どうしても正面から洲世の顔を見られずにいる。

　洲世もそれを知っていて、いまだ恥ずかしそうにするおれに苦く笑しようしていた。

　おれのことを面おも白しろそうに観察する洲世の視線をかいくぐりながら、さっき目に留まった雑誌の前まで数歩進んだ。

「なにかと思ったら……」

　洲世の声が背中に届く。

　なぜなら、おれが手にした雑誌の表紙には洲世の姿があったからだ。

「これ、スタジオで撮とってんの？」

　雑誌といってもファッション誌のようなきらびやかなものではなく、モータースポーツ誌だ。情報の速さや正確さが重視されるような内容のため、わざわざ表紙の写真を撮さつ影えいすることはほとんどない。

「ああ、スペインにいる頃ころだな」

「ふうん。なんかクルマの雑誌っぽくないね」

　いつもと装そう丁ていの感じが違ちがうせいか、ひと目見ただけではマニアやコアなレースファンが買うような雑誌とは思えなかった。

「それが狙ねらいなんだろう。言ってみれば、動物園の人寄せパンダみたいなもんだからな、おれは」

「パンダ……」

　およそ洲世に不似合いな単語に、可笑おかしくなってぷっと吹ふき出す。

　たしかに洲世がＦ１デビューしたことは、世間を騒さわがせるようなニュースになっていた。

　久々の日本人Ｆ１レーサー誕生ということでスポーツ界はもちろん沸わいていたけれど、その容姿が女性たちの目に留まって、ワイドショーや週刊誌などがこぞって洲世を取り上げだしたのだ。

『Ｆ１界の貴公子』として。

　するとたちまち洲世目当ての女性ファンが増え、昨日のオーストラリア戦などは日本から洲世を応おう援えんしに来た観客で客席が埋うめ尽つくされたらしい。異例の観客動員数を記録したとか小耳に挟はさんだけれど、「そんなばかな」と笑い飛ばせないものがあった。

　洲世はというと、自分が集客に影えい響きようを与あたえているのを知って、わざわざそういう役を積極的に請うけ負っているらしい。

「パンダはたとえだ」

　いつまでもクスクス笑っているおれに苦い顔をして、洲世はそう言った。

「分かってるよ」

　おれに笑われていることで居い心地ごこちが悪いのか、肩かたを震ふるわせるおれの頭を軽く指で小こ突づくと先を行ってしまう。

「あ、ちょっと！」

　おれを置いて店を出て行こうとする洲世の背中を慌あわてて追いかける。まだ冷たい早春の風が首筋を駆かけ抜ぬけて、ぎゅっと襟えり元もとを押さえた。





「──ああ、もう部屋に着くから確かく認にんしとくよ」

　帰国したばかりだというのに、洲世の携けい帯たい電話には何件か電話が入っていた。そのどれもが仕事の電話でそうとう忙いそがしいらしく、レースのスケジュールはオフだけれど完全に予定のない日などないに等しかった。

　部屋に入るなり洲世は、ファックスの束を取って目を通し始める。

　洲世にとっては数ヶ月ぶりの我が家だというのに、のんびりしている暇ひまはないようで、スーツの上うわ衣ぎをダイニングチェアの背にかけると、考え事をするようにソファに座った。

「お茶くらいゆっくり飲んだら？」

　勝手知ったるキッチンでコーヒーをいれて、テーブルの上にそっと置く。

「これに目を通したらな。早急に返事をしときたいものがあるんだ」

　そう答えながら、洲世は携帯電話を取り出して話をしはじめた。

　どうやら電話の相手は去年まで洲世のマネージャーを務めていた葦あし原わら麻ま貴きらしく、書類を手にしながら打ち合わせをしているようだった。

　葦原は現在日本のレース界でマネージャーを続行しているけれど、日本のレースシーズンも開幕前で多た忙ぼうだった。いつもであれば洲世が帰国した際は車を出して成田まで迎むかえに行くのに、それをする余よ裕ゆうもないみたいだった。

　話が長くなりそうだと感じて、洲世の足元のラグに座り込むと、コンビニで買ったままバッグにしまっていたスポーツ新聞を広げる。

「うわ……っ」

　Ｆ１コーナーには、洲世の顔が紙面いっぱいに広がっていた。いつものクールな表情の上に、虎こ視し眈たん々たんと標的を定めた獣けものの姿がのぞいている。レースも終しゆう盤ばんの戦せん闘とうモードに入った洲世の姿だった。

　そんな写真の隣となりには『表ひよう彰しよう台までのカウントダウン』と煽あおり文句が書かれていて、その言葉にドキドキしながら本文を目で追う。

　Ｆ１のシーズンは、先週オーストラリアで開幕したばかりだ。

　日本から久々に誕生したＦ１ドライバーということで、洲世の日本での知名度は格別だった。今ではテレビのＣＭなどでその姿を見ない日はないというくらいになっている。

　その洲世が、昨日の決勝で五位入賞という偉い業ぎようをなし遂とげたのだ。

　デビュー戦でいきなり入賞というのは周囲も驚おどろく結果だったらしい。それも洲世の所属するエストレーリャはそれまで下位にいた新興チームのため、色々と不利なことが多いという不安要素を抱かかえての出だしだった。

　そんな中、当然ノーマークの洲世が表彰台まであと少しという戦績を残したことで、世間はなんだかすごい盛り上がりを見せている。

　昨夜のスポーツニュースでも大きく取り上げられていたし、今朝もワイドショーを賑にぎわしていた。本人ははしゃぐわけでもなく至って冷静なのに、周囲との温度差がなにか不思議な感じだ。

「──『日本のサムライ』……か。海外に進出する日本人は、誰だれでもサムライにされるんだな」

　気づけば電話を終えたのか、洲世が上から新聞を覗のぞき込んできた。

「パンダよりは似合ってるよ」

　つい口をついて出た軽口に一いつ瞬しゆんチラリと視線をよこした洲世は、無言のまま新聞に視線を戻もどす。おれに茶化されて面白くないみたいだ。

　その横顔が少し拗すねているようにも見えたのは、気のせいだろうか。

　洲世と出会ったとき十八歳だったおれは、二十六歳という洲世のことをその頃ずいぶん大人おとなに感じていた。けれども、今ではこうして年の差を感じない瞬間が時折あったりする。それを嬉うれしく思ってしまう自分が、なんだかくすぐったい。

「それより、入賞おめでとう！」

「……ああ、昨日も言ってなかったか？　電話で」

　いきなり話題を変えたおれに面めん食くらったのか、洲世はおれの顔をまじまじと見ながら言った。

「電話でなんて、言ったうちに入らないよ。こういうことは面と向かって言わなきゃ……。あ、だけど洲世は満足していないのか」

　周囲はデビュー戦からの入賞で沸き立っているけれど、本気で表彰台を狙っていた洲世には納なつ得とくのいく内容ではなかったと、昨日レース後にかけた電話で聞いていた。

「下位チームはスタートダッシュがものを言うからな。開幕戦で三位以内に入っておきたかったんだ」

　日々勉強しているとはいえ、Ｆ１の知識がまだ乏とぼしいおれでも、新興チームでのデビュー戦で三位に食い込むことがどれだけ難しいかくらい理解できる。けれども、こんな風に淡たん々たんと言ってのける洲世からは、それを実現できる自信が確実にやつの中にあったということが窺うかがえた。

「そうなの？」

「ああ。シーズンが進むほど、開発力のあるチームに差を開かれる。だから今のうちに点を稼かせいでおこうと思ってるんだけどな」

　まだ開幕の頃ころは、各チームにそれほど差はないらしい。それが回を重ねるごとに資金や技術の面からチームの格差が生まれてくるのだと洲世は説明してくれた。

「でも、エストレーリャも年々強くなってるんだろ？」

　下位チームに甘んじていたのは、チームの発ほつ足そくのスピードに開発がついていかなかったからだって聞いている。スペインでも屈くつ指しの自動車会社を母体に持つこのチームは、資金力も技術力も十分にあるため、上位に躍り出るのも時間の問題だと言っている人もいた。

「そうだと願いたいが、こればかりはおれもなんとも言えないな」

　洲世にもまだ計りきれていないのか、歯切れの悪い答えだった。

「うん、でも大だい丈じよう夫ぶだよ」

「根こん拠きよは？」

　あまりにもあっさり言い切ったせいだろうか、洲世はその答えを求めるようにおれを見た。そんなに真しん剣けんになられても困るな……と思いながら、新聞をたたんで腰こしを上げる。

「根拠っていうか、秋津洲世だから……じゃダメかな？」

「どういうことだ？」

　いぶかるようにした洲世の隣に、照れくさいのを隠かくすように勢いよく座って膝ひざを抱えた。

「おれの知ってる洲世って、必ず期待に応こたえてくれるんだよ。優勝するって言えば優勝してくれるし、何位でゴールするって宣言すれば本当にその順位で帰ってくるし、このまえも……」

　少し言いよどむと、「リカルドのタイムを上回ったことか？」と尋たずねられる。その名前を出すことに抵てい抗こうがあるんじゃないかと洲世を盗ぬすみ見たら、前ほどあからさまに複雑そうな表情はしていなかった。

「うん。あの時も根拠はないのに、心の奥で勝ってくれるって信じてたよ。どれも簡単に勝てるものじゃないのに、全部宣言したとおりになってるし」

「ストレートな勝ち方はしてないけどな」

　洲世が笑って言うように、あっさりと勝てたレースは少ない。どれもが土ど壇たん場ばでつかんだ勝利だった。

「だからだよ。どんなに不利な状じよう況きように立たされても、最後まで諦あきらめないやつだって知ってるからね。そんな洲世だから大丈夫だよ」

　勢いよくまくし立てると、洲世はおれの顔を見てひとつため息をついた。

「めちゃくちゃな論理だが、妙みように説得力がある気がするよ」

「もちろん。なんたって一番の支持者だからね」

「違ちがうだろう。流が言うからだ」

　洲世の指先が、優やさしくおれの前まえ髪がみを掬すくってくる。

「え……」

「恋こい人びとの言葉だからだ」

　キスの予感にそっと目を閉じると、ゆっくり唇くちびるが重ねられた。

　久々に感じるそのぬくもりにホッと安心するのが分かる。触ふれた先から洲世の存在を感じて、口づけを深くした。

　積極的に洲世の舌を迎え入れては、応えるように絡からめる。なんだかキスが甘くて、蕩とろけてしまいそうだった。あまり感情を表に出さない洲世だけれど、今はすごく求められていると感じられる。

　キスだけでは終わらない気がして、まだ暗くなるには早いのにどうしようと、焦あせってきてしまった。

「──泊とまっていくつもりだろう？」

　おれがチラリと時計に目をやったのを気にしてか、洲世はそう問いかけてくる。

　もちろんそのつもりだったけれど、まだ荷ほどきもしていないのにいいのだろうか。スーツケースは放置されたままだ。

「余計なことは気にするな」

　視線で訴うつたえたけれど、まるで「おれのことだけ考えていろ」と言うような口ぶりで、おれの体をそっとソファに横たえる。

「入賞のご褒ほう美びだろ」

　人が悪そうな笑えみを浮うかべながら、洲世はそんなことを口にする。おれが恥はずかしがったりするのを見て面おも白しろがっているんだって知っているから、頬ほおが赤くなるのを意地になってこらえた。

「だったら、優勝したらどうするつもりだよ」

　われながら可愛かわいげのない質問だ。

　こんな時は素す直なおに恥はじらったり、はしゃいだりできるキャラだったらよかったのにと思うけれど、どうしても強がるような言葉を言ってしまう。従順そうな見かけに反して、気が強くできていた。

「そうだな……」

　洲世はおれのそんなところをよく分かっているから、真上からおれの顔を見下ろすようにして不敵に笑う。

「優勝したら挨あい拶さつにでも行くか。おまえの実家に」

「ばっ……！」

　予想もしていないことを告げられて、ソファの上で飛び上がった。あまりにびっくりして、堪こらえていたのについ赤面してしまう。

「冗じよう談だんじゃすまされないこと言うなって」

　拳こぶしで洲世の胸のあたりをぐりぐりしながら、一瞬信じてしまいそうになった自分に恥じ入る。

「いや、まったくの冗談でもないんだけどな。おまえに初めて会ったばかりの頃にうちの親おや父じに引き合わせようとしたこと覚えてるか？」

　洲世は、拳を振ふるおれの手を取ると、指先に唇を押し当ててきた。

「覚えてるよ。すっごい緊きん張ちようしたけど、結局会うこともなくて実はホッとしたんだよね」

「ああ、急な海外出張に行かれたんだったな」

　からかって言っているんだと思ったら、意外にも洲世は真ま面じ目めな顔をしていたので、ついつい次の言葉を待ってしまう。

「機会があれば、おまえを紹しよう介かいしたいとはずっと思ってるんだ」

「えっ、お父さんに!?」

　いきなりなにを言い出すのだろうと、問いかけるように洲世を見た。

「ＡＭＥの代表だからな。おれのスポンサーをしている以上、この先流とも顔を合わせることになると思う。その前に一度……と、ずっと思ってはいるんだが」

　でも、おれのうわさは洲世の父親も耳にしているはずだった。おれたちがまだそういう関係じゃなかった頃に、一番初めに仕し掛かけた『恋人』という設定を、今も信じているに違ちがいない。

「その時はちゃんと紹介するから、覚かく悟ごしておけ」

「う、うん……」

　たぶん洲世は、恋人という意味で紹介するつもりなんだろう。

　おれのことをそこまで真剣に考えてくれることはすごく嬉うれしいのに、親という存在を引き出されて、自然と顔が強こわ張ばってしまう。

「そう身構えるなよ」

「そんなこと言われても……」

　おれの戸と惑まどいを嗅かぎ取ってか、洲世はそれ以上この話に触れることはなかった。代わりにもう一度ゆっくりおれをソファに横たえて、首筋にキスを落としてくる。

「ん……っ」

　甘く吸いつくように口づけられて、ゾクリと肌はだが粟あわ立だった。いつも洲世がまとっている香こう水すいのかおりがふわりと漂ただよって、急に官能的な空気に変わる。

　皮ひ膚ふを探さぐるように唇で嬲なぶるそれは紛まぎれもなく愛あい撫ぶで、張ってしまっていた意識がゆるむのを感じた。余分な力が抜ぬけると、ソファに体が沈しずみこんだのかギシリと軋きしむ音が聞こえた。

　器用な指がカッターシャツのボタンを外して、胸むな元もとに入りこんでくる。少しひんやりとした指先が乳ち首くびに触れて息を詰つめた。

「だからっ、そこヤダって……っ」

　首を左右に振ると、シャツを開いた洲世はツンと尖とがりはじめた乳首を舌先でつつく。そのまま口こう腔こうに含ふくまれて、口の中で転がすようにされると、抵抗するように洲世の髪かみを引っぱった。

「おまえのは嫌いやなわけじゃなくて、感じすぎるからキツイんだよ」

　悟さとったようにそう言われるけれど、そんな分ぶん析せきなど聞いている余よ裕ゆうはもうなかった。

　快楽をこらえるように唇をかみしめて、もどかしさを振り切る。

「そういえば、ここの刺し激げきだけでイったことがあったな」

　思い出したように言うと、洲世は下か肢しを探るように手のひらを下ろす。ウエストの隙すき間まから強ごう引いんに入りこんだ手に直じかに触れられて、ビクッとおおげさなほど腰こしが跳はねた。

「やっぱり反応がいい」

　おれの状態に満足したらしい洲世は、そのままジーンズを膝ひざまで下ろした。じんわり滲しみだしてしまった体液が外気に触れて冷たく感じる。

「やだ。変な気分……」

　性器に指を這はわせながら、再び胸元に唇を寄せてきた洲世に難色を示すけれど、かえって巧たくみな舌技で攻せめられて息を詰めた。

「うう……っ」

「そんなに力むな」

　洲世が言うようにリラックスしようと思ってはいるけれど、体がいうことを聞いてくれない。愛撫が深まるほど拒こばむように体はギュッと丸まってしまう。

「少し開いてみろ」

　ずっとかみ締しめていた唇を緩ゆるめるように洲世の舌がなぞってくる。

　促うながされて少し口を開くと、吐と息いき混じりの甘い声が快楽から逃のがれるように零こぼれた。

「んっ」

　わざとやっているわけではないのに、一度鼻に抜けるような甘い声が零れると、もう止められなくなってしまう。

　そんな状態を恥ずかしいと思うのに、体はこうしているほうが楽で、小さな喘あえぎを何度も繰くり返す。

「そうだ。そうやって呼吸してみろ」

「ちょ、なんか……」

　すると急に体に変化がおとずれて、訴えるように不安の声をあげる。

　乳首の刺激をあれだけ苦痛に感じていたというのに、声を出すことで余計な力が抜けるのか、快楽だけを感じ取るようになった。

　もどかしさに腰を揺ゆらすと、ペニスの先を指でぐるりと撫なでられる。

「ひぁ……」

　強きよう烈れつな快感が走って、とっさに洲世のシャツを掴つかむ。ギュッと目をつぶって波が押し寄せるのをこらえた。

「縋すがるならここにしろよ」

　固く握にぎり締めたおれの指をほどいて、洲世は自分の首へ導いた。両りよう腕うででかき抱いだくようにすると、洲世が自らのシャツを床ゆかに脱ぬぎ落としたのが分かる。その気配に薄うすく目を開いた。

「どうした？」

　質問と同時にキュッと握りこまれて、また目を閉じてしまう。しばらく快楽をやりすごしていたら、洲世の手つきがゆるゆると撫でるようなものに変わって、ゆっくり目を開いた。

「……体つきが、変わった？」

　日本にいる頃ころは必要以上の筋肉をつけないようにトレーニングメニューを組んでいたみたいだけれど、今はその時よりも厚い胸むな板いたをしている。このまえスペインでもそう感じたけど、気のせいではないみたいだ。

「鍛きたえる部分を少し変えたからな」

「触さわって、いい？」

　ポツリと言うと、洲世は一いつ瞬しゆん瞠どう目もくした。いつもリードされてばかりのこんな場面で洲世にそういう顔をさせられたことに気をよくして、首に掛かけていた腕をゆっくり下ろす。

　手のひらで感かん触しよくを味わうようにして、きれいに筋肉のついた胸や腹を撫で回した。

「でも、少し痩やせた……？　締まったのかな」

　理想ともいえる男の体に触ふれて、ドキドキと鼓こ動どうが高鳴った。

　この体に何度も抱だかれたのかと思うと、急に息苦しくなる。それが興奮しているせいだと気づいたら、カッと体の奥が熱くなった。

「あ……っ」

　焦あせって引こうとした手を洲世に止められる。手首を掴まれて、ベルトへと導かれた。金具が指に触れてカチカチと音をたてる。

「ついでだから、外してくれ」

　その一言が、なにかとてつもなくいやらしく響ひびく。直接洲世に触れるわけではないというのに、その時と同じくらい緊きん張ちよう感かんが走った。

　うまく動かない指先で、悪あく戦せん苦く闘とうしながらベルトを外す。その様子をじっと見られていた。

「これでいい？」

　その下まで脱がせろと言われたらどうしようかと、スラックスについ視線をやってはまごまごしてしまう。

「いいよ、そこまで求めてない」

　頭上から降ってきた返事は笑いを含んでいた。

　おれの逡しゆん巡じゆんを読み取ったというよりは、おれが困こん惑わくするのを見み越こしてわざとやっているのだろう。こうして簡単に引っかかってしまうところが洲世を愉たのしませるのだと分かっているのに、こういうところはなかなか変えられないでいた。

「それくらいできるよ」

　乗せられてるなと思いながらも引っ込みがつかなくて、こんなのはなんともないと意地を張る。

　肘ひじをついて上体を起こすと、ドキドキしながらスラックスの前たてに手を伸のばした。

「いや、結構だ」

　けれどもその指はファスナーにたどり着く前に捕とらえられて、クルリと体をひっくり返すように俯うつぶせられる。

「えっ……？」

「残念ながら、されるよりするほうが性に合ってるからな」

　その言葉にはおれも納なつ得とくしてしまった。嗜し好こう的なことというよりは、自分のペースでことを運びたいんだろう。

　おれがやりたいと言ったときは口での奉ほう仕しもさせてくれたけれど、あまり好きなようには見えなかった。

　背後から腕を回した洲世は、おれの性器を絞しぼるように扱しごきたてる。ときおり揉もむようにされてピクリと肩かたを震ふるわせると、耳の後ろに吸い付くようなキスをされた。

「んんっ」

　舌先でねっとりと耳裏を舐なめられながら、下肢にわだかまった熱をこらえる。少しでも反応すると洲世はそこを執しつ拗ように撫で回してくるので、そろそろ限界がきそうだった。

「もう少し、辛しん抱ぼうしてくれ」

　洲世は欲情に濡ぬれたような声で耳元でささやくと、おれの先せん端たんから溢あふれ出た滑ぬめりを後こう孔こうに塗ぬりこめた。円く撫でる指先が徐じよ々じよに奥へと入っていく感触をはじめは違い和わ感かんとして捉とらえる。

　けれどもなんどもそれを繰り返しているうちに、内ない壁へきが誘さそい込むように収縮するのが自分でも分かった。

「あっ、やっ……」

　違和感が快感へ変わると、とたんに指先を迎むかえ入れるように動きだしたような錯さつ覚かくを覚える。実際に抵てい抗こうが薄れたのか、指を増やされたようだった。

「うっ……ん」

「ずいぶん慣れてきたよな」

　体内の粘ねん膜まくを探さぐるようにされながら、腰を高く上げる恰かつ好こうを取らされた。正気なら絶対に嫌だと思うようなポーズなのに、それがより奥に洲世を迎え入れられる体勢だと分かって従ってしまう。

　振ふり返ってみると、ぼんやりとした焦しよう点てんを結ぶ視界には、片手でスラックスのファスナーを下ろす洲世の姿が映った。いつの間にそんなに育っていたのか、手の中でそそり立ったものを見て喉のどがごくりと音をたてる。

　あれが今から入ってくるのかと思うと、腰の辺りがじんじん疼うずいてきた。

「キツかったら言えよ」

「え、あ……っ」

　指が出て行ったかと思うと、比べものにならないほどの重量感を持ったそれが入りこんでくる。ふうっと息をついたタイミングだったため、さほど抵抗もなく入り込んだ。

「っ……ん」

「あと半分だ」

　腰こしを緩く動かしながら洲世は、わき腹のあたりを撫でるようにさすってくる。力を抜ぬけと言っているのだろうけど、敏びん感かんになっている肌はだは逆にその触れ方に感じてしまって、ぴくぴくと体を震わせる。

「やめ……っ」

　意図せず何度か締めつけてしまって、体内の洲世がグンと大きくなったのを感じた。繋つながっている部分からそれを知って、全身が総毛立つ。

「やっ、大き……」

「今のはおまえが悪い」

　苦く笑しようするような声が聞こえて、おれを落ち着かせるように何度か深呼吸をさせた洲世は、やがて吐はく息に合わせて少しずつ体を進めてきた。

「……ぁ、ん。はっ……」

「全部収まった。平気か？」

　背骨を辿たどるように洲世の指が腰から撫なで上げる。ぶるりと震えてため息をつくと、切ないような声が出た。

「へい、き……」

　なにもされなくても達してしまいそうだった。ギュッと拳こぶしを作ってソファの肘ひじ掛かけに置くと、その手の甲こうに額をこすりつける。腕の力で体を支えていられなかった。

「もう少しだ」

　グイッと腰を押し付けられて、衝しよう撃げきに体が揺ゆれる。狭せまい体内を擦こすられて、自分の性器からじわりと体液が滴したたるのが分かった。

「……っ」

　洲世は再びおれのペニスに手を伸ばして扱きはじめると、それと同じ速さで腰を突ついてくる。

「う、あっ……」

　ズンと奥まで突かれたかと思えばギリギリまで引かれて、そのたびに濡れたような音が耳に入り込む。

「あっ、あ……」

　湿しめった音と荒あらい息が広い部屋に響いた。いつも冷静な洲世が艶つやっぽい吐と息いきを零こぼしていると知って、ざわざわとしたものが這はい上がってくる。

「ん、も、ムリ……」

　かすれた声で必死に訴うつたえると、手のひらにじわっと汗あせが滲にじんでくる。勝手に体が痙けい攣れんしたように細かく震えだして、何度か洲世を締しめつけた。

「仕方ないな」

　洲世はヒクヒクしだしたおれの先端を摘つまむと、わき腹を抱かかえるように引きあげた。そのまま体勢を変えてドサッとソファに座りこむ。

　気づけば洲世の胸に背中を預けて座る形になり、体位を変えた衝撃でより奥に洲世を感じた。

「っく……」

　厚みのある洲世の肩に後頭部を預けると、下から速いリズムで突き上げられる。おれの射精を延ばすために先を握にぎられたままで、なにかの拍ひよう子しに指が外れたら、すぐにでも放出してしまいそうだった。

　引き延ばされているぶん体は敏感で、少しの刺し激げきにも痺しびれが走って、そのたびに目じりに涙なみだが溜たまっていく。

「はっ、あ……っ、んっ」

　重じゆう厚こうなソファが、二人の動きに合わせてギシギシ軋きしむ。

　より深く穿うがてるように洲世は、おれの片かた腿ももを引き上げた。

「う……っ。あっ」

　思いがけないほど奥に硬かたい先端を感じて息を詰つめると、洲世はさらに煽あおるように耳じ朶だを噛かんできた。

「出していいぞ。おれもイキそうだ」

　縛いましめていた指が外れると、待っていたようにヒクヒク下腹がうねる。

「──あっ」

　ビリッと走った電流のような刺激に背中をそらすと、その後の解放感を洲世の胸に身を預けて味わう。

　勢いよく飛び出た粘ねん液えきは、洲世の手を汚よごしたようだった。

　けれども罪悪感に苛さいなまれる間もなく、奥に熱い情欲を叩たたきつけられてギュッと目をつぶる。その刺激でまたなにかが零れたようで、小さく息を呑のんだ。

「んっ……」

　久々の感覚に陶とう酔すいしていると、上を向かされて唇くちびるを寄せられた。

　洲世はなにも言わない。けれども驚おどろくほど優やさしいキスが気持ちを代弁していた。愛情を疑っているわけではないけれど、啄ついばむように何度も口づけられると、ちゃんと愛されている自信が湧わいてくる。

　そして、そうだからこそ、常に側にいられない現実を思うと切なくなった。

　Ｆ１のシーズンが始まってしまえば、会える機会は片手で数えられるほどだ。分かっているし納得しているつもりだったけれど、目の前に洲世がいる今はそういうことも忘れてしまいたい。

「……電話、鳴ってる」

　テーブルの上に置いた洲世の携けい帯たい電話が空気を破るように鳴り響ひびいた。

「麻貴だろうな」

　言いながら洲世は、背後からおれを抱だきしめてくる。

「出ないの？」

　相手が葦原だとしたら仕事の話だ。それなのに出ないなんて、仕事優先の洲世らしくない。

「こんな状じよう況きようで？」

　まだおれの中にいた洲世は、軽く腰を揺すって自己主張してきた。

「ひぁ……っ」

　官能を引きずり出す行こう為いではなく、単におれをからかうためにやったのだと知って、軽く洲世を睨にらむ。

「あとでかけ直すよ」

「えっ。無視すんの？」

　ここで冷静に出られるのもどうかと思うけれど、目の前でコールしているそれを放置するのも後ろめたい。

「つかの間のオフと知ってかけてくるほうが悪い」

　仕事人間らしからぬセリフを洲世は言ってのけた。

　明日からまた洲世は、レースの広報活動のためのイベントで各地を飛び回ることになる。せっかく日本にいながら、なかなか会えなくなることも考えられるのだ。

「それって、おれとの時間を大切にしてくれるってこと？」

「そうでもしないと、いいかげん捨てられそうだからな」

「よく言うよ……」

　まるでふつうの男のようなことを言う洲世に眉まゆをひそめると、自分でも似合わないことを言った自覚があるのか、洲世は口元を歪ゆがめて笑ったのだった。





　平日だというのに、渋しぶ谷やのＣＤショップはすごい人だかりだった。

　ふだんなら暇ひまをもてあました若者がなんとなくＣＤを視し聴ちようしている姿を見かけるくらいの店だけれど、この日ばかりは店内の温度も二、三度高く感じる。

　なぜなら今日は、このショップで開かれるトークショーに洲世がゲスト出演するからだ。話題の人物をひとめ見ようと、大勢の人が駆かけつけている。

　ＣＤショップと洲世なんて共通点がなさそうだけれど、昨年まで洲世のチームメイトだったドライバーの高たか嶋しま千ち歳とせが出演した映画がＤＶＤ化されたため、発売記念のイベントに高嶋さんと共にゲストとして招かれていた。

「うわ……。本当にパンダ状態だ」

　控ひかえ室となっている部屋に駆け込むと、吹ふき抜ぬけの二階からは黒山の人だかりが目に入る。パンダが初めて日本の動物園にやってきたときの映像を見たことがあるけれど、まさにこんな感じだった。

「ああ、流。間に合ったか」

　春物のコートをスリムな体に纏まとった葦原は、おれの姿を確かく認にんすると、ホッとしたような顔で迎むかえてくれた。

　関係者は他ほかにも何人かいたけれど、いかにも仕事として関かかわっているといったオーラを放っていて、イベントの内容には誰だれも無関心なのか、手帳をめくって電話をかけている人や、この隙すきに打ち合わせをしている人たちばかりだった。

「タイミングよく特急に乗れたから」

　葦原の使いで走り回っていたおれは、トークショーに間に合ってよかったと一息つき、身を乗り出すようにしてステージを見下ろした。しばらくするとおれの視線に気づいたのか、洲世がさりげなく視線を返してくれる。

　それが秘密の暗号のようでくすぐったい。

「それにしても、よく洲世がこういう仕事引き受けたね」

「スポンサーがねぇ……」

　言葉を濁にごして葦原は、チラリと背後の人々に視線をやった。

　おれたち以外でこのエリアにいる人は、みんな暗い色のスーツ姿でエリート然としている。渋谷という街にもＣＤショップという場所にもまるで似合わない人ばかりだ。

「あの右から三番目の人、分かる？」

　葦原が耳打ちした人物は、スーツ姿の中でも一段と若い男だった。

　三十代前半といった年とし頃ごろだろうか。眼鏡めがねをかけてエリート風なことに変わりはないけれど、整った顔立ちにどこかで見覚えがある気がした。

「あれ、秋津家の長男。ＡＭＥの次期社長」

「えっ……！」

　大声が出そうになるのを慌あわてて呑のみ込んだ。

　瞬まばたきも忘れて葦原を見る。

「長男って、洲世の……」

「そ。お兄サマ。今までＡＭＥグループの子会社にいたんだけどね、最近本社に戻もどって副社長に就任したみたい。実質は社長代理かな？」

　あまりの驚きにコメントもできず、もう一度スーツの群れを盗ぬすみ見た。

　そうと分かれば、見覚えがあると思った容よう貌ぼうは、洲世に似ているのだと分かる。

「美形一族……？」

　間の抜けたおれの感想に、葦原はプッと吹き出した。

「顔は似てるけどね。中身はどうかなぁ～。おれはあまりかかわりたくないけど……」

「えっ、そうなの？」

「仲のいい兄弟ではないからな。……あ、目ぇ合っちゃった」

　気まずそうに言うと、葦原は「仕方ないか」とつぶやいて、おれを引っ張って歩き出す。行き先は洲世の兄のもとのようだった。

「……お久しぶりです。菱りよう和わさん」

　菱和と呼ばれた男は、おれたちの姿を認めると、読んでいた書類を手元から離はなした。

「洲世のマネージャーは辞やめたんじゃなかったのか」

　あまり抑よく揚ようのない、どちらかといえば冷ややかな声が紡つむがれた。

「Ｆ１はほとんどノータッチですけど、お声がかかればいつでも向かいますよ。レース界はまだそのへんの制度はあいまいなんです。あ、でも……」

　ぐいと腕うでを引っ張られて、おれは洲世の兄と正面から対たい峙じする。

　洲世に似た漆しつ黒こくの瞳ひとみが、眼鏡のレンズ越ごしにおれを観察するように見た。

「この彼が現場に訪おとずれることが多くなると思うので、覚えておいてください」

「え？　えっと。す、鈴川流です……」

　心の準備もなく引っ張り出されて、なんとか自分の名前を告げる。

「鈴川……。きみが？」

　すると彼は、おれの名前を聞いて形の良い眉をひそめた。

「そうか……」

　おれの名前に反応するということは、洲世との関係を知っている可能性が高い。もしかしたら罵ののしられるんじゃないかと肩かたを強こわ張ばらせた。

「さすがに菱和さんはご存じみたいですね。鈴川には今おれのアシスタントやらせてるんでＧＴがメインですけど、いずれはＦ１も連れて歩く気でいるみたいですよ、洲は」

「なっ……！」

　聞かれてもいないことを勝手に喋しやべる葦原に、おれは目を白黒させるばかりだった。どうやってこの場を取り繕つくろおうか考えをめぐらせていると、「じゃあそういうことで」なんて言いながら、葦原はまたおれを引っ張るようにして菱和さんの前から離れた。

「……ちょっと、なんてこと言うんだよっ！」

　また元いた場所に戻って、声を潜ひそめながらも葦原に食ってかかる。

「あの人のことだから、流のことなんてとっくに調査済みだよ。だから先制攻こう撃げきしとこうかなって」

「先制攻撃？」

　いきなり不ふ穏おんな言葉が飛びだしてギョッとしてしまう。

「そ。あの場で流がやましい顔なんてしてたら弱みを握にぎられるからね。洲との関係はオープンってことにしておけば、痛くもない腹は探さぐられることもないだろ？」

「つまり、そんなふうに根回ししなきゃいけないくらい面めん倒どうな人ってことなのか？」

「一言で言えばそんな感じ。身内ではあるけれど、洲にとってはスポンサーの一人でもあるし。身内だからこその線引きが難しいところだなぁ」

　今日のように洲世が自分に関係のないイベントに顔を出していることも、菱和さんが噛かんでいるせいだと葦原は説明してくれた。

　ＡＭＥというのは、『アクティヴ・モーター・エンジニアリング』という会社で、車を生産する過程で欠かせないパーツなどを製造したり販はん売ばいしたりしているメーカーだ。企業間取引が主なため、おれみたいな一いつ般ぱん人が会社の名前を聞いてもピンとこないけれど、その販路は日本を越こえて海外にまで広がっているという。

　日本のレースシーンにおいては、昨年チャンピオンに輝かがやいたチームのスポンサーもしているので、レース界が盛り上がればＡＭＥの名も一般に広く知られるチャンスがあるということだ。

　そこに目をつけた菱和さんは、レーサーが主人公の映画が製作されると聞けば現役のレーサーを出演させるよう交こう渉しようしたり、ＤＶＤになると聞けばこうしてトークショーのイベントを企き画かくさせたのだという。

　このイベントの間にもＡＭＥとロゴの入った携けい帯たいストラップを無料配布していて、そのデザインがかわいいと、またたく間に取り合いになっていた。

　よく目を凝こらしてみれば、階下にはＡＭＥと書かれたストラップを携帯電話につけた人たちがたくさんいる。なんて宣伝上手なんだろうと感心した。

「あれも、わざと少なめの数を配布してるみたいだよ」

「なんで？」

「プレミア感を出すため、かな？」

　運よくストラップを手にした客は、その優ゆう越えつ感もあって真っ先に携帯につけるのだという。せっかくの宣伝のための配布物をそのままバッグに仕し舞まわれないように考えられた手段だった。

「洲世のお兄さんだけあって、あなどれない感じ？」

「そーゆうこと。映画に関係ない洲がゲストなわけも理解した？」

「したけど。なにも関係者だらけのところであんなこと言わなくてもいいだろう」

　ここにはサーキットでよく見る顔もいくつかあって、おれと洲世の関係を邪じや推すいして聞き耳を立てられていないとも限らない。

「なに言ってんだよ。それこそ関係者ばかりのパーティーで恋こい人びとヅラしてたのは誰だっけ？」

　出会ったばかりのころ、おれは洲世との関係を仄ほのめかすようにわざとうわさが立つようなことをした。葦原はそのことを言っているのだ。

「あれは、そういう契けい約やくしてたから。……夏休みいっぱいのことだと思ってたし」

　それに、あのころと今とでは洲世の立場も大きく違ちがっていた。

　日本のレース界で活かつ躍やくしているころには、おれが洲世の恋人だという話も半信半疑に捉とらえられていた。もちろん本当だと信じている人もいれば、行き過ぎた冗じよう談だんだと思っている人もいて様々だ。

　身内ともいえる人たちは真相をすべて知ってはいたけれど、そういう人たちはおれたちのことを面おも白しろおかしく騒さわぎ立てたりしなかった。

　けれども世界に進出してしまった今では、洲世に同性の恋人がいることはタブーだ。特に敵の多い洲世の職場では、おれの存在が弱点になってしまう可能性もあるし、スポンサーに不快感を与あたえて契約を解消されてしまうかもしれない。とくに、キリスト教徒の多い職場では敏びん感かんになる必要があった。

　本当の恋人になったらコソコソしてしまうというのもおかしな話だけれど、国際的に有名になってしまった洲世のことを思えば、おれの存在なんて知られないほうがいいに決まっている。

「日ひ陰かげの身っての？　洲世を自じ慢まんしたいなぁって思うこともあるけど、自分たちが納得できてれば、それでいいよ」

「まあ、その気持ちも分かんなくないけど、そうあっさり割り切れるもんかな……」

　そう言いながら葦原が見つめたのはイベントステージにいる人物だった。

　洲世の隣となりで陽気に笑っている高嶋さんのことを考えているのか、すこし切なそうに瞳が揺ゆらぐのを見み逃のがさなかった。

　今まで葦原がそんな顔をしたところを見たことがなかったので、二人の間になにか問題があるのかとドキッとしてしまう。

　けれども、どうしたのかと聞くべきか考えたころにはもう、いつもの葦原に戻もどっていた。

「あ！　おれ、このイベントの写真撮とらなきゃいけないんだった」

　慌あわててコートのポケットからデジカメを取り出した葦原は、腕の時計を確かく認にんした。

　気づけばイベントの終しゆう了りようまであと五分しかない。

「やばっ。ちょっとステージのほう行ってくるわ」

　ドタバタと大きな足音を響ひびかせて、葦原は関係者の控え室から出て行った。

　もしかしたら、二人うまくいってないのかな……。

　目に焼きついてしまった葦原の表情を思い浮うかべた。

　幼なじみともいえる二人なのに、付き合いが長くても問題がないわけではないんだと、しみじみ考える。

　ふぅと、ため息をついたところで肩を叩たたかれて振ふり返った。

「あ……」

　そこにいたのは菱和さんで、一いつ瞬しゆん洲世がいるのかと勘かん違ちがいして、緩ゆるみそうになった表情をキリリと引き締しめた。

「きみと一度話がしたかったんだ。鈴川くん」

　そう言った菱和さんは、上うわ衣ぎの内ポケットから名めい刺しを取り出すと、おれに差し出した。それが流れるように優ゆう雅がな所作だったため、気づいた時には受け取っていた。

　菱和さんは穏おだやかそうな口調で話しかけてくるけれど、彼の表情は硬かたくて、どんな話をされるのかと警けい戒かいしてしまう。

「──話っていうのは、弟さんのことですよね？」

　やましそうにするなと葦原に言われていたけれど、なにか緊きん張ちよう感かんを抱いだかせる相手を前にして、ついひるんでしまっていた。

「ああ。分かっているなら話は早いな」

　そう言って、菱和さんは何の感情も読み取れないような表情で、おれをさらりと切り捨てた。

「弟と……洲世と、別れてくれないか」

「え……っ」

　いろんな意味で驚おどろいていた。

　初対面の相手からいきなり別れろと告げられたことにも、こんな場所でそんな重大なことを立ったまま話すことにも。

　ううん、重大と思っているのはおれだけで、菱和さんには実じつ弟ていと同性の恋人の仲など知ったことではないのだろう。

「あれがレースに本気にならなければ、きみとの付き合いも見過ごしてやったが、本格的にのめりこみ過ぎたな。さすがにＦ１までステップアップするとは思っていなかったよ」

　なんて相あい槌づちを打てばいいのか分からず黙だまっていると、彼はおれの反応など不要だと言いたげに話を続けた。

「きみは、我が家がどういう経営をしているか知っているはずだ」

「ええ、一応……」

「Ｆ１レーサーというのも一、二年のことなら会社にとっていい宣伝になるが、それ以上は困る。弟には任せたい業務があるものでね」

　と言われても、洲世はスペインのチームとの間で異例ともいわれる三年の契約を結んでいる。

　おれの頭の中が読めたのか、「解約の方法なんていくらでもある」と先回りして言われてしまった。

「秋津家の息男が会社も継つがず好きなことをやっているというのもうなずけない話だ。貴族のスポーツとはいうが、所しよ詮せんはレースなんて水モノだ」

　まるでモータースポーツを軽かろんじるような発言に目を瞠みはってしまう。ＡＭＥはスポンサーであるだけでなく、レースで必要なパーツも供給しているのに。

「あなたがそれを言うんですか？」

「レースにかかわっているからといって精せい魂こんを傾かたむけているわけじゃない。ギブアンドテイクだ。わたしは会社の名前を売り信用を得るためにレースを利用しているし、ドライバーは高いポテンシャルでクルマを走らせるために技術やスポンサーを利用する。じゅうぶんビジネスになり得ていると思うが」

　口で敵かなうような相手ではなかった。スパッと切るような物の言いかたをされて、反論する言葉も見つからない。

「昨年きみが弟の前に現れなければ、あれはＦ１なんて大おお舞ぶ台たいを再び目指すこともなく、国内王者で満足していたはずだった。それなのに、きみと出会って弟は変わった」

　レンズの奥の瞳ひとみが、きらりと硬こう質しつな光を放つ。

　菱和さんが言っているのは、おれたちが初めて出会った昨シーズンのことだ。その時、心と身体からだに大きな傷を負っていた洲世は、現実をどこか諦てい観かんしながらレースに参戦していた。一度手にしたＦ１へのチャンスを砕くだかれたばかりだったからだ。

　けれどもおれと出会ったことをきっかけに自分を取り戻した洲世は、その後は人が変わったようにアグレッシブに攻せめ立て、まさに王者の風格でチームを優勝に導き、Ｆ１への切きつ符ぷを手に入れた。

　そのことを快く思っていない人がいるなんて、おれには考えも及およばなかった。

「目の届くところにいれば、まだ許せたのだが……。まったく余計なことをしてくれたよ、きみは。だから、わたしはきみが目め障ざわりだ。これ以上、弟の人生を邪じや魔ましないでくれないか」

　容よう赦しやのない言葉が、一方的におれを切りつける。

「もちろん、タダとは言わない。弟が迷めい惑わくをかけた分はこちらで贖あがなうつもりだが……」

　値ね踏ぶみするような視線が、足元から這はい上がった。

「そうだな。きみは女性ではないから、特別に手当てをつける必要がありそうだ。マスコミが嗅かぎつけないとも限らない」

「……」

「一千万出そう。それで、弟とは縁えんを切ってくれ」

　淡たん々たんと提示された額に、驚いて声も出なかった。

　い、一千万!?

　突とつ然ぜん言われた数字に驚いて、頭の中に無数のゼロが飛び交かう。

　おれが男だから、厳重なる口止めのために色をつけたのかもしれないけれど、どう考えても現実的ではない金額を耳にして、なんだか恐おそろしくなった。

　いつもだったら売られた喧けん嘩かは頼たのまれなくても買ってしまう性格なのに、ポンと大金を払はらうと言う男の前に立つことに恐きよう怖ふを覚える。そして自分はこの男の弟と付き合っているんだと思うと、背筋が凍こおるようだった。

「いっ、いりません、そんなものっ！」

　頭のなかがわーっと沸ふつ騰とうしたようになってしまったおれは、彼を振り切るようにすると、逃にげ出すように控え室を飛び出した。





　──弟とは縁を切ってくれ。

　強い口調で別れることを要求されて、すうっと血の気が引くような感覚を味わっていた。

　控え室を飛び出したおれは、あてどもなくとぼとぼとした足取りで渋谷の雑ざつ踏とうをかき分けながら歩いていた。

　一言も言い返すことができなかった。

　菱和さんの持つ、生まれながらに人を従えてしまうような態度に、完全に呑のまれてしまった。

　初めて洲世の身内と対面して、いきなり拒きよ絶ぜつされたことがショックだったというのもある。

　もちろん歓かん迎げいされるとは思っていないから、ある程度の覚かく悟ごはできていたつもりだけれど、それでも平気なわけではなかった。

　赤の他人に言われたことならここまで傷つくことはないのに、好きな人の実の兄に疎うとまれるということは、結構ショックは大きい。

　今まで軽い気持ちで洲世のことを『御おん曹ぞう司し』と言っていたけれど、その意味を初めて知ることになった。

「そういえば、会社の一つを継ぐって言ってたっけ……」

　出会ったばかりの頃ころに、そんなことを言っていたと思い出す。

　その時以外で将来の話をしたことはなかったけれど、洲世はずっとレースにかかわっていくものと思い込んでいたので、洲世が大だい企き業ぎようの御曹司で、いずれは会社を継ぐ立場にあるということを忘れてしまっていた。

　洲世は、将来なにがしたいんだろう？

　おれは自分の進路のことで手て一いつ杯ぱいで、将来のことをどうするか考えるあまり、洲世はどうしたいのかなんて聞いたことはなかった。

　この先何年レーサー生活が続くのか分からないけれど、いずれは引退という幕引きが必ずあるわけで、そうなったらやはりＡＭＥの仕事をするんだろうと考えることは自然なことだ。

　もしも会社を継ぐ気でいるのなら、おれと関係していることが洲世だけではなく会社の評判を下げるようなことになってしまうかもしれない。

　深く考えるまでもなく、おれみたいな存在は外聞が悪いのだろうなぁ……と、分かっていたはずのことを改めて思う。

　洲世をサーキットに戻もどしたのはおれだって洲世は言ってくれたけれど、もしかするとそれは洲世の家族にとってはよくないことで、なにも事情の分からないおれが悪い方向へ導いてしまっているのではないかと、後ろ向きに考える気持ちを止められなかった。



    

  
    
      

　　◆





　昨日ＣＤショップを飛び出したおれは、その日遅おそくに自宅へ帰った。

　おれの行動をいぶかった洲世からすぐに電話があったけれど、「急用ができた」の一言で貫つらぬき通していた。

　けれども洲世には下手な嘘うそなどお見通しのようで、朝になると、家の前で待機していた洲世に捕つかまってしまい、車に乗せられていた。

「──どこ行くつもり？」

　洲世の車は、二十三区も端はしのほうにある我が家から都心に向かって進んでいるようだった。

　なるべくポーカーフェイスを試みているけれど、昨日の今日で自然に振ふる舞まえているか自信がなくて、自然と窓の外をながめてしまう。

　おそらく洲世は、おれがなにか抱かかえているのを知って会いに来てくれたのだろう。そういうことをわざわざ口にする相手じゃないけれど、なぜかそんな感じがしていた。

「仕事に同行してもらう。昨日みたいに逃げられても困るからな」

「だからー、急に用事を思い出すこともあるんだって。おれだっていつまでも暇ひまじゃないんだよ」

　スーパーＧＴの開幕前である今、チームのアシスタントをしているおれが忙いそがしいのは本当のことだった。けれども葦原の気き遣づかいによって、洲世が帰国している間は仕事量を減らされている。

　その分洲世の面めん倒どうを見るようにとの通達だった。

「仕事って、今日はなに？」

「スーパーＧＴ開幕戦イベントについての打ち合わせだ」

　洲世は、今週末に富ふ士じで開幕するスーパーＧＴの決勝にゲストとして呼ばれていた。昨年のチャンピオンがＦ１レーサーにステップアップしてサーキットに現れるというので、レースファンは沸わき立っているみたいだ。

「洲世がＦ１カー走らせるやつだろ？　富士って高速サーキットだから迫はく力りよくあるんだろうなぁ」

「そのイベントとは別ものだ。乗りものはＭマウンＴテンＢバイクらしいぞ」

「へっ、自転車？」

　いきなり身近な乗り物の名を出されて、肩かた透すかしを食くらった感じになる。洲世が呼ばれるようなイベントだから、そのへんのＭＴＢとは違ちがうと思うけれど、それと知ってテンションが下がったのは確かだ。

「そんなにガッカリしてくれるなよ。うちの新商品だ」

「え。うちのって、ＡＭＥの……？」

「正解」

　そのＡＭＥの新商品をイベントスペースでＰＲするのだと洲世は言った。

「今日は途と中ちゆうで急用を思い出したりしないだろう？」

　洲世はあてこするように言って、視線を流してよこす。

「……平気だよ。ていうか、しばらく泊とまっていいだろ？　親にも泊まるって言ってきたから」

　洲世に隠かくし事をしたまま側にいることにムズムズした居い心地ごこちの悪さを感じる。けれどもきっと、離はなれていたらもっと悪いほうへ考えが及およんでしまうだろう。

　ばかなことを考えないためには、洲世の側にいるのが一番のような気がした。

「うちも大たい概がいなもんだったが、おまえの親も放任だよな」

「うーん、母子家庭歴が長いからじゃないかなぁ。人に迷めい惑わくかけずに生きていれば、なにしててもいいみたいだよ」

「なにしてても、か……」

　たぶん無意識に洲世はそうつぶやいた。その一言が気になってしまう。

　なにしててもいいとおれは言ったけれど、さすがに男と付き合っていると親に告げる勇気はなかった。洲世との仲を恥はじるつもりはないけれど、わざわざ積極的に言うようなことでもないと思う。

　おそらく洲世もそういったことを考えたのだろう。

「もしかして、今日お父さんとかいるんじゃ……」

　機会があれば紹しよう介かいしたいと洲世は言っていた。その時が今日じゃないかとドキドキしてしまう。

「いや、あの人は海外だ。最近は日本にいることのほうが珍めずらしいんじゃないか？　隠いん居きよ生活に入ろうと目もく論ろんでるからな。今は兄貴が代理をしているよ」

「お兄さん……？」

　洲世の口から兄と聞いて、声が強こわ張ばった。

　ということは、これから会う相手というのは、菱和さんのこと？

　他人を排はい除じよするような、硬こう質しつな眼鏡めがねのイメージが脳のう裏りに閃ひらめく。

　また菱和さんと顔を合わせなければいけないと思うと、正直憂ゆう鬱うつな気分になる。けれども、それを誤ご魔ま化かすようにコホンと一つ咳せき払ばらいをした。

「ああ。あまり兄弟の感覚はないけどな」

「一いつ緒しよにカートとかやらなかったの？」

「大昔に少しだけだ。兄貴……菱和に言わせると、モータースポーツは非合理的なスポーツらしいから」

　どういう意味かと首をかしげると、洲世は冷ややかな笑えみを口元に浮うかべた。

「クルマやドライバーがベストコンディションでも、目の前でクラッシュされたりスピンの巻まき添ぞえをくったりしたらおしまいだからな」

　クルマという大きな道具を使うだけに、本人の頑がん張ばりが反映されにくいスポーツなのはたしかだ。その辺はおれも見ていてもどかしく思うけれど、その分勝てたときの喜びは大きい。

　洲世も、そういったところにやりがいを感じているんじゃないかと思う。

「なんか、理系っぽい考え方だね」

　苦労の末に得られた勝利には、トロフィー以上の価値がある。

　１＋１が２以上になることなんて、菱和さんの中にはないのだろう。

「そうだな。だから、そんな職業に携たずさわっているおれのことは理解に苦しむみたいだ」

「そう言われたの？」

「面と向かって言われたことはないが、そう思われているのは分かるよ。なにせ秋津家の不ふ肖しようの息子むすこだからな、おれは」

　そういえば、出会ったばかりの頃ころに洲世は自分のことをそう紹介していた。

　まだ洲世のことをろくにしらなかったおれは「へぇ」としか思っていなかったけれど、こんなに努力している人には不似合いな言葉だと今は思う。

「不肖……って、べつに遊び歩いているわけじゃないだろ。マラソンもトレーニングも欠かさないし、レース中心の生活を送っているのに……」

　そういう意味では、洲世はすごくストイックだ。

　それこそおれのことなんか二の次ってくらいにレースに打ち込んでいる。

　仕事でしばらく会えなくても、洲世にはレースがあれば十分なんじゃないかって時折思うけれど、そういう洲世だからこそ惹ひかれるのもたしかで、これがなによりおれを優先するようなやつだったら、ここまで洲世を支えたいと思わなかったかもしれない。

「レース中心の生活だからこそ気に入らないんだろう。道楽の一つにしていればよかったんじゃないか」

　昨日、菱和さんは「本格的にのめりこみ過ぎた」と、洲世のことを言っていた。その発言はＦ１というトップカテゴリにまで上り詰つめた相手に対してすることではないと思っていたけれど、なにやら根深そうな問題らしい。

「だとしても、結果を出している人にそんな失礼なことはないよ！　いくら兄弟だからって、そういうのはあんまりだ」

　洲世にそう言ったってしかたがないのに、おれは主張せずにいられなかった。

「なんでおまえが怒おこるんだよ」

「洲世が怒らないからだよっ」

　心の奥底でどう思っているかまでは分からないけれど、洲世はいつもどおり平然とした表情でいる。なんでもない顔をして、鮮あざやかなステアリングさばきで車をパーキングに駐ちゆう車しやさせた。

「こういうのって、洲世の代わりに側で見ている人がちゃんと怒ってやらなきゃだめだろ」

　見当違ちがいと分かっているのに、洲世に苛いら立だちをぶつけてしまう。

　けれども、そうでもしないと洲世が必死でもぎ取った今の地位が軽かろんじられているようで嫌いやだった。

「おまえは、また……」

　エンジンを切った洲世は、右みぎ腕うでをステアリングにもたせ掛かけて、カッとなったおれにかすかに笑いかける。

「な、なに……？」

　いつも難しい顔をしている人に微笑ほほえまれたことで、気き恥はずかしさのようなものに襲おそわれた。

　花のつぼみがほころんだ瞬しゆん間かんを見たように、めったに見られない貴重なものを目にして、小さな喜びを感じる。

「いや、菱和がどう思っていようが、おれのことはおまえが分かってるから構わないよ」

　ドキッとするようなことを洲世は当たり前のように言った。

　気持ちが浮き立つのを感じていると、形のいい指が伸のびてきて、おれの髪かみにそっと触ふれる。毛先を梳すくように撫なでられるたびに、心の奥に凝こり固まったものが解ほぐれていくようだった。

「……ほら、着いたぞ」

　洲世はしばらくそうしていたかと思うと、目前のビルを指差す。

「打ち合わせって、ホテルのラウンジとかじゃなくて？」

　鱗うろこのようなセラミックの壁かべが眩まぶしい近代的なビルは、どう考えても立派な社屋にしか見えなかった。

　一流企き業ぎようが集まるこの界かい隈わいで、軽く十階以上はある高層ビルは堂々と立ちはだかっていて、よほど大きな会社なんだろうと思う。この一等地で、ビルの脇わきに駐車場を備えているということも格別だと感じさせた。

「おれも役員に名を連ねている以上、たまには会社に顔を出さないとな」

「……って、ＡＭＥのビル！」

　青山に自社ビルを持っているとは聞いたことがあった。

　けれども、こんな立派なものだなんて……。

　考えてみれば、スポンサー費が何千万とも何億ともいえるＧＴチームの冠かんむりスポンサーをしているような会社だ。社名にピンとこなくても、上場企業に違いなかった。

　車を降りると、慣れた足取りで会社に入っていく洲世の背中を、唖あ然ぜんとしながら追いかける。

　きれいに磨みがかれた大理石のエントランスを踏ふみしめながら屋内に入ると、そこは吹ふき抜ぬけのショールームになっていた。

　大きな窓から明るい日差しが入り込むその空間には、ＡＭＥの商品がずらりと展示されており、ＡＭＥのパーツを使ってチューンナップされた車が、コレクションのように数台置かれている。

　その先にある受付には女性が何人かいたけれど、彼女たちは洲世の姿を認めると、黙だまって目礼した。

「ね、ねぇ……」

　小走りで洲世に近寄っては、ジャケットの裾すそを軽く引っ張る。

「ん？」

「おれ、場ば違ちがいじゃない？」

　すれ違う人たちはみなビジネススーツで、フードつきのニットパーカー姿のおれはあきらかにこの場から浮いてしまっていた。洲世も私服ではあるけれど、テーラーカラーのジャケットを着ているせいか、それとも本人の放つオーラのせいか、この場の雰ふん囲い気きに馴な染じんでいる。

「なんだよ、さっきの勢いはどうしたんだ？」

　洲世は瞳ひとみで笑いながらエレベーターに乗った。少し迷っておれも続くと、目的の階のボタンが押されてドアが閉まる。

「だって、こんなに大きな会社だと思わなかったし。言ってくれればそれなりの恰かつ好こうしてきたのに」

　とくに、おれみたいに子どもっぽい見た目の人間は、まず容姿で軽視されることがよくあった。あの菱和さんと顔を合わせることになるのなら、なおさらきちんとした服装をしておきたかったのだ。

「社員じゃないんだし、気にするなよ」

　そう洲世は言うけれど、何人かすれ違った社員らしき人たちの誰だれもがスーツを着てしっかりネクタイを結んでいたのを見ると、結構カタイ社風なんじゃないだろうか。

　すれ違う人たちから不思議そうに視線を投げられて、肩かた身みの狭せまさのようなものを感じる。

　洲世の言うとおり、数分前のおれとは別人のようにおとなしくなっていた。

　それはエレベーターを降りるとますます強くなって、悠ゆう々ゆうとフロアを進んでいく洲世を追うので精せい一いつ杯ぱいになってしまう。

「あ、すみませんっ」

　少しよそ見をしていたら、資料を抱かかえた社員とぶつかりそうになって慌あわてて身を引いた。

「おっと……」

　相手は洲世より少し年上といった感じの人で、なにより大の男がまったく余よ裕ゆうのない様子をしていることに驚おどろいてしまう。

　彼はおれの言葉に返事をしている暇ひまもないといった感じで適当に応じると、おれの脇を小走りに駆かけ抜けて行った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、うん。邪じや魔ましちゃったかな」

　彼だけが特別忙いそがしそうなわけではなく、ざっと見み渡わたした限り五十以上の机がありそうなフロア全体が刺とげ々とげしいほど殺気立っている。

　電話の音はやむことがないし、広いフロアのいたるところから大声も聞こえる。いくつか通り過ぎた応接室も、すべて『使用中』のプレートが掛かっていた。

　企業というところに足を踏み入れるのは、考えてみれば初めてのことで、自分が予想していた以上に会社で働くというのは厳しそうだと感じる。

「ここのフロアは特別多た忙ぼうだからな」

　難しい顔をしたおれに洲世はそう言って、廊ろう下かをまっすぐ一番奥まで進む。

　各セクションは部屋ごとに分かれているわけではないけれど、ここまで来るとセクションを仕切っているパーテーションの質が高級なものに変わって、気軽に立ち入ることのできない空気を肌はだで感じた。

　部署内に大声が飛び交かうことはないけれど、その代わりにもっと違う緊きん張ちよう感かんが漂ただよっているみたいだ。

　洲世が木目のパーテーションをコツコツ叩たたくと、数人いる女子社員の一人がすぐに飛んできた。

「──いる？」

　奥の扉とびらを指差して、それだけ問う。

　けれどもそれ以上の説明は不要のようで、「お待ちください」と言って社員が内線連れん絡らくしているうちに、洲世は構わず奥へと進んでいった。

　ドアにプレートもなにもないけれど、たぶんあのドアの向こうが役員室で、彼女たちは秘書ってことなんだろう。

　そして、あの部屋にいるのは──。

　そう思って重じゆう厚こうそうなドアに目をやったら、不意に部屋の内側からドアが開いた。

　中から菱和さんが出てくるのかと思って構えるけれど、室内から現れたのは彼とは別の人だった。

「──副社長は？」

「電話中です。すぐに終わりますから、中でお待ち願います」

　折り目正しい態度で応対した人は、菱和さんと同じ年とし頃ごろの男の人だった。出いで立ちなどから、彼は菱和さん個人に付いている秘書なんだろうと思う。

　おそらく女性社員から内線連絡を受けて迎むかえに出てきたのだろう。おれたちを室内に招き入れると、応接スペースに通した。

　大きな観葉植物の向こうに菱和さんの机があるみたいで、葉っぱの隙すき間まからその姿がうかがえる。

　電話中と教えられたとおり、低い声でなにやら話している声が聞こえて、その口調に少しひっかかりを覚えていると、やがて日本語じゃない言葉でまくし立てはじめた。会話の勢いでドンと机を叩く音が聞こえて、びくりと身をすくめてしまう。

　外国の人と渡わたり合うのは大変だってことは、この間のスペインで実感したけれど、それがビジネスともなると、かなり激論しなければいけないこともあるんだろう。

　社内で働く人たちもキリキリしていたし、その彼らの上に立つということはおれが思っている以上に大変なのかもしれない。

「いつまで立ってるんだ？」

　もうすでにソファに深々と身を沈しずめた洲世は、傍かたわらで立ったままのおれに声をかけてきた。

「あ、うん」

　なんだかますます場違いなところにいるような気がして、洲世の隣となりにおとなしく腰こしを下ろす。

「副社長って言ったっけ」

「ああ。どちらかというと、社長代理って感じだけどな」

　それがどう違うのか分からないけれど、まだ三十代も前半とかで責任のある職に就つくというのは、並外れたことなんじゃないかと思う。

　自分より年上の社員の方が多いだろうし、これだけ多くの人間を束ねるなんて、いくら後こう継けい者しやとはいえそうとう有能でなければ難しいだろう。

　菱和さんを苦手に感じていたけれど、これがお人よしなキャラだったら取引相手からなめられ続けるだろう。彼が尖とがった態度を取るのも無理はないような気がしてきた。

「──洲世さん。社長からお電話です」

「……社長？」

　ふいに洲世あてに電話が入る。社長ということは、洲世のお父さんなんだろう。

「──向こうで取るか」

　洲世は菱和さんに一いつ瞬しゆん視線をやって、おれに「待ってろよ」と言うと部屋を出て行ってしまった。

　その行動に、少し違い和わ感かんを覚える。

　父親との会話を菱和さんに聞かれたくないのか、それとも電話があったこと自体を知られたくないのか、そのどちらかのような行動に思えた。

　たいていのことについて明けっ広げな洲世だというのに、珍めずらしいことなんじゃないだろうか。そう考えて、仲のいい兄弟ではないと言った葦原の言葉が思い出された。

　おれは一人っ子だから兄弟というものを知らないけれど、周りの友だちを見る限り、兄弟というのは時にケンカをしても友だちのように仲がいいものだと思っていた。それが、洲世たちの場合は違うみたいだ。

　けれども、このとおり菱和さんが後継者という長男の使命をまっとうしているというのなら、会社に滅めつ多たに顔を出さない洲世のことは、好きなことをやっている次じ男なん坊ぼうと思われていてもおかしくはない気がする。

　といっても洲世は、ただ好きなことをやっているわけではなくて、並々ならぬ努力をしていることも、辛しん酸さんを舐なめるような思いに耐たえていることも、もちろんおれは誰よりもよく知っているわけだけれども。

　いくら好きなことでも、世界に通用するレベルになるまでにずっと順調な道のりを歩いてきたわけではない。いったい今までに、幾いく度どの挫ざ折せつを繰くり返したことだろう。

「……待ったか」

　ややあって、電話を済ませた菱和さんが姿を現した。

　考え事をしているときに現れたせいで、一瞬彼が洲世に見えてしまう。顔の造作からスタイルから、何度見てもよく似ている兄弟だった。

　けれども同じテーラードのジャケット姿でも、ラフに着こなす洲世と違ちがって彼には一分の隙すきもなかった。また、フレームレスの眼鏡めがねが冷たさを強調していて、パーツは似ていても、印象は大きく違う。

「き、昨日はどうも」

　慌てて立ち上がりながらも、二人きりで対面することに気まずさを覚える。ましてや菱和さんはおれがこの場に一人でいると思っていなかったのだろうから、なおさら身の置き所がない。

「鈴川くん、か。洲世が来ているのだとばかり思っていたが？」

「……今、席を外してます」

「そうか。それなら好都合だ。本人の前では言いにくい話もあるからな」

　抑よく揚ようのあまりない話し方で前置きされて、おれは体温がスウッと下がっていくのを感じた。

「弟と別れる覚かく悟ごはできたのか？」

「……っ！」

　予想していた言葉を言われて、ギュッと拳こぶしを作る。

　そんな覚悟など元からないと言いたいけれど、おれの存在が秋津家にとって邪じや魔まなんだと知って、はっきり告げられずにいた。

　菱和さんはそんなおれの動どう揺ようを見み透すかすようにして、眇すがめた瞳ひとみでおれを見つめてくる。

　まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、おれは黙だまってうつむくことしかできなかった。

「──待たせたな」

　そのとき、タイミングよくも張り詰つめた空気を破ってやってきたのは洲世だった。

　黙って対たい峙じしているおれたちを見て、怪訝けげんな表情をする。

「流になにか言ったのか？　あんたのことだから、おれたちのことなんてとっくに調べはついてるんだろう」

「……心外だな。自己紹しよう介かいをしていただけだ」

　そう言って菱和さんは、何事もなかったかのようにソファへ座るよう促うながした。

　洲世は疑うような目つきをしていたけれど、渋しぶ々しぶといった感じでソファに落ち着く。菱和さんの言葉を信じているわけではないけれど、いちいち食ってかかるほど大人おとな気げなくもないので、様子を見ているという感じだった。

「それなら、話をはじめようか」

　そう菱和さんが切り出すと、さっきおれたちを迎え入れた男の人が、菱和さんと洲世の前に書類を差し出した。

「だいたいの趣しゆ旨しはこの間話したとおりだが、覚えているか？」

　書類を手にした菱和さんは、もう一方の手で眼鏡のブリッジをついと上げる。

「ああ。スーパーＧＴ決勝前の空き時間に、イベントブースでＭＴＢのＰＲをすればいいんだろう？」

　洲世は書類をめくって、そこに書かれた文字を目で追いながら会話を進めていった。

「そうだ。ＭＴＢ自体は決勝の日の朝から無料で貸し出す予定だ。もちろん車体には目立つようにＡＭＥの社名を入れてある」

「つまり、ＭＴＢをレンタルした客がサーキット内を走りまわることによって宣伝効果を高めるわけだな」

　その会話を傍らで聞いていて、昨日のＣＤショップでのイベントを思い出した。

　女性に受けるようなデザインのストラップを無料配布していて、そこには大きくＡＭＥの文字があった。ＡＭＥが会社名だということも、そこがどんな会社なのかもその時点では分からないけれど、しっかり脳のう裏りに焼きつくし、「ＡＭＥとはなんだろう」と疑問に思う。中には気になってインターネットで調べる人もいるかもしれない。

　お客に興味を持たせることで好こう奇き心を煽あおるやり方なんだと思った。

「ある程度客の目にＡＭＥの名前が触ふれたところで、おまえの出番だ」

「ＭＴＢと共にステージに登場するのか？」

「いや、その役目はチームのレースクイーンがやるから必要ない」

「だったら、なにをするんだ？」

「そのステージの前で握あく手しゆ会でもしてくれ。どうせおまえはチームとの契けい約やくで二輪車には乗れないんだろうからな」

　Ｆ１レーサーとなった洲世には、おれには想像できないほど多くの制約や規約が設けられているらしい。さすがに菱和さんはその辺りを熟知しているみたいだった。

「ふん、握手会ねぇ……」

　一通りの流れを確かく認にんすると、洲世は書類にまた視線を戻もどす。今度は話をすることもなく熟読しているようだった。

「電動アシスト付きと言ったよな」

「ああ、それがなにか？」

「誰だれにでもすぐに乗りこなせるものなのか？」

　書類から顔を上げた洲世は、腑ふに落ちなそうな表情をしていた。

　電動アシストというのは、おれが知る限り電気自転車とか呼ばれるものに付いていて、モーターの補助を得て坂道なんかも楽に走れるようになる仕組みのことだ。

　それが悪路も走行できるＭＴＢに付くというのだから、結構本格的なものなんじゃないだろうか。

「誰にでも、というと？」

「とあるレジャー施し設せつで似たような乗り物をレンタルしているが、普ふ通つう免めん許きよがなければ貸し出しをしないと聞いたことがある」

「ああ、それはタウンサイクル用のだな。開発が進んでもっと手軽になっているが、正直誰にでもというわけではない」

「それなのにレンタルするつもりか？」

　洲世の問い口調は、きついものへと変わっていった。

「サーキットという施設の中だからな。それに、あきらかに乗りこなせそうにないような者には貸し出すつもりはない」

「施設だが、サーキットだ。そこにどれだけ危険要因があるか、菱和だって知らないわけじゃないだろう？」

　菱和さんは足あし繁しげくサーキットに通っているわけではないみたいだけれど、一いつ緒しよにカートもやったことがあると洲世は言っていた。だったら現場の状じよう況きようもよく分かっているはずだ。

　身近なところで考えてみると、マネージャーとして忙いそがしい立場の葦原なんかは、サーキット内とはいえヘルメットも被かぶらずにスクーターを60キロオーバーで走らせている。

　メーター表示が60キロまでしかないから実際のところ何キロ出ているのかは分からないけれど、メカニックにリミッターを外させたスクーターは恐おそろしくスピードが出るようだった。

　なにもこれは葦原に限ったことではなく、チームのマネージャーとおぼしき人たちがスクーターを爆ばく走そうさせているのは日常的だった。

　広いサーキットではこうでもしないと対応できないことがたくさんあるのだから仕方がない。

　そんなところに慣れないＭＴＢを走らせた一いつ般ぱん客きやくが巻き込まれでもしたら、大事故になるのは目に見えていた。

「それに、これはまだプロトタイプじゃなかったか？」

「ああ、そうだが。なにをもってプロトタイプというのかは意見の分かれるところだな。製品としては完成レベルに達している。この試乗を行った上で改善点が見つからなければ生産ラインに乗せるつもりだ」

「……気に入らないな」

　洲世はそう言うと、書類をテーブルに置いた。

「なに？」

　難色を示した洲世に、菱和さんは眉まゆを引き上げた。

「危険を予測していながらレンタルしようとすることも、製品がプロトタイプなことも気に入らないが、あんたのやり方が一番納なつ得とくできない」

「納得か。おまえも考えが甘いな」

　しかし菱和さんは、そんなことを言い出した洲世を見下すようにククッと笑う。整った造作をしているせいか、屈くつ辱じよくを受けたような嫌いやな気分になった。

「おまえは自分の立場というものをわきまえていないようだ。肝かん心じんなことを忘れていないか？」

　もったいをつけたように言って、菱和さんは長い脚あしをゆっくり組む。冷ややかな視線はそのまま洲世に向けられていた。

「おまえにとってわたしは、身内という以前にスポンサーじゃなかったか？　誰のおかげでレースができるのか、よく考えてみるといい」

　尊大な態度で言い放つ菱和さんを、洲世は眇めるようにして見る。

「家業に携たずさわることもせず好きなことをやっているばかりか、広報すら満足にできないとは、役立たずもいいところだな」

　挑ちよう発はつするような物言いだった。おれは自分が言われたような気分でたまらず拳こぶしを握にぎると、洲世の手が諫いさめるようにそっと触れてくる。

「それでもスポンサーの意向に添そえないようなら、出資を取り下げることもできるんだぞ。おまえ個人に関してだけではなく、スーパーＧＴについてもだ」

「なっ……！」

　隣となりでおとなしくしているはずのおれは、とうとう立ち上がってしまった。

　洲世個人どころか、洲世の行動いかんによってはスーパーＧＴのスポンサーまで降りるなんて、権力を笠かさに着ているようでやり口が汚きたない。

「……これ以上話すことはないな」

　洲世は睨にらむように菱和さんを見ると、ソファから立ち上がった。もう用事はないと部屋を出て行こうとする。

　おれもその後に続かなくてはいけないと思いながらも、足が出口に向いてくれなかった。

「洲世、忘れ物だ」

　振ふり返った洲世に、菱和さんはテーブルの上の書類を投げた。洲世は反射的にそれをキャッチすると、受け取ってしまった自分に忌いま々いましそうに舌打ちをして部屋から出て行く。

「きみは帰らないのか？」

　一人残ったおれを、菱和さんは面おも白しろがるように見た。

「帰りますっ。帰るけど……」

　洲世のことが気になりながらも、なにか立ち去りがたい気分を味わっていた。目の前の男に意見したいのに、なにをどう言ったらいいのか、その方法が分からない。

　不服そうにしているおれに気付いたのか、菱和さんは揶や揄ゆするように見下ろしてくる。

「納得のいかなそうな顔だな」

　唇くちびるをかみしめて黙だまっていると、内心を見み透すかすように言われて視線を逸そらす。

「兄弟とはいえ、わたしはスポンサーだ。どういう立場にあるか分かるだろう？」

　チーム運営という意味では、スポンサーの立場は絶対だ。どれだけ腕うでのいいドライバーが揃そろっていても、出資する者がいなければチームはスタートできない。

　そういうこと、頭では理解できるけれど……。

「でも、やりかたが横暴じゃ……」

「横暴？…学生のきれいごとか。きみはまったく社会の仕組みというものが分かっていないようだな」

　菱和さんの声こわ色いろが微かすかに笑いを含ふくんだものへ変わった。

「しょせん理想ばかり高い子どもに分かるような話ではなかったか。その程度の社会通念しか持ちあわせていない者に、秋津の息男という弟の立場を分かれというほうが無理な話なのかもしれないな」

　幼い者に話しかけるように菱和さんは言った。

　その噛んで含めるような物言いに神経が逆さか撫なでられるのを感じて、必死でそれを仰える。

「いいだろう。この機会に、社会とはどういうものかを見せてやろう。明日、わたしを訪ねてくるといい。ただし、洲世に気づかれないように」

「え……？」

　予想もしていないことを言われて、その発言の突とつ飛ぴさに言葉を失う。

「明日って……」

「嫌ならそれでもいいが？」

　おれが断れば、こちらに不利なように動くと暗に言われているようだった。

　人の都合などかまっていない一方的な物言いに面めん食くらうものの、立場の弱いおれは頷うなずくしか術すべがなくて、唇を噛かんで視線を落とすことでそれに答える。

「分かったなら、早く帰りたまえ」

　ついと顎あご先でドアを示される。

　その態度にもカチンときたけれど、あまり長居していては洲世に訝いぶかられると思って、黙って役員室を後にしたのだった。





　行きに通った通路を所在無く歩いていると、エレベーターの前でおれを待っていた洲世を見つけた。

　一人で残って何をしていたのか尋たずねられたらどうしようか考えていると、洲世はおれの姿を見つけるなり「悪い」と一言謝罪した。

「え？」

　きょとんとして洲世を見上げると、洲世は少し気まずそうな表情をして、丸めた書類で首の辺りを叩たたいた。

「おまえを置いていくような真似まねをした」

「そんなの、気にしてないよ」

　冷静に見えた洲世だったのに、もしかしたら菱和さんの言動にかなり腹を立てていたんだろうか。おれを置き去りにしてしまうくらい、イラついていたってこと？

「自分の言動を悔くいているところだ」

　おれが不思議そうに見み遣やったせいか、洲世は一言そう言うとエレベーターに乗り込む。会社を出るまでそれ以上のことを話すことはなかった。

「……おまえにも迷めい惑わくかけるな」

　車に乗り込んで二人きりになると、洲世は珍めずらしくも殊しゆ勝しようにそう言った。

「え？」

「スタッフだろう。スーパーＧＴの」

「あ、うん。そうだけど。そっか……」

　おれがスタッフをやっているのは、洲世が去年チャンピオンに導いた『Ｔｅａｍ　ＡＭＥ』だった。社名がチーム名になっていることからも分かるとおり、ＡＭＥが冠スポンサーである。

　そのＡＭＥがスーパーＧＴのスポンサーを降りるということは、チームがレースに参戦できなくなる可能性もあるということだ。Ｆ１へステップアップしてしまった洲世はもう直接かかわってはいないチームだけれど、そうなったら長年の友人である高嶋さんがシートを失うことになる。もちろん、おれのアシスタントマネージャーという肩かた書がきもなくなるわけだ。

　対してＦ１チームにはＡＭＥはそこまでの出資をしていない。だから洲世がレースに参戦できなくなることはないはずだけれど、自分のせいで仲間の活動に支障をきたすことがあったら、洲世は自分を許さないだろう。

「え、じゃあどうするの？　明日キックオフ会だよ」

　週末に行われる開幕戦の勝利を願って、明日は顔かお見み世せをかねたパーティーが開かれるはずだった。もうスーパーＧＴは開幕寸前なのに、そんな中でスポンサーを降りるなんてことがあるのだろうか。

「動きはじめたプロジェクトを止めるなんて不可能なことだし、あれは単なる脅おどしに過ぎないだろう。ただし、色々とやりにくくなるのはたしかだろうな」

　脅しと聞いて、ホッと胸を撫なで下ろす。けれども洲世をレースから引き離はなしたがっている菱和さんは、本気になったらやりかねないという空そら恐おそろしさは消えなかった。

　洲世はダッシュボードからタバコを取り出すと、その一本を口に銜くわえる。

　レースのとき以外は滅めつ多たに喫きつ煙えんすることのない洲世がタバコを吸うということは、かなりイライラしている証しよう拠こだった。

　洲世がタバコを吸う姿には大人おとなの魅み力りよくがあって好きだけれど、こんな風に吸わせたくはないのに──。

「おれがイベントに出れば、丸く収まる問題でもあるんだが……」

　つぶやくと、気づいたようにエンジンをかけて煙けむりが車内に蔓まん延えんしないよう少し窓を開ける。

　冷たい空気が入り込んで、動どう揺ようしていた気持ちが少しずつ落ち着いていくようだった。

「いくら単発イベントとはいえ、安全性を保証できない乗り物を一いつ般ぱんに開放することには感心しないな」

「うん、それはおれも乱暴な企き画かくだと思った。あそこで断った洲世は間ま違ちがっていないと思うよ」

　菱和さんのやり方に納なつ得とくがいかないと洲世は言っていた。

　万に一つも起こるか分からない危険を心配していては何もできないのかもしれないけれど、その洲世の意見にはおれも全面的に賛成だ。

　それが菱和さんの言う「甘い」という考えならば、甘くて構わなかった。

　けれど、いくらおれが声こわ高だかにそう言ったところで、未成年の人間のいうことに大きな説得力はない。ましてやまともに働いたことのないおれの言葉など洲世が素す直なおに受け取るわけもないだろう。

　おれの言葉が少しでも気休めになってくれればいいと願うけれども、だからといってスポンサーを降りるといった菱和さんの言葉が取り消されるわけではなかった。





　そして、一夜明けた昼過ぎ。

　おれは洲世が雑誌の取材を受けている隙すきを狙ねらって、ＡＭＥを訪おとずれていた。

　洲世は取材にもおれを同行させるつもりだったみたいだけれど、マスコミに素性がばれたらマズイからと主張したら、強要することはなかった。

　夕方から『Ｔｅａｍ　ＡＭＥ』のキックオフ会が都内で開かれるので、現地でまた会うことを約束して別れたのだ。

　この後にパーティーがあるということと、昨日服装のことでかなり気き後おくれしてしまったこともあって、今日は手持ちの中でもいちばんまともな服を着てきた。

　といっても、昨夜から洲世の部屋に泊とまっているため、手持ちの服は数が少ないのだけれど。

「よしっ」

　ひとつ気合いを入れると、ジャケットの襟えりが折れていないことを確かく認にんしてエントランスをくぐる。

　そこまでしてもおれは異質な存在のようで、すれ違ちがう人たちから好こう奇きの目で見られていることが分かる。それでも受付の女性は怪訝けげんな表情など見せずに「どのようなご用件ですか？」と、優やさしく問いかけてくれた。

　どのようなと聞かれて、おれはいったい何のために呼ばれたんだろうと自分でも不思議に思う。こういうところに一人で来るのがはじめてのせいもあって、どうしたらいいのか分からなかった。

「あの……っ」

　思い切って顔を上げて、昨日菱和さんからもらった名めい刺しを受付に出す。

「鈴川といいますけど、今日伺うかがうように言われて……」

　名刺を受け取った彼女は、そこに書かれている名前を見るとさすがに驚おどろいた顔をしたけれど、すぐに内線連れん絡らくを取ってくれた。

　にこやかに「どうぞ」と言われて、入館証を首からさげるよう言われる。始終ドキドキしていたけれど、受付を通ってしまえばあとは昨日通った道を思い出しながらスムーズに役員室までたどり着くことができた。もちろん社員たちからジロジロ見られることには変わりなかったのだけれど。

　受付から連絡がいっていたせいか、役員室からは昨日の男性が出てきておれを迎むかえ入れてくれた。

「申し遅おくれましたが、秋津菱和の秘書をしている南みなみ野のです」

　彼はそう丁てい寧ねいに挨あい拶さつすると、きちんと名刺まで差し出してくれた。

「あの、鈴川です。すみません、名刺とかなくて……」

　大学生だから名刺がないのも当然なんだけれど、そんな自分がいかにも子どもで恥はずかしく思えてしまう。恐きよう縮しゆくしながら部屋の中へと入った。

「──お連れしました」

　南野さんは、観葉植物の奥へと声をかける。

「ああ、少し待っていてもらってくれ。……南野」

「はい」

　昨日の応接スペースをおれに勧すすめると、南野さんは菱和さんのもとへと歩いていった。

「第二営業部の上半期収支報告を取り寄せておいてくれ」

「……なにか不ふ審しんな点でも？」

「ああ、少し不ふ明めい瞭りような点が。報告書にはあとで目を通す」

「──承知しました」

　そんな会話を交かわすと、菱和さんが立ち上がるのが分かった。

　彼の足音はじゅうたんで消されて聞こえることはないのに、一歩近寄るごとに足音が響ひびいて聞こえるようで、煽あおられたように鼓こ動どうが高鳴ってしまう。

「ちゃんと来たようだな」

　菱和さんはソファに座ったおれを見て、どこか満足そうに言った。

「あんな言い方をされれば……」

　脅すようなことを言ったのはそっちだというのに、にんまり笑う姿が気に入らない。おれに好かれようなどと微み塵じんも思っていないのだろうから、仕方がないことなのかもしれないけど。

「きみはなぜわたしに呼ばれたのか想像がつくか」

「──洲世のことですよね」

　きっと、また別れるよう言われるに違いない。

　それは覚かく悟ごしてきたわけだけれど、どんな手段を取られるのかと思って身を硬かたくする。

「ああ、きみは秋津の人間であるということがどういう意味を持っているのか分かっていないようだからな。わが社の企き業ぎよう力を知るためにも、今日一日わたしと行動を共にしてもらう」

「一いつ緒しよにって……！」

　それは予想もしていないことだった。

　一方的に意見を述べられて、すぐに会社から追い出されるんだろうと思ってきたのに、いきなり行動を共にしろなんて言われてポカンとしてしまう。

「そうは言っても、夕方にはパーティーに顔を出さなければいけないからな。実質五時間ほどの話だが」

　優ゆう雅がな仕草で菱和さんは腕うでの時計を見た。

「きみのことは遠とお縁えんの者が社会勉強に来ているとでも説明しておこうか」

　と、あいかわらずおれの都合など顧かえりみずに物事を運ぼうとする。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ」

「なにか不都合があるか」

　静かにそう言われてしまうと、慌あわてるおれに余よ裕ゆうがないみたいでウッと言葉に詰つまった。

「こんなの、洲世が知ったら……」

「黙だまっていればいいことだ。だいたいわたしが別れるよう強要していることを洲世に言えるのか？」

「……っ」

　悔くやしいけれど、そのとおりだ。

　付き合いを身内から反対されているなんて正直に言ったら、洲世を困らせるだけだ。それも実の兄に反対されているなんて、元からあまりよくないという兄弟仲をますます悪化させてしまいかねない。

　おそらくこの人は、おれがそういうふうに考えることまで読んでいるに違いなかった。

「分かったなら、南野の席にでもいるといい」

　おれが断れないと知って、菱和さんはおれに指示を出してくる。

　見てみると南野さんの席は、この部屋の入り口付近にあった。やはり観葉植物が目め隠かくしになっているけれど、完全に視界をシャットアウトしているわけではなくて、応接スペースも菱和さんの机も観察できる程度には見えるみたいだ。

「そんなの、仕事の邪じや魔まになるんじゃ……」

「ここにいるだけでしたら大だい丈じよう夫ぶですよ。そろそろ招しよう集しゆうをかけた社員たちが来る頃ころですから、わたしはここで応対しますので」

　ここ、と彼はソファを示す。

　役員室の中で話をするなんて、大切な事こと柄がらじゃないんだろうか。第三者のおれが聞いてもいいのか考えていると、南野さんの席の内線が鳴った。

「来ましたね」

　南野さんは電話を取りに行きながら、おれを席に案内する。

　言われるがままおとなしくしていると、ややあって三人の男の人が部屋に入ってきた。

　彼らはおれの姿を見てギョッとした顔をしたけれど、菱和さんが「遠縁の者だ」と説明すると妙みように納なつ得とくしたようだった。ＡＭＥはある意味一族で経営している会社だから、就職を控ひかえて会社見学に来ているとでも思われているのかもしれない。

　彼らがソファに座るとおれに背を向けることになるため、おれの存在もすぐに気にならなくなったみたいだった。

「──さて、きみたちの意見を聞こうか」

　いかにも高圧的な菱和さんの物言いは、自分より五歳以上は年上であろう男たちに向けられている。貫かん禄ろくがあるように思える彼らの姿が、菱和さんを前にすると小さく見えるから不思議だ。

　そんな菱和さんを前にして、彼らの背中に緊きん張ちようが走ったのが分かった。

「では、こちらをごらんになってください」

　差し出された資料を菱和さんは手にとって読み始める。

　緊張のためか時折つっかえながら話す社員の説明を聞く限りでは、ＡＭＥの海外工場をシンガポールに作る計画があるみたいだ。

　イギリス、フランス、イタリアに住んでいたことがあると洲世から聞いたことがあったからヨーロッパでのシェアが大きいのかと思っていたけれど、自分が考えている以上にグローバルな企業らしいと知る。

「候補地と見積もりだけか？」

　ばさりと音をたてて書類がテーブルに落ちた。

「はい、あとは中部と東部の工業地帯に関しての報告も……」

「そんなことを聞いているわけじゃない」

　大声を上げたわけではないのに、その一言にはなにか重いものがあってシンとした空気が室内に漂ただよった。

「気づくことはないか？　海外への進出が物的資本の確保からはじまるというのは、時代に即そくした発想ではないだろう。他の手段を考えなかったのかと聞いている」

「他の、といいますと……」

　おずおずと問いかけた質問の語ご尾びが消えていく。

　しばらくの沈ちん黙もくがあった後、菱和さんは「仕方ないな」とため息をついた。

「──Ｍ＆Ａだ」

「しかし……それは、これからシェアを広げていこうというときに、社に悪いイメージがつかないかどうか……」

　思い切って質問を投げかけた一人は、菱和さんの視線に射られて最後まで言葉をつむぐことはできなかった。

「きみの言うＭ＆Ａは、一時期トレーダーたちが世間を騒さわがせた敵対的Ｍ＆Ａのことだろう。まだ不ふ況きようのあおりを食くらっている今は、もっとも有効的な方法だと思うが」

　おれも詳くわしくはない分野の話だけれど、菱和さんがＡＭＥを海外進出させる手段として、現地の企業と合がつ併ぺいしたり吸収したりしようとしていることくらいは分かる。

「それは、ＢＲＩＣｓやネクストイレブンへの進出を頭に入れていると思っても構いませんか？」

「あたり前だ。まさかＬＥＭｓを意識せずに経済競争を生き残れるなどと思っているわけではないだろうな」

「いえ、そんなことは……」

　さすがに分からないアルファベットが無数に出てきて、それはいったいなんの略語だろうかと頭をひねる。

　はじめは重要な話を第三者のおれが聞いてしまってもいいのかと思っていたけれど、おれに話の内容が理解できないせいで、そんな心配は無用だった。

「接待もいいが、たまには頭を使って仕事をするように」

　おそらくは自分の先せん輩ぱいでもある社員たちに菱和さんは厳しい言葉を告げるが、それが図星であるからか反論の声も上がることはない。

「……南野。書類を」

　菱和さんが隣となりに控えていた南野さんに声をかけると、彼は心得ていたように抱かかえていた書類を三人の前に差し出した。

「わたしのほうであらかじめ行っていたデューディリをまとめておいた」

「そこまで手を回されていたんですか」

　おれには専門用語の意味は分からないけれど、彼らには驚おどろくべきことだったようで、背広越ごしにも背筋がしゃんと伸のびたのがよく分かる。

「当たり前だ。社の命運を分けることにもなりうる事じ項こうを、無責任に部下に振ふれるか。現社長は細かいことは社員に任せきりできたが、わたしはそうするつもりはないから覚かく悟ごしておくことだ」

　その言葉に、菱和さんの責任の重さを垣かい間ま見みた気がした。

　ＡＭＥは創業者である社長──つまり洲世の父親のマイペースでいてワンマン的な経営で急成長してきたと聞いたことがある。けれども、確実に会社を大きくしていくには、いつまでもセンスや勘かんを武器にはしていられないのだろう。

「はい、そういうお考えでしたら、この件は早急にやり直しますので、少しお時間をいただけませんか」

　菱和さんのやる気を見せ付けられて発奮したのか、社員たちは受け取った書類をしっかり握にぎり締しめて菱和さんに食い下がった。

「いつまでにまとめられそうだ？」

「十日……いえ、一週間後には」

　三人の社員は顔を見合わせながら意思を確かく認にんすると、何度か頷うなずき合った。

「そうか。それなら次回を楽しみにしているよ」

　菱和さんが答えると、社員たちはこうしている時間も惜おしいというように慌てて部屋から出て行った。

　数分前には菱和さんを前にして畏い縮しゆくしていた者たちが、この変わりようである。統とう率そつ力りよくとでも言うのだろうか。さすが上に立つ者なだけあって、人の使い方をよく心得ていると感心してしまった。

　そして、頭ごなしに指示したり叱しかったりするのではなく、自分のやる気をさらけ出すことによって相手を動かすようなところは、洲世のやり方にも似ていると感じていた。

　そういう彼が経営者としてＡＭＥに洲世を必要としているのも分からなくはない気がする。

「なんだ？」

　考えながらじっと菱和さんを見ていたら、不ふ穏おんな顔で問い返される。

「あ、いえ。思ったよりもいろんな国に会社があるんですね」

「ああ、そんなことか。きみはレーシング事業しか知らないからな。それはＡＭＥのほんの一部分だが……」

　そこまで言うと菱和さんは、手にしていた書類を裏に返す。そして、背広の内ポケットからボールペンを取り出すと、その白紙の真ん中に『ＡＭＥ』と書き込んだ。そして、それを取り囲むように小さな丸をいくつか描えがく。その丸から中心の『ＡＭＥ』へ向かって線が延びているところを見ると、この丸は事業を意味しているんだろう。

「今は上じよう昇しよう気流に乗っている事業も、いつなんの拍ひよう子しに失しつ墜ついしてしまうか分からない。むろんそうさせないために動いてはいるが、絶対というものはないからな。災害に遭あったり内戦が勃ぼつ発ぱつすればビジネスは停てい滞たいしてしまう。また、逆にこちらから見限る場合もあるな」

　菱和さんは一つの丸に大きくバツをつけた。

「たとえ一つのラインがダメになっても、他が順調に動いていれば会社としての損害は少なくて済むし、ダメになったものはまた新しい事業とすげ替かえればいいことだ。我々トップの人間は何千人という社員の人生を支えるために、利益を拡大していかなくてはならない使命がある。道楽なんかでは済ませられないんだよ」

　まるで洲世はその小さな丸の一つで、すべての調和を整えるためにはそんな些さ細さいな存在の主張に構っていられないと言っているようだった。

　その説明は理り屈くつとして分からなくもない。けれどもあくまでビジネスモデルでの話だと思う。その中にいる人たちの感情はどこへいってしまうのだろうか。

「そうは言っても……」

　すると室内に内線コールの音が聞こえて、話は自然と終わりを迎むかえる。電話を取ろうとした南野さんを菱和さんが止めた。

「いい。定期報告だろう。わたしが出る」

　自分の机に戻もどった菱和さんは受話器を取ると、流りゆう暢ちような英語で喋しやべりだした。

　一息つく間もなく次の仕事をこなさなくてはいけないなんて、こんな大きな会社を動かしていく人間も楽じゃなさそうだ。

「いつもあんなに忙いそがしいんですか？」

「そうですね。就任したばかりですし、今は社長のやるべき仕事まで引き受けていますから」

　それを聞いてしまうと、菱和さんを憎にくみきれないなと思う。あんなに苦手だと感じていたのに、やっぱりちょっとでも洲世との共通点を見つけると安心してしまう。

　日本のファンの期待に応こたえようとしている洲世と、数千人の社員の生活を一身に背負っている菱和さんと、どう違ちがうのだろうか。

　やがて電話を終えた菱和さんは、またこちらへやってきた。

「あなたの中に、会社を継つがないという選せん択たく肢しはなかったんですか？」

　素そ朴ぼくな疑問をぶつけてみる。普ふ段だんなら聞きにくいことだけれど、今なら答えてくれるような気がした。

「ないな。それが長男に生まれたものの定めだとも思っているし、なによりほかへ目を向ける暇ひまもなかったからな。うちの父親も勝手なところがあって、会社は早いうちに子どもに手て渡わたして、悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活を送るつもりでいたらしい。そのせいでわたしは早くから帝てい王おう学を叩たたき込まれていたし、海外を渡わたり歩いていたのも見聞を広めるためという教育理念のためだ」

「じゃあ、洲世も帝王学を？」

「一通り教育は受けているはずだ。しかし、あれはあのとおり昔からレースばかりで、父親もそんな洲世に甘かったからな。どれだけ真ま面じ目めにやっていたのかは分からないが、大学で経済を専せん攻こうしたのは本人の意志だ」

　その頃ころにはもうプロだった洲世は、レースという道に進むなら大学に行く必要などなかったのだと聞いたことがある。それなのに、あえて経済を選んで行ったのだから、そこからＡＭＥに対する思いは量れそうなものだ。

「そろそろ洲世は自分の道を決める時期にきているだろう」

　まるで、レースの道を断たつのは当たり前というように菱和さんは言った。するとまた電話が鳴って、「自分で取る」と席に戻る。

　洲世と似たような顔でレースを否定されて、おれは息苦しさのようなものを感じずにはいられなかった。

　兄弟だからこそ難しいと葦原は言っていたけれど、それがどういうことだかなんとなく分かった気がする。二人とも頑かたくなに信じているものがあるからこそ受け入れがたい部分があるんだろう。

「似てる……」

「えっ？」

　ボソッとつぶやいた言葉を南野さんに聞きとがめられる。

「洲世と菱和さん、なんか意外に似てますね」

　やり方に共感しなくても、菱和さんもＡＭＥを引き継ぐために真しん剣けんなんだということはよく分かった。

　だからこそいがみあうのではなく、兄弟二人が支えあい補いあいながらうまくやっていけないものだろうかと考えてしまう。けれども兄弟の間あいだ柄がらをまだしっかり把は握あくできていないおれに、いいアイデアが浮うかぶわけはなかった。
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　菱和さんはというと、その後下した請うけ会社を訪問したりして精力的に動いていた。もちろんおれも同行させられていて、なにをするわけでもないのに付いてまわるだけでクタクタだ。

　偉えらくなったらがむしゃらに働かなくてもいいものだと思っていたけれど、それは大きな勘かん違ちがいだったと知る。上に立つ人間だからこそ社員の何倍も働かなければいけなかったし、責任感も半はん端ぱじゃない。

　企き業ぎよう力を知るよう菱和さんに言われていたわけだけれど、単純にすごい会社だと認識するよりも、洲世と菱和さんの関係性のほうが気になってしまっていた。

「あの……」

　どうしても断りきれずに菱和さんの車に乗ってしまったおれは、運転席の彼に話しかける。

　仕事で他の会社を回っていたときは運転手付きの車に乗っていた菱和さんだけれど、外回りが済むといったんＡＭＥに戻って自分の車へと乗り換かえたのだ。

「なんだ？」

「この辺りで降ろして欲しいんですけど」

　今おれたちは、キックオフ会が行われるホテルへと向かっている。

　こんな風に菱和さんと二人でいるところを洲世に見られたらと思うと、気が気じゃなかった。

「こんな場所でか？　洲世は遅おくれそうなんだろう？　だったらそんなに過か敏びんになる必要はないだろう」

「そうですけど……」

　そう言われてしまえば従うしかない。洲世は取材の後にいくつか打ち合わせをしていて、少し遅れそうだという電話のやり取りはさっきしっかりと菱和さんに聞かれていた。

　二人きりの車内で会話が弾はずむわけもなく、無言の空間に居い心地ごこちの悪さを感じながら、ホテルに到とう着ちやくするのをひたすら待つ。

　黙だまってぼんやりしていると、窓に浮かない顔をした自分の姿が映って、これからパーティーだというのにスタッフのおれがこんな暗い顔をしているなんてよくないとかぶりを振ふる。

　気分を盛り上げるためにわくわくするようなことを考えようとしていると、そういえば今夜は前々から楽しみにしていることがあったと思い出した。

　それは、今シーズンから高嶋さんとコンビを組むことになるＡＭＥのセカンドドライバーのことだった。今ハタチで齢としはおれより一つ上だということだ。

　齢が近いだけでも無条件に親近感が湧わくというのに、葦原いわく『ミニ秋津』といった印象を受けるドライバーだというので、会える日を待ち望んでいたのだ。なにしろ目標とするドライバーが秋津洲世で、そのドライビングスタイルも洲世に倣ならったものだという。

　そこまで聞かされれば、早く会ってみて彼がどんな人なのか知りたい。

「──到着したが」

「あ、はい」

　促うながされて、慌あわてて現実に戻る。

　気づけば車は車寄せに付けられていて、ホテルマンが近寄ってくるところだった。

　おれは自分でドアを開けて降りると、ホテルの人と話をしている菱和さんを少し離はなれたところで待つ。用事を済ませた菱和さんと揃そろってエントランスをくぐると、広いロビーにひときわ目立つ後ろ姿を見つけてドキッとする。

「し、洲世……」

　見み間ま違ちがえることはない。そこにいたのは、遅れると言っていたはずの洲世だった。

　今到着したばかりなのだろう。会場はどこかといった様子で視線をぐるり巡めぐらせた洲世とばっちり目が合ってしまって凍こおりつく。

　洲世はまずおれを見て、すぐにその隣となりの菱和さんに気づいたようだった。怪訝けげんな表情をしてこちらに近寄ってくる。

「──なぜ、二人が一いつ緒しよに？」

「偶ぐう然ぜんエントランスで出くわしてな。同じ場所に行くのに、わざわざ避さける必要もないだろう」

　菱和さんの口調は少しも怯ひるむことがなく、もっともそうな理由を述べた。

　洲世がおれの顔を見るものだから、あいまいに笑ってしまう。おれの複雑な心境が洲世に隠かくしきれたとは思わないけれど、今までずっと菱和さんと一緒だったことなど悟さとられるはずもない。

　洲世を騙だましているようですごく嫌いやな気分だったけれども、菱和さんから別れるよう迫せまられていることを話すわけにもいかなくて、こんな現状を招いてしまった自分自身にうんざりしてしまう。

　別れるつもりがないのならば人の言動に左右されなければいいのに、菱和さんに振り回されてしまったのはおれのせいだった。

「流？」

「あ、うん。えっと……たしか会場は、アゼリアの間って言ってたかな」

　あえて明るい声を出すと、ロビーから離れるように歩き出した。

　さすがに人目を惹ひきやすい容姿の二人が並んでいると、周囲の人たちから好こう奇きの眼めで観察されている感じがする。洲世も人の視線が気になりだしたようで、騒さわぎになってしまう前に三人で会場となる小宴会場へ向かったのだった。

　今夜のキックオフ会は、チームの冠スポンサーであるＡＭＥが一いつ致ち団結を図はかるために開いたものだ。

　つまりホスト側は菱和さんでおれたちはゲストになるわけなんだけれど、そんなものは表向きなものでしかなくて、スポンサーが偉いことには変わりがない。菱和さんとは会場に着くなり別れたけれど、彼と同じ空間にいるというだけでどことなく緊きん張ちようを強しいられた。

「ふぅ……」

　無意識にため息をついてしまって、洲世に苦く笑しようされた。

「そんなに苦手か、菱和のことが」

「うーん、苦手っていうか……気の抜ぬけない相手だよね」

「ああ、融ゆう通ずうがきかないからな」

「それは、洲世も似たところがあるよ」

　おれがそう感想を述べると、洲世は露ろ骨こつに嫌な顔をしたので、可笑おかしくなってククッと笑ってしまった。

「──よぉ、ご両人」

「高嶋さん」

　振り返ると、そこには今夜の主役である高嶋千歳の姿があった。

　彼は世界に旅立った洲世の後を継ついで日本のエースドライバーとなったわけだけれど、だからといって偉ぶるわけでもなく、軽快で気さくなところなど何も変わってはいなかった。

　一昨日のＣＤショップでも遠目で彼の姿を見たけれど、話をするのはスペインへ一緒に行って以来のことだった。どこが、というはっきりしたものがあるわけではないけれど、どことなく風格のようなものが感じられる。

　いつも人の中心にいて、なんとなくお調子者のイメージが強い高嶋さんなのに、そういった浮うわついたところが今までより薄うすれていた。着き崩くずしてはいるけれどスーツ姿のせいか、頼たのもしくも感じられる。

「洲世の姿を見慣れていないのも妙みような感じだな。去年までは毎日のように顔を合わせていたってのに」

　高嶋さんはいつもの調子で洲世の肩かたをバシバシ叩たたいた。今やＦ１レーサーの洲世にこんなに気安く接することができる人というのも貴重な気がする。

「ああ、そうだな。それより、おまえのほうはどうなんだ？」

「まずまずの仕上がりじゃねぇの？」

　なんだかあいまいで気の抜ける返事が返ってくる。

　出会ったばかりの頃ころなら大だい丈じよう夫ぶかなぁと不安に思っていただろうけれど、彼がいい加減なキャラに見せかけて陰かげで努力するタイプだということは付き合いの中から分かっていたので、上々なんだろうと理解した。

「まずまずじゃあ困るんだよなぁ」

　すると、おれたちの話が聞こえたのか、高嶋さんの背後からひょっこり姿を現したのは葦原だった。

「せっかくのカーナンバー１、持ってかれたら許さないよ」

　そう言った葦原の目が笑っているところを見ると、言葉とは裏腹に、簡単に奪うばわれるわけがないという高嶋さんへの信頼みたいなものがうかがえた。

「大丈夫だろう。蓮はす見みも調子いいことだし……。ああ、流に新しい相棒を紹しよう介かいするか」

　高嶋さんはキョロキョロと周囲を見回すと、「あれだ」と言って壁かべ際ぎわにいる人物を指で指した。そして、その人に向かって手招きをする。

　現れたのは、うわさどおり初対面の印象が洲世によく似た男だった。

　実際に兄弟である菱和さんのように、顔のパーツのどこがどう似ているとかいうことではなくて、賢かしこそうな目元とか品のある口元がクールな洲世を連想させるようだった。

　よく見ればまだ微かすかに少年らしさが残るような顔立ちだけれど、洲世に弟がいたならこんな感じだろうなと思う。

「蓮見啓けい人とだ。３００クラスのチャンピオンでもある」

　高嶋さんがエースの務めとばかりに紹介してくれた。

「蓮見です」

　落ち着いた声で蓮見と名乗った彼は、着ていた服のポケットから名めい刺しを取り出すと、おれの前に差し出してきた。考えてみればドライバーから名刺をもらうというのは初めてのことで、若手のわりにしっかりしているんだなという印象を持つ。

「あ、鈴川です。名刺なくて悪いんだけど……」

　そして、自分に名刺がないことを謝りながら、それらしきものを用意しておくべきだったと、自分の気の利きかなさにがっかりする。彼とは年が一つしか違わないというのに、やっぱりおれは世間知らずなんだとショックを受ける。

　キックオフ会は顔かお見み世せをかねたパーティーと説明されていたからそのつもりで来てしまったけれど、彼らにとってはそれすらも仕事の一いつ環かんなんだと今さらながら気づいた。

「そして、こっちが蓮見の会いたがっていた秋津洲世だ」

　おれに次いで洲世を紹介すると、蓮見の顔にサッと緊張が走ったのが分かった。おれと対たい峙じした時のクールさとは大きな違ちがいだ。

　憧どう憬けいか尊敬か、まっすぐな視線を洲世に注いでいる。

「蓮見です。おれがＡＭＥに入れたのは、秋津さんのおかげだと聞いていて感謝しています」

「ああ、きみが……」

　洲世は思い出したように蓮見を見た。

　蓮見をＡＭＥのドライバーに採用する際に監かん督とくが決断を下したのは、洲世が蓮見のドライビングセンスを褒ほめたことだったという。洲世にとってはなにげない一言だったみたいだけれど、監督の心の中にずっと残っていたらしい。

「５００クラスに上がれたのはおれのおかげじゃなくて、きみの実力だろ。大変なのはこれからだと思うが、後は頼んだぞ」

「は、はいっ」

　洲世に憧あこがれているという蓮見は、チャンピオンチームを「頼んだ」と言われて、動どう揺ようを隠せない様子で洲世を見た。

「大丈夫だ。きみと千歳となら可能性はある」

「……はいっ」

　その洲世のたった一言で自信が湧わいたらしい。蓮見は自分に言い聞かせるようにして深く頷うなずいた。

「蓮見のマネージャーは流に任せたから」

「え、おれ？」

　葦原からさらりと重大なことを言われて、目を見開く。

「できるだろ。洲のケアができるんだから平気だよ。もちろんおれもフォローするけど、千歳の手た綱づなを取らなきゃいけないから」

「なんだよ、手綱って。おれは馬か？」

　葦原の物言いに不服そうに高嶋さんは声を上げる。

「気分的には調教師ってところだよ。これまでは千歳が暴走しても洲が軌き道どう修正してくれてたわけだけど、これからはそういうわけにはいかないからな。あいにくサラブレッドには程ほど遠とおい感じだし……」

「ま、おまえに調教されんのも悪くはないかもな」

　ニヤリと人の悪い笑えみを浮うかべると、高嶋さんは意味深に言った。

「なっ……！」

　軽口に慣れたおれたちはともかく、蓮見の前できわどいことを言われて葦原は一いつ瞬しゆん言葉を失なくす。

　けれども高嶋さんは心得たもので、問題発言を投下すると葦原に怒おこられる前にその場から身軽にも逃にげだした。

「……ったく」

　高嶋さんが身を翻ひるがえした方向を見やって、葦原は小さく舌打ちする。

「あんなエースで悪いけど、うまくやってあげて」

　二人の関係性をなんとなく把は握あくしたのか、蓮見は一瞬「えっ」と戸と惑まどう表情をしたけれど、特に突つっ込んだことを聞くわけでもなく、また冷静な表情に戻もどって頷いた。

　こんな風に多少のことでは動じないところが、高嶋さんと釣つり合いが取れそうだと思わせる。

「あ、そうだ。おれ、洲のこと捜してたんだった。紹介したい人がいるから来てくれない？」

「おれに？」

「そ。協会の関係の──」

　説明しながら葦原は洲世を連れておれたちの前から離はなれていく。あとはよろしくと言うように軽く右手を上げて。

　いきなり二人きりにさせられることに少し戸惑うけれど、蓮見に興味のあったおれは、仲良くしたい一心で共通の話題を振ふってみた。

「おれたち一つ違いなんだって。おれのこと呼び捨てでいいから、おれも蓮見って呼んでいい？」

「……いいけど」

　友好的な態度を試みたつもりだったのに、蓮見の声のトーンは低かった。

「あ、じゃあおれのことは名前で呼んでよ。みんなおれのこと流って呼ぶし」

「分かった」

　ぶっきらぼうに吐はき捨てるような返事をされた。

　もしかしたら蓮見は内心迷めい惑わくがっているのかもしれないと邪じや推すいしてしまうほど引っかかりを感じる。

「えっと……蓮見は洲世に憧れてるんだよね？」

　それならと、相手の心がほぐれそうな話題を選んで口にした。マニア的なレースの話はまだ無理だけれど、洲世の話であればおれでも会話を広げられる自信がある。

「ああ、尊敬してるよ。だからこそきみの存在は認めたくない」

「えっ？」

　一瞬、蓮見が何を言い出したのか理解できず、思わず耳を疑う。

　──おれを、認めたくない？

　ショックなことをきっぱりと言われて、それがあまりにも正面切ったものだっただけに、傷つくことを忘れてぼんやりしてしまう。

「付き合ってるんだろ？　あんな人がわざわざ男と付き合っているなんて、おれには信じらんないけど」

　言いながら、その視線がおれの左手に注がれた。

　薬指には洲世とお揃そろいのプラチナの指輪があって、人から突っ込まれないよう他ほかの指にもいくつか指輪をしていたけれど、それでも分かる人には分かってしまう恋こい人びとのいる証あかし──。

「あの……」

　蓮見の言葉になんて答えようか迷った。

「違った？」

「それは……」

　これが単なる興味で尋たずねてきたような相手だったら適当に誤ご魔ま化かしていたかもしれない。けれども蓮見はこれからパートナーシップを結んでいこうという相手だ。嘘うそをつくわけにはいかなかった。

「付き合ってるけど……」

「うわ、マジなんだ」

　間髪いれず聞こえた驚きよう愕がくの声に、ぐさりと心臓を抉えぐられた気分になる。

　出会った頃ころは状じよう況きよう的なものもあって、おれと洲世のなりゆきは周りの人間から比ひ較かく的温かく見守ってもらえていたと思う。

　それが菱和さんといい蓮見といい、今になって次々と関係を否定されることに、これが現実なんだと感じさせられた。

　彼らの態度のほうが当たり前な反応だということを。

「マジだよ。本気。……別れるつもりはないし」

　菱和さんには言い切れずにいたことを、蓮見に向かって告げる。

「ちょっと勘かん弁べんしてよ。よりによって、男って……」

　蓮見は何度も「嘘だろ」と繰くり返す。蓮見のほうから尋ねてきたことだから、おれたちの関係は人づてにでも聞いていたのかもしれないけれど、それが本当だと知って平常心ではいられなくなっているみたいだ。

　ずっと憧れていた相手に同性の恋人がいるなんて知ったら動揺するのは当たり前のことだ。

　信しん頼らいを結びたい相手だからこそ嘘をつきたくなくて正直に言ったのに、そのせいで洲世に対する嫌けん悪お感を植えつけてしまったらどうしようかと思うと、もしかしたら蓮見には言うべきことではなかったのかもしれないと後こう悔かいする。

「まあ、男にしては可愛かわいい顔してるし、おとなしそうだけど……」

　蓮見はおれを値ね踏ぶみするような目で見た。

　おとなしそうと言われて、見た目と中身が正反対な自分にドキッとするけれど、蓮見の前ではおとなしく優やさしいキャラでいたほうがいいのかもしれないと、わざわざ否定したりしなかった。

　それなら蓮見の望むように、おとなしく優しい接し方を心がけようとも思う。

「──なあ、マネージャーって他にいないの？」

　うつむいて少し考え込んだ蓮見は、ついと視線をあげると尋ねた。

「え？」

　もしかして、おれがマネージャーとして蓮見を担当することを拒きよ絶ぜつされているんだろうか。人から嫌きらわれたと知って、微かすかに指先が冷たくなる。

「いなくはないけど、事務的なことをやってる人だから現場には出てこないよ……」

　これからレースのことを学んでいこうって時に、相手から拒絶されるなんて思ってもいなかった。もしもその理由が、男と付き合っているおれのことが気持ち悪いとかだったらどうにもできないけれど、なんとかうまくやっていけないものかと必死で考える。

「おれじゃ嫌ってこと？　どうしても無理なら葦原に相談してみるけど」

「……いや、しょうがないよな」

　もしかしてマネージャー失格か？　と、危機感を抱いだいたけれど、蓮見は渋しぶ々しぶといった感じでため息をつく。

「え？」

「おれもわがまま言えた立場じゃないし、しょうがないって言ってんだよ」

「じゃあ……」

「マネージャーを変えろなんて言うつもりはない。秋津さんと別れて欲しいのはやまやまだけど」

　そう言われてほっと胸を撫なで下ろした。

　洲世との仲を認められたわけではないけれど、それは仕方のないことだ。仕事を取り上げられなかっただけマシと思わなければいけないだろう。

「ただし、おれは人使い荒あらいよ」

　決して冗じよう談だんとは思えない口調で蓮見は言った。





　洲世に似ていると思った蓮見の第一印象は、すぐに崩くずれることとなった。

　似ているのはシャープな面おも差ざしと、スポーツ選手のくせにクールなところだろうか。実際に話をしてみると性格もまるで違ちがっていて、言葉数が少なくて考えが読みにくい洲世に対し、蓮見は思ったことをすぐに口に出すタイプみたいだった。

　おかげでおれのことが気に入らないことはよく分かったし、マネージャーは召めし使つかいとばかりにあれこれ用事を言いつけられた。

　パーティーの最中も、グラスの交こう換かんやら荷物持ちやらさせられているような始末で、とても複雑な気分だ。

　しかし、そういう傲ごう慢まんな態度を取っている蓮見も、洲世の前では別人のようにおとなしくなってしまって、他人にまで伝でん播ぱするほど緊きん張ちようしているところが初うい々ういしいと周囲に好感を与あたえている。

　同じ会場に菱和さんがいることだけでもおれにはストレスだというのに、蓮見という手ごわい相手も現れて、苛いら々いらしてしまう。

「前ぜん途と多難とは、こういうことだな……」

　キックオフ会は二時間ほどしてお開きになって、おれは気き疲づかれを感じながらロビーのソファで洲世を待っていた。たった二時間のことでこんなにシクシクするような胃の痛みを感じるというのに、この先うまくやっていけるのだろうか不安だ。

　洲世はというと、葦原の車に用事があって二人して駐ちゆう車しや場へ行ってしまっている。おれも一いつ緒しよに行こうと思ったら、顔色がよくないからロビーで休んでいるよう洲世に言いつけられて、これ以上洲世を煩わずらわせないためにもおとなしくその言葉に従っていた。

　洲世は「風邪かぜじゃないか」と心配していたけれど、そう言われてしまうほどおれは血色の引いた顔をしていた。それが精神的な原因によるというのは自分でよく分かっている。

　いくらおれの気持ちが固いとはいえ、立て続けに二人の人間から否定されるようなことを言われれば、傷つくのは当たり前のことだ。特にそれが恋れん愛あいという要素を含ふくんでいるなら、なおさらのこと。

　おれはもっと鈍どん感かんで強い人間だと思っていたのに、そこに洲世が絡からむとまるで別人のようになってしまう。恋こいとか愛とかいう感情はこれほど人の心を大きく揺ゆらすのかと思うと、それはそれですごいものだなと、なんだか妙みように感心してしまった。

「……帰らないのか？」

　ロビーにあるふかふかのソファに沈しずんで高い天てん井じようを眺ながめていたら、ふいに頭上から声をかけられた。

　視線を移すと、そこには菱和さんが一人で立っている。これから帰るところなんだろう。

「洲世を待ってるんです」

　わざわざ洲世の名前を引き合いに出して、同じ部屋に帰ることを遠まわしに伝えた。

「まだそんなことを言うつもりか。わたしと半日行動を共にして、秋津の人間がどんな立場にあるのか分かったんじゃないのか」

「それは、そうですけど……」

　まだ成長を続けているこの会社には、頭が切れて行動力があり、なおかつ人を動かすことに長たけた人間が必要なのはよく分かる。さらに洲世のプロのドライバーとしての経験が開発にも活いかされてくるだろう。

　けれども、だからといって洲世からレースを取り上げるなんてこと、おれにはできなかった。

「あなたの言うように、洲世と別れることはありません」

「たかが子供が、一人前の口ぶりだな。わたしも半日きみを観察させてもらったが、洲世から庇ひ護ごされた青二才なことはよく分かった。そんなのでどうやって洲世と渡わたり合っていけるというんだ」

「っ……」

　一番気にしているところを突つかれて、一いつ瞬しゆん呼吸を忘れた。

　自分が何もできないことはおれ自身が一番よく分かっていて、それをなんとかしたいと思っているのに、なかなかうまくいかない現実を砂を噛かむような思いで過ごしている。

「別れない……か。些さ細さいな主張など力でどうにでもできると今日教えたはずだが」

　昼間、書類の裏に図を描えがいた菱和さんのことを思い出した。中心にあるＡＭＥを取り巻く小さな丸。その丸は都合しだいで簡単に他ほかのものにすげ替かえることができる。

「それじゃあ洲世があなたの駒こまのひとつみたいじゃないですかっ」

　いらないと簡単にバツをつけられるのを想像すると、カーッとした怒いかりが湧わき上がってくる。

「今のところ駒ですらないだろう。イベントの件もまだ決着がついていないことだしな。あのまま意地を張っているようなら、本当に出資を取り下げてもいいんだが」

「おれが洲世を連れて行きます」

　気づけばそんなことを口走っていた。

　けれども感情に任せて発言した後、それでは菱和さんの思う壺つぼではないかと思い直す。

　洲世は企き画かくの内容に納なつ得とくできないと言っていて、おれも同じことを思っていたというのに、これではまるで力を前に屈くつ服ぷくしたようで悔くやしい。

　だからといってこのままうやむやにしてしまうのも嫌いやで、やはりここは一度ハッキリさせておいたほうがいいと思った。

「でも、誤解しないでください。あなたの意向に沿うわけじゃありませんから。あくまでこちらも納得できる形で参加します。すべての者があなたに跪ひざまずくわけではない」

　おれの精せい一いつ杯ぱいの強がりを、菱和さんは目を細めて聞いていた。

　まさかおれがこんなことを言い出すなんて思ってもみなかったのだろう。てっきり嘲ちよう笑しようされるかと思ったら、妙な提案をしだしたとばかりにおれをしげしげと見つめてきた。

「面おも白しろいな。このわたしにケンカを売ろうってわけか」

　菱和さんは口元を引き上げて、意外にも愉たのしそうに笑った。

「きみが啖たん呵かを切るのは自由だが、あれは簡単に承しよう諾だくするようなやつじゃないぞ。あとで無理だったと泣きついて来ないようにな」

「……っ」

　おれにそんなことができないと思って鷹おう揚ように構えているのかもしれない。けれども菱和さんになんて思われようがどうでもよかった。もしかしたらうまくいかないかもしれないし、そのときは菱和さんも本気で別れさせようとするかもしれないけれど、今のおれにはこうするしか方法がなかった。

　向こう見ずな性格は、なかなか直らないらしい。

「──いいだろう。考えよう」

　洲世よりも微かすかに低い声で菱和さんは言った。





　洲世の部屋に帰ると、まだ夜の九時を回ったところだった。

　スーパーＧＴは明日から公式練習が始まるため、キックオフ会は早い時間に切り上げられたのである。ドライバーや葦原たちは明日の早朝に富士にあるサーキットへ向かうと聞いているけど、おれと洲世は決勝の日に乗り込む予定だった。

「どう思う？　新生チームは」

「クルマの様子が分からないからなんとも言えないが、ドライバーは悪くないんじゃないか？」

　洲世はおれの話を聞きながらソファに腰こしを下ろすと、今日打ち合わせしてきた書類を取り出して目を通しはじめた。

「蓮見のこと？」

　仕事の邪じや魔まにならないようにと思いながらも、隣となりに並ぶようにして座る。

「いや、千歳もだ。この間スペインに来たときは正直言ってヤバイ感じだったんだけどな」

「え、そうなの？」

　おれも一緒にいたというのに、そんな素そ振ぶりに全く気づかなかった。高嶋さんは、おれの悩なやみまで聞いてくれていたというのに。

「考えてもみろ。おれが開幕前で多た忙ぼうなら、千歳だって忙いそがしいのに変わりはないんだ。そんな時期にスペインくんだりまでやってくるなんて、現実逃とう避ひとしか思えないだろう」

「現実逃避？」

　およそ高嶋さんに似合わない言葉を聞いて首を傾かしげる。

「千歳だって悩みの一つくらいあるだろう」

　洲世はそう言ってフッと笑った。

「あ、うん……そうだよね」

　それこそ悩みとは無む縁えんのような洲世だって、眠ねむれぬ夜をいくつも過ごしてきたくらいなんだから、いつも笑っている高嶋さんがその笑え顔がおの裏に不安や悩みを抱かかえていてもおかしくはない。

「千歳のように自由にやっている人間には、エースという肩かた書がきは鎧よろいみたいなもんだろうからな。なかなか受け入れがたかったんじゃないか？」

「そっか。でも、今日はそういう風に見えなかったよ」

　態度はいつもどおりだったけれど、目つきにどことなく自信が漲みなぎっていた。

「プレッシャーを上回る闘とう志しが湧き上がったんだろう。その一部始終はおまえが見てたんじゃないか？……スペインで」

「あ、あの一件！」

　Ｆ１のホスピタリティにいたとき、高嶋さんはＦ１レーサーとなったかつてのライバルから侮ぶ辱じよくを受けていた。しかし、そのことがきっかけでやる気を起こし、急にバタバタと帰国していったのだ。

「もしかして、そのときから全部分かってたの？」

「千歳のことか？　まあ、長い付き合いだしな」

　さらりと言われて感心する半面、なんだか面白くない気分にもなった。

　おれが知る限り洲世と高嶋さんというのは、メールを交かわしたり、電話を掛かけ合ったり、オフの日に用事もなく会ったりするような付き合いはしていない。それなのに分かり合っているようなところを見せつけられて、ここにも一人おれが太刀たち打うちできない人物がいたことを思い知らされた。

「なんて顔してるんだよ」

「だって……さぁ」

　高嶋さんに嫉しつ妬としたことを、洲世に気づかれただろうか。

　カアッと熱くなった頬ほおを隠かくすようにうつむくと、洲世の指に顎あごを取られて顔を押し上げられる。

「まさか、千歳に妬やくとはな」

「ちがっ……」

　観察するように顔を覗のぞきこまれて、あさっての方向へと視線を彷徨さまよわせる。言い訳してももう遅おそいだろうけれども、ここは虚きよ勢せいを張っていたかった。そうでもしないと恥はずかしすぎる。

　耐たえ切れずにギュッと目を閉じると、唇くちびるが軽く重なってすぐに離はなれた。

「洲世っ」

　深くならないキスというのも、今ではかえって気恥ずかしい。おれを恥ずかしがらせるためにわざとやっているんだろうと、軽く睨にらんだ。

「涙なみだ目めになってる」

「うるさいっ」

「だったら止めるか？」

　密ひそやかな笑みを漏もらして洲世は尋たずねてくる。おれが断らないと分かってのことだろう。気持ちを読まれていると思ったら、なにか癪しやくに感じてたまらなかったけれど、覗き込んでくる黒い瞳ひとみに吸い込まれるように目を閉じてしまう。

「んんっ……」

　重なった唇から、ぴちゃりと濡ぬれたような音が聞こえた。

　洲世は下唇を柔やわらかく噛かむと、歯列を舌先でなぞってくる。少し開いた隙すき間まから舌を入れて、誘さそうようにしておれの舌を搦からめ捕った。

　深くなりすぎない、いやらしい動きで舌が絡み合う。唇しか合わせていないというのに、下か肢しがむずむず疼うずきだす。

「ふ……っ」

　息苦しくなって洲世のシャツを掴つかむと、その上に手が重ねられる。キスだけでは終わらない行こう為いになりそうだった。

「シャワー……」

　今のうちにシャワーを浴びたいと伝えるけれど、洲世は「そうだな」と気のない返事を返してきては、飽あくことなく唇を貪むさぼってくる。

　その心地ここちよさにボーッとしそうになっていると、遠くから携帯電話の呼び出し音が耳に届いた。

　滅めつ多たに鳴らないものだからすぐにピンとこなかったけれど、あれはおれの携帯電話の着信音だ。たしか、さっき脱ぬいだ上着のポケットに入れてあったはずだった。

「おまえの電話だろう？　出られるか？」

　キスを解いた洲世は、ソファの背にかかっていた上着をおれに放ってよこした。

「あ、うん……」

　嫌いやなタイミングで鳴り響ひびく電話に眉まゆを寄せながら相手を確かく認にんすると、登録したばかりの蓮見の名前が表示されていた。

「──はい？」

　さっき別れたばかりで電話をかけてくるなんて、なにかあったのだろうかと不安にもなる。じっと見つめてくる洲世に、「は・す・み」と口の形を作って教えた。

　なにごとかと思ったら、蓮見は厚かましくも買い物のリクエストをし始めた。サーキットの近辺に店が少ないから、都内で買い物をして来てくれとのことだ。

　そんなのはサーキットへ行く前に自分で行って来いと思ったけれど、思っただけで口にはできなかった。これが葦原と高嶋さんのように信しん頼らい関係のあるもの同士なら可能なんだろうけど、おれのことを嫌きらっている蓮見とうまくやっていきたいという気持ちがおれを従順にさせていた。

「……うん、分かった。他ほかには？」

　それに、蓮見が洲世と初めて対面したときのことを思い出すと、従わずにはいられない気分にさせられてしまう。蓮見は洲世のことを目標にしてあれほど尊敬しているというのに、おれみたいな者が恋こい人びとと知ってがっかりしただろう。

　そう考えると、申し訳ないような後ろめたいような気分になって、どうしても下手に出てしまうのだった。

　話しながら蓮見からの用件を頭の中で整理していると、洲世の手が腿ももを這はってきた。いきなりのことにビクッと体を揺ゆらしてしまい、思わず変な声がこぼれてしまう。

　とっさにきつい目で洲世を見ると、やつはそんなおれの反応に満足したようで、おれの腰こしに腕うでを回してきた。逃にげられないようにホールドすると、うなじに唇を寄せてくる。

　もがくように身を捩よじるけれど、細腕のおれが毎日トレーニングを重ねて体を鍛きたえ上げた相手に敵かなうわけはなく、洲世からの愛あい撫ぶを受け続けることになった。

「──それは、トランポに積んであったはずだから、他のを……っ」

　なにごともない風を装って蓮見との会話を続けようとしているのに、弱いところを攻せめられて吐と息いきがこぼれてしまう。

　まさか電話のむこうの蓮見に今の状じよう況きようを悟さとられたりはしないだろうけれども、なにか覗かれているような錯さつ覚かくを起こして敏びん感かんになった。

「ほ、他の二つはこっちで探して持っていくよ」

　早く電話を切りたくて会話を切り上げようとしているのに、蓮見はあれこれと言ってきてなかなか電話を終わらせてくれなかった。

　その間にも洲世の舌先が耳の裏をくすぐるように這い上がって、「あっ」と細い声が上がってしまう。

「ん、平気。なんでもな……」

　どうしたのか問う蓮見の声は洲世にも聞こえたのだろう。洲世は満足したのか、やつにしては豪ごう快かいともいえる笑い声をあげると、おれをやっと解放してくれた。その笑い声が蓮見にも届いたようで、急に硬かたくなった声で隣となりに洲世がいるのかと尋ねてくる。

「──いるよ。代わろうか？」

　蓮見の返事を聞くこともせず、ぐいと洲世に携帯電話を預けた。

「蓮見か。あまり流をいじめてやるなよ」

　洲世は釘くぎを刺さすようにそれだけを言い残すと、おれの手に再び携帯電話を戻もどしてソファから立ち上がる。

「え？」

　まさか洲世がそんなことを言うとは思っていなくて、顔を見上げる。

　常にそつなく人付き合いのできる洲世が、自分に憧あこがれていると言って憚はばからない蓮見にそっけないような態度を取るとは思わなかったからだ。

「なんだよ、それ……」

　もしかしたら、キスの邪じや魔まをされて機き嫌げんが悪い……とか？

　まさかと思いながらも、その考えを否定できない。分かりやすい態度には表さないけれど、意外にも嫉妬深いんだということはこの間知ったばかりだ。

　おれがじっと見上げていると、洲世は少し気まずそうにしながら「シャワーだ」と告げてリビングを出て行った。





　それからしばらくして蓮見との電話を切ると、洲世がテーブルに置き去りにしたままの書類が目について、きちんと揃そろえて並べようと手に取る。

「これ……？」

　よく見ると、そこには今日打ち合わせした書類だけではなく、昨日菱和さんから渡わたされたイベントの企き画かく書しよも交ざっていて、気づいたら表紙を捲めくっていた。

　菱和さんが自ら作った企画書なんだろうか、イベントを行う目的や予想される集客数の計算までがちゃんとリサーチした上で丁てい寧ねいに書かれていて、片手間に作成したものではないように思えた。

　菱和さんの仕事を半日見ていたとはいえ、ＡＭＥという会社について詳くわしく知っているわけではないのに、このイベントが一いつ般ぱんに名を売るのに効果的なものだということは、企画書を読んでいてよく分かる。

　ＡＭＥの新製品のイメージキャラとして洲世を起用することが、会社の信頼を得ることに繋つながるのもよく分かった。なぜなら、モータースポーツの頂点にいる洲世にすでにブランド力があるからだ。

　──あの秋津洲世が宣伝しているものなら、品質はたしかにちがいない。

　客にそう思わせて企き業ぎようイメージのアップを狙ねらっている。

　そんな風に書かれている企画書を感心しながら読み進めていて、ふとあることに気づいた。

「洲世のこと、認めてるんじゃん……」

　菱和さんは、これまでレーサーである洲世を疎うとんじるような発言をしてきたけれど、この企画書を読む限りではそういった感情は窺うかがえなかった。

　むしろ、Ｆ１レーサーとしてのデビューを飾かざった洲世をヒーロー扱あつかいしている感じがする。

「そっか、そうだよな……」

　洲世が国民的ヒーローとして世間に認められているからこそイメージキャラとして採用されているわけで、不快感を抱いだいていたりふさわしくないと思っている人間に、わざわざイベントの出演を依い頼らいするわけがなかった。

　簡単なことだというのに、菱和さんの言動に惑まどわされてしまったみたいだ。

「やっぱり、血を分けた兄弟だもんな」

　菱和さんは洲世を嫌ってあんな態度を取っているわけじゃないのかもしれない。内心では洲世を支持していながら、会社での立場が彼に厳しいことを言わせてしまうんじゃないだろうか？

　そんなことを言ったら洲世に「まさか」と鼻で笑われてしまいそうだけれど、自分の直感を信じたかったし、なによりおれがそう思っていたかった。

　見方を変えて企画書を読んでいると、洲世が難色を示した部分と菱和さんが押し出したい部分がなんとなく感じられて、少し方法を変えればこのイベントは実行できるような気がしてくる。

　いや、なにがなんでも実行しなきゃいけないんだ──。

　イベントが成功すれば、スポンサーの件も現状維い持じのままになるだろう。これはおれがやり遂とげなきゃいけないことのような使命感すら抱いていた。

　おれはこの企画書を書類の山に戻すことはせずに、自分のバッグの中へと忍しのばせた。洲世は受け取ってしまったことを悔くやんでいたくらいだから、ちょっとの時間手元からなくなっても気にしないだろう。

　イベントはもう三日後に迫せまっているから、今夜か遅おそくても明日中には内容を書き換かえて菱和さんに見せなければいけなかった。洲世のいない隙すきを見て、なるべく早いうちに。

「その前に、アポかな……」

　多た忙ぼうな菱和さんのことだ。いつ時間が取れるか分からない。

　企画書にはまだ手をつけていないけれど、菱和さんの約束を取り付けるほうが先決だと思った。見切り発車だけど、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そうと決まれば行動に移すのは早い。おれはバッグの中から菱和さんの名めい刺しを探し出すと、少し躊ちゆう躇ちよしながら記された携帯電話の番号へと電話をかけた。

　十時も過ぎていて、親しくない相手に電話などする時間帯ではないと思う。そういう常識をわきまえながらも、彼に電話をするには今しかなかった。洲世に気づかれないようにことを進めるには、やつがシャワーを浴びている今しかない。

　五回ほどコール音が鳴り続いた後で、『はい』という声が聞こえた。

「……鈴川です」

　登録されていない相手からの電話に出てくれるものかドキドキしていたけれど、そんなおれの不安は無用のようだった。

『ああ、きみか。なんの用事かな』

　相変わらず感情の読めない淡たん々たんとした話し方だった。

「イベントのことでお話があるんですが、明日お時間いただけませんか？」

　怯ひるみそうになる自分を叱しつ咤たして、あくまで強気の態度を取る。下手に出たらうまくいくはずのものもいかなくなるような気がした。

　断られたらどうしようと内心は気が気じゃないけれど、声こわ色いろに滲にじみ出ないように心がける。

『明日か……。三時頃ごろなら時間が取れるな』

「じゃあ、その頃会社にお伺うかがいします」

　無事にアポを取り付けられて、菱和さんの気が変わらないうちにと、すぐさま電話を切ろうとした。「それじゃあ……」と話を終わらせようとしたのに、それより先に菱和さんから話を切り出される。

『こんな時間にわたしに電話をしていて平気なのか？』

「あ、すみません。夜遅くに」

　やはり非常識な時間だったかと、素す直なおに謝った。

『いや、洲世がなんとも思わないのかと思って』

「洲世は、今部屋にいないので」

「──おれがなにか？」

　突とつ然ぜん声が聞こえて背後を振ふり返った。いつからそこにいたのか、リビングの入り口には洲世が立ってこちらを見ている。

「あっ、えと。じゃっ、そういうことで。失礼しますっ」

　大おお慌あわてで電話を切った。それこそ一方的で失礼な電話の切り方だったけれど、向こうにもこちらの状じよう況きようは伝わったに違ちがいない。

　仕方がないと思ってくれているのを願うばかりだ。

　一いつ瞬しゆん、シン……と部屋が妙みように静まり返って、ギュッと電話を握にぎり締しめる。

「今のは？」

　洲世はタオルで髪かみを拭ふきながら、ぐるりとソファを回ってやってきた。長身で体たい躯くのいい洲世に目の前に立たれると威い圧あつ感かんのようなものを感じる。

「黙もく秘ひ……」

　無理だろうと思いつつぼそりとつぶやいてみたけれど、手の中の携帯電話を洲世に取り上げられてしまう。

「おまえが言わなくても、携帯の履り歴れきを見れば分かることだ」

　菱和さんの番号は登録していないから、洲世が電話を見ても名前が表示されることはないけれど、番号を見れば分かってしまうだろう。

「──菱和さんだよ」

「菱和……？」

　予想していない相手だったようで、さすがに洲世は瞠どう目もくした。

「なぜ菱和がおまえの携帯番号を知ってるんだ」

　面おも白しろくなさそうに洲世は言った。

　それも無理はない話で、おれの今持っている携帯電話は洲世が買い与あたえてくれたものだ。世界のどこにいても繋がるようにと、国際ローミングサービス対応の最新のやつで、まだ限られた相手の番号しか登録されていない。

「菱和さんにはおれから電話したんだよ」

「おまえから？」

　おれの方からコンタクトを取ったというのも洲世にはさらに面白くないことのようで、ますます訝いぶかしげな声になる。

「前に名刺をもらってたから、番号はそこに書いてあったし」

「菱和になんの用事があるんだ？」

　洲世はあきらかにおれを疑わしい目で見ていた。浮うわ気きとか心変わりとか、そういうのを疑っているわけじゃないと思うけれど、洲世に内ない緒しよにするようにコソコソしている行動が不信感を抱かせてしまっているみたいだ。

　それはおれにとってもすごく嫌いやなことだった。洲世に対してはいつも潔白でいたいのに、隠かくし事をしているというだけで負い目を感じてしまっている。

　もうなにもかもを話してしまおうかとも思うけれど、そうしたら菱和さんがおれに洲世と別れるよう強要していることまで教えなければならなくて、それは口にできなかった。

　その前にまずイベントの改案を菱和さんに承しよう諾だくしてもらって、それから話すのが筋なようにも感じる。

　だから……。

「──今は言えない」

　じっと探さぐるように見つめてくる視線を逸そらさずに受け止めた。強い視線に負けそうになってしまうけれど、ここで逸らすことはできなかった。

「ということは、話すつもりはあるんだな」

「うん。でも、ちょっと待って欲しいんだ」

　打ち明けられない辛つらさに耐たえて、まっすぐ洲世を見る。

「……わかった」

　おれの中に翳かげりなどないことを分かってくれたのか、洲世はため息をつきながら承知した。それともおれが洲世以上に頑がん固こなことを知っているから、しかたなく折れてくれたのだろうか。

　なんだかんだいって、洲世を支えたいと思っているおれが一番洲世の負担になってしまっているような気すらする。そんな不安に押しつぶされそうになってしまうけれども、「大丈夫」と自分自身に言い聞かせるしかなかった。

「うしろめたいものがないなら、そんな顔をするな」

　自分はどんなに頼たよりない表情をしていたのか、洲世は俯うつむきそうになるおれの顔を上げるように、顎あごのラインを指先で撫なでる。

「おまえ痩やせたな。スペインにいた頃は、もう少し肉づきがよかった気がするが……」

　洲世の口からスペインという言葉を聞いて、小さく肩かたが揺ゆれる。

　日本を離はなれて一人異国で戦ってきた洲世は、自分が置かれた苦境をおれに教えてくれなかった。事情の分からないおれには、洲世が遠く離れていってしまうようにも感じられて、無む鉄てつ砲ぽうな行動で洲世を怒おこらせたっけ。

「スペインって、半月も前のことだよ。日本に帰ってからＧＴの開幕準備で大おお忙いそがしだったからね」

　半月という期間が長いのか短いのか分からないけど、洲世と出会ってから毎日がめまぐるしく変化しているのを感じる。

「洲世と初めて会ってから、まだ一年も経たってないなんて信じられない」

「たしかにな」

　洲世は目元を和やわらげて笑った。

　足早に過ぎていく毎日だけど、おれは流されてこの場にいるわけじゃない。これから先も洲世の側にいて支えていきたいってあの時決めたから。

　だから大だい丈じよう夫ぶ、きっとうまくいく──。





「……緊きん張ちようしてるな」

　洲世の指が、ぐりぐりと奥を探るように蠢うごめいた。

　いつもだったら柔やわらかく解ほぐれた襞ひだが指に絡からみつく頃だというのに、まだぎちぎちに侵しん入にゆうを阻はばんでいるのが自分でもよく分かる。

　大丈夫──心ではそう信じているのに、隠せない不安が身体からだを強こわ張ばらせるのだろうか。体は快楽を感じ取れるまでにずいぶん時間がかかってしまい、前ぜん戯ぎに長い時間が費ついやされた。

　ローションで潤うるおされたけれど、それでも指より太いものを受け入れるには無理がありそうだ。

「今夜はやめておくか？」

　言いながら、長い指があきらめて出て行こうと退きかける。

「やだっ」

　途と中ちゆうまで抜ぬけかけた指を、焦あせってギュッと締めつけた。

「こんなに強張っていては、おれを受け入れるのは無理だろう？」

　洲世が眉まゆをひそめてそう言うのも無理はない。

　初めての時だって、もっと解れていた気がする。

　もっとも、あの頃ころは早く一つになりたいと思っていたから、余計に受け入れる体勢になっていたのだろう。体は気持ちと直結しているとよく言うけれど、それって本当なんだということが分かった。

「平気だから、最後まで……しよ」

　言葉で表せないことを身体で埋うめ合わせようというわけではないけれど、言葉では言い表せないくらいの小さな不安のようなものが拭ぬぐいきれなくて、身体を繋つなげることで不安を塗ぬりつぶしたいと思っていた。

　洲世の気が変わらないうちにと、積極的にスエットのウエストゴムに手をかけて下着ごと下ろす。

　すでに反応していた洲世のものはそそり立っていて、テラテラと滑すべって赤くなっていた。いつもより大きいような気がして、このサイズが体内に収まるのかと不安にもなる。

「無理するなよ」

「え……」

　かけられた言葉に驚おどろいて、洲世の顔を見上げた。

　無理をしているつもりは少しもないのに、自分はいつもとなにが違ちがうのだろうと不思議に思う。

「無理なんかしてな……」

　洲世は奥を慣らしていた指を引き抜くと、胸の中におれを抱だきこんだ。洲世の裸はだかの胸が頬ほおに当たって、心臓の音が聞こえる。規則的に打つその音をしばらく聞いていると、気づかず張っていた肩の強張りが解ほどけていくような気がした。

「なにがそんなに不安なんだ？」

　耳元で洲世が囁ささやく。

「言っただろ。今は焦ることなんてないって」

　それは、気持ちが通じ合ったあの夜に、洲世からもらった言葉だ。取り得もなくてなにもできない自分に悩なやんでいたら、五年先にはどう変わっているか分からないと、自信づけてくれたあの言葉。

「おまえがしっかりしていてくれないと、おれまで落ち着かなくなる」

「えっ？」

　うっかり言葉の意味を掴つかみかねて、顔を跳はね上げた。

　まるで苦情のようにも捉とらえられるセリフだけれど、そうじゃないということは洲世の視線が艶つやを含ふくんでいることからも分かる。

「もしかして、おれが洲世のことを振ふり回したりしてるって……こと？」

　それでもまさかと思って半信半疑に問うと、洲世は「当たり前だ」と答えた。

「おまえがあまりにも無防備に他ほかの男と喋しやべっているのを見て、おれがなにも感じないと思うのか？」

「他の男って、洲世のお兄さんだよ……」

　ついポカンとして口を開く。

　菱和さんのことは、男という以前に洲世のお兄さんという意識でしかないというのに、洲世はそんなことを考えていたなんて。

「それに、同じ男だし……」

　驚いてパチパチ瞬まばたきを繰くり返していると、そんなおれの反応を見て気まずそうにした洲世は、キスを仕し掛かけてきた。

「んん……っ」

　触ふれ合ってすぐ忍しのび込んできた舌は口こう腔こうを甘く溶とかす。舌を絡めるようにするとそれを甘やかすように吸われて、ジンと体の芯しんが痺しびれたようになった。

　あれほど時間をかけても解れなかった最さい奥おうが、キスだけで柔らかく蕩とろけようとしていた。

「は……ぁ」

　息苦しさを訴うつたえると、口づけは解かれる。腕うでを取られて洲世の膝ひざの上に乗せられると、きつく抱きしめられた。密着した肌はだが熱い。

「狭きよう量りような男で驚いたか？」

「ううん。そんなことないよ」

　洲世は自分自身を笑うけど、おれのことで心が狭せまくなってくれるのは、正直言って嬉うれしいことだった。

「流……」

　少しかすれた声で名前を呼ばれるだけで、ピクッと体が小さく震ふるえる。内うち腿ももをくすぐるようにされるとうねるような快感が這はい上がってくる。

「んっ、い……かも」

　反応を顕けん著ちよにした股こ間かんに洲世の手が忍び込む。もどかしさをどうにかしてほしくて擦こすりつけると、形のいい指が強弱をつけるようにもみしだいてきた。

「っ……ん」

　喘あえぐように呼吸を漏もらすと、強くなりすぎない刺し激げきで追い立てられる。扱しごかれるたびに体の奥が震えて、甘い疼とう痛つうが広がるようだった。

　先せん端たんから溢あふれた滑ぬめりを指に絡めながら、洲世は後ろを探さぐってくる。後こう孔こうを指の腹で押されると、さっきとは違ちがって受け入れるように呑のみ込んだようだった。

「大丈夫そうだな」

　おれに教えるように言いながら、洲世は柔らかくなった内側を優やさしく撫なで回す。

「や……っん」

　まるでじゃれ合うみたいな甘い愛あい撫ぶはおれをとろとろに蕩かせて、心の隅すみに巣くっていた不安などすっかり忘れさせてくれていた。





　次に目を覚ましたときは早朝だった。

　パタンという部屋の扉とびらが閉まった小さな物音に身じろぐと、ゆっくり瞳ひとみを開ける。隣となりにいるはずの人物はいなくなっていて、代わりにほんの少し前までそこに寝ねていたような形けい跡せきがあった。

　おそらく洲世は、日課となっている朝のマラソンへと行ったのだろう。朝食は抜いても走ることだけは止めない人だった。

　朝のマラソンは長いこと毎日欠かさず続けてきた日課なので、走らないと逆に体調が悪い気がするらしい。

　コンディションがよければおれもＭＴＢで伴ばん走そうするのだけれど、セックスをした翌朝はおれの体調を気き遣づかってか、洲世は一人で部屋を出て行くのが常だった。

　今出て行ったばかりだから、あと三十分は戻もどってこないかな……。

　寝起きのぼんやりした頭でそう思うと、次の瞬しゆん間かんにはガバッとベッドから起き上がる。おれにはやることがあったんだと思い出して、手っ取り早く目を覚ますためにバスルームへと駆かけ込んだ。

　あまり時間がないこともあって、熱めに温度設定したシャワーを手早く浴びる。手のひらで肌をなぞっていると、皮ひ膚ふの柔やわらかい部分にいくつかのキスマークが残っていてドキッとなった。

　昨夜の洲世は、おれを始終甘やかすように抱いた。きつそうに顔を歪ゆがめればその手を緩ゆるめて、ほどよい快感だけを与あたえてくれた。洲世の腰こし使いや甘い吐と息いきをまだ覚えている体は思い出しただけで反応してしまいそうになって、ダメだと首をふる。

　優しかったけど、昨日の洲世はいつもとどこか違っていた気がする。

　おれがすべてを説明できずにいるのが、いちばん洲世を心配させていることなんだろうけれど、やっぱり菱和さんとのことをよく思っていないみたいだった。

　イベントも目前に迫せまっていることだし、早く決着をつけなければいけないと思う。

　バスルームから出ると、リビングに置き去りにされていたバッグを持って洲世の書しよ斎さいに入った。自由に使っていいと言われているけれど、ここに入るのは久しぶりだ。

　大きな木製デスクにはメインのパソコンが一台ある。電源を入れて立ち上がるまでの間に、壁かべに造りつけられた本ほん棚だなをぐるりと眺ながめた。

　スポーツ選手だというのに、そうとは思えないほどの蔵書だ。

　クルマやスポーツに関する本もたくさんあるけれど、一番多いのは経済書だった。大学も経済学部を出ているし、これだけの量の本を読んだというのなら、やっぱり家業に就く気があるのかもしれない。

　家業を継つぐための教育を一通り受けているって菱和さんは言っていた。

　もちろん今の洲世がＦ１から離はなれることはないというのは分かりきったことだけれど、もし菱和さんや洲世のお父さんになにかあったら、周りの人間が放っておいてくれないだろう。

「……っと、早くしなきゃ」

　物思いに耽ふけっていると、時間が経たつのはあっという間だ。少し焦あせりを覚えながら、立ち上がったパソコンの前に座った。

　昨日忍ばせておいたイベントの企き画かく書しよを、バッグの中から取り出してもう一度読み直す。気になっていたページに折り目をつけて、昨日浮うかんだアイデアを頭の中でもう一度まとめた。

「まずは、菱和さんの言っていたレンタルをやめにして……」

　誰だれでも簡単に乗りこなせるわけではない電動アシスト付きＭＴＢのレンタルは、危険が予測できると洲世は懸け念ねんしていた。

　それならと、製品に興味を持ってもらえて安全性にも問題ない企き画かくを新たに書き起こす。

　責任者の目の届く範はん囲いの目立つ場所──つまり、イベントをやっている目の前で試乗してもらえば効果的なんじゃないかと思った。

「で、あとはプロトタイプの件か……」

　洲世は、まだプロトタイプであるものを堂々と人の手に触れさせることに嫌けん悪お感があるようだった。そんなところも完かん璧ぺき主義の洲世らしいと思う。

　だったら、プロトタイプを逆手に取ってしまえばいいんだ。プロトタイプだからこそできることもあって、思いついたアイデアを練りこんで企画書を直し終えた。

　プリントアウトをし終えて時計を見ると、洲世が帰ってくる時間になっていて、慌あわててまたベッドに潜もぐり込んだ。

　いつもであれば、走り終えて帰ってきた洲世が揺ゆり起こすまで熟じゆく睡すいしているから、再びベッドに潜り込んだわけなんだけれど、暖かい布ふ団とんが心地ここちよくて、洲世の帰宅を待っている数分の間にまた眠ねむってしまったらしい。

　揺らめく意識の中、誰かがおれの髪かみを弄もてあそぶように撫でている。

　愛いとおしむように、そっと優しく──。

　それが心地よくて、その手のひらに自ら擦すり寄った。

　無意識にもねだるような仕草をした後でハッと我に返って、パチッと目を開く。

「……あ、お帰り」

　髪を慰い撫ぶしていたのは、他ほかの誰でもなく洲世で、自分でも知らない間に甘えるようなことをしてしまったと、気き恥はずかしさを覚える。

　恋こい人びと同士のじゃれあいみたいなものに慣れていないせいもあって、いちゃいちゃすることに戸と惑まどいがあった。意外にも洲世はそういうの平気みたいなんだけれども。

「ああ……」

　けれども洲世は、優しい手つきとは違ってどこか上の空の返事だった。

「洲世？」

　問い返すといつもの調子で「なんでもない」と言われて、そう返されればそれ以上おれからは何も言うことができなかった。

　なにか違い和わ感かんのようなものを感じるけれど、もしかするとそれはおれの勘かん違ちがいかもしれなくて、ざわざわと騒さわぎそうになる胸をなだめて抑おさえつけた。

「──今日の予定は？」

　向かい合って朝食を食べながら質問することは、毎度同じことだった。

　洲世はルーティンワークをこなす会社員ではないから、一日の仕事を把は握あくすることからはじまる。自分の予定はノートパソコンの中で管理しているようだけれど、すべて頭に入っているのか、それを確かく認にんしている姿は見たことがない。

「スポンサーの会社訪問をいくつか」

「え、そんなこともするの？」

「すべての会社に足を運ぶわけじゃないが、来いと言われれば行くようにしているな」

　トークショーに取材に会社訪問にと、有名人はサーキット以外でもひっぱりだこで、休きゆう暇かというのは本当に名ばかりだなと思う。

「なんの保証もない自由業だからな。レースだけしていればいいってもんじゃないだろう？」

「有名人なのに？」

「そんなの今だけの一過性のものだ。所しよ詮せんは支し援えん者あってのおれだよ」

　支援者というのは、つまりスポンサーのことだろう。

　洲世が大小に拘わらずスポンサーとの付き合いを大切にしているのは、おれもよく知っている。だったらＡＭＥも……と思い当たったけれど、口に出すことはしなかった。

「ついて来るか？」

「おれは今日は同行できないよ。頼たのまれた買い物しないといけないし」

　本当の理由は菱和さんと約束があるからなんだけれど、買い物もするつもりだから嘘うそではないと自分に言い聞かせる。

　一つ隠かくし事をすると、誤ご魔ま化かさなければいけないことが二つも三つも増えてしまって、そのことがおれには重荷だった。

　嘘がすべて悪いわけではないし、嘘をつかない人間なんて逆に信用できないとも思うけれど、やっぱりこういうことは自分には向いていない。

　これでよく『偽ぎ装そう恋こい人びと』なんてやっていたなと、思い返すとおかしくなってしまうんだけれども。

「買い物って、蓮見のか？」

「そ。もー、あいつ人ひと遣づかい荒あらい！」

　自分でもそう宣言していた蓮見だったけれど、ここまでひどいとは思わなかった。

「イヤープラグはナントカというメーカーの最新のもので、ドリンクはどこぞのメーカーのこういうタイプのもので……なんていうこだわりがあるなら、人に探させずに自分で探せよって感じ」

「おまえが承しよう諾だくするからだろう。嫌いやならそう言えよ。マネージャーは小間使いじゃないんだから」

　愚ぐ痴ちを言いたかっただけなのに、洲世は聞き流してくれず、暗におれが悪いというような言い方をされる。

「そうなんだけどさ……」

　けれどもおれに負い目がある以上、蓮見には嫌だということはできないだろう。きっと、信しん頼らい関係も結べないままシーズンは終わっていくに違ちがいない。

　まだスーパーＧＴは開幕前であるというのに、そんな切ない予想までしてはため息をついた。





　洲世を送り出してから、おれは蓮見に頼まれた買い物を済ますために都内を走り回った。イヤープラグやドリンクだけじゃなく、他の細々としたものも面めん倒どうな条件や注文がついていて、もしかしたら遠まわしの嫌がらせじゃないかと考えてしまう。

　けれどもなんとか用事を終えて、約束した午後の三時に菱和さんのもとへと駆かけつけた。

　急なアポを無理に受け入れてくれたのだろう。十分ほど待たされて、南野さんに出してもらったお茶を飲んでいると、菱和さんが部屋に入ってくる。

「待たせたな」

「いえ。こちらこそ急にすみません」

　颯さつ爽そうとした足取りで菱和さんはやってくると、おれの向かいに座った。隙すきのない身のこなしは相変わらずで、シャープな眼鏡めがねが明かりを反射して微かすかに光っただけで居住まいを正したくなる。

「ああ、あの後きみは平気だったのか？」

「あの後？」

「わたしとの電話を洲世にとがめられたことだ。なんて言い訳をしたのか聞かせて欲しいな」

　口元を引き上げて、菱和さんは意地悪そうに笑った。もしかしたら、不ふ機き嫌げんにとがめるような洲世の声こわ色いろを思い出しているのかもしれない。

「もう忘れました！」

　険けんのある声で言うけれど、菱和さんはなお面おも白しろそうにおれを観察する。居い心地ごこちの悪さを感じて、昨夜洲世がつけたキスマークを隠すように、さりげなく襟えり元もとを正した。

「……あの」

　コホンとわざとらしく咳せき払ばらいをして話の流れを強ごう引いんに変えると、今朝プリントアウトした書類を菱和さんの前に差し出した。

「これは、イベントの企き画かく書しよを訂てい正せいしたものです。いくつか変へん更こうすれば洲世がひっかかっている部分を解消できると思ったので」

「きみが直したのか？」

「直すってほどのことじゃないですけど……」

　意外そうな顔をされて、そんなに驚おどろかれるほどのことはやっていないと逆に恐きよう縮しゆくした気分になる。菱和さんの企画書にほんの少し書き加えただけだ。

　それも、朝の数十分でなんて口が裂さけても言えない。

「まさかこんなものまで持ってくると思わなかったからな。勢いに任せて洲世をイベントに連れて行くと口走ったものの、どうしたらいいか分からずにオロオロしているものとばかり思っていた。意外に行動力があるんだと感心しているところだ」

　おれが再び菱和さんのもとへやってきたことに心底驚いているといった様子だった。

「それで、洲世はイベントに出ることを了りよう承しようしたのか？」

「いえ、まだ……」

　見直されたばかりのこともあって、決まりが悪く首を振ふる。

「ほう、それは……」

　菱和さんの目の色が、愉ゆ快かいだといわんばかりのものに変わった。

「でも、当日には絶対連れて行きます」

　今までにない強い態度できっぱりと断言する。おれの行動が面白がられているのだと知って、これ以上菱和さんを愉たのしませてたまるかという闘とう志しも燃えてきた。

「そんなに躍やつ起きにならなくても、失敗して別れるというのなら失敗してくれても構わない。それに、洲世がイベントに出ないというのなら、わが社としてはスポンサーとしての契けい約やくを打ち切るだけのことだからな」

　まるで当然のことのように言い切る菱和さんの表情を見て、背筋が凍こおりつく。

　菱和さんの本質を垣かい間ま見みた気がした。

　これはただの脅おどしじゃない。洲世がイベントに出なければ、この人は本当にチームとの契約を打ち切るつもりなのだ。書類にポンと判子を押すように、簡単に──。

「……っ」

　今いま頃ごろになって、自分が言い出したことがとてつもないことだということに気づく。カタカタと震ふるえそうになる拳こぶしをきつく握にぎり締しめた。

　もしも──。

　もしも、これがうまくいかなければ、一いつ緒しよに頑がん張ばってきたチームが存在できなくなる。

　いつも陰かげでおれを支えてくれていた高嶋さんや葦原を窮きゆう地ちに追いやることになる。

　そして、洲世との接点もなくなって……。

　まだ現実になっていないことなのに、想像しただけで指先が冷たくなるのを感じた。

「どうした、急に怖こわくなったのか？」

　菱和さんは蒼あおざめたおれを見て、鬱うつ蒼そうとした笑えみを張りつけた。

　きっとこんな状じよう況きようも、彼にとっては取るに足らないことなのだろう。

　おれたちが別れることも彼にとっては好都合だし、レーシングチームのスポンサーを引き上げても痛くも痒かゆくもなさそうだ。

　おれがこんなに悩なやんでいることなのに、この人にはその程度のことでしかないのかと思ったら沸ふつ々ふつと怒いかりすら湧わき上がってくる。

「しかし、理解できないな。そんなリスクを払はらってまで弟と一緒にいることに意味はあるのか？」

「……！」

「だいいち男同士なんて、周りが手放しで祝福するような間あいだ柄がらじゃない。いつまでも世間に隠れてこそこそと一生を過ごすのか？　あいつはＦ１にしろ会社を継つぐにしろ、日の当たる道を進んでいく。そういう風に生まれついた者だからな。だがきみはどうなんだ。日ひ陰かげ者ものとして一生弟に囲われて暮らすつもりなのか？　男としてそれでいいのか？」

「──うるさい！」

　矢や継つぎ早に繰くり出される質問が鬱うつ陶とうしくて、反射的に声を荒らげていた。

　こんなのはただの嫌がらせだと分かっているのに、心のどこかで不安に感じていたことをちくちく突つつかれて、思わず言葉を遮さえぎっていた。

　そんなおれの動どう揺ようを悟さとったのだろう。菱和さんはうっすらと口の端はしを上げて眼鏡のブリッジに指を置く。

「今なら引き返せるぞ。簡単だ。金を受け取って、弟の前から姿を消すだけでいい」

「そんなことはしません」

　失敗したら色んなものを失うかもしれない。心の奥底にこびりついた不安はあるけれど、それを押しのけてきっぱりと言い切った。

「あなたには絶対に認めさせてやるっ」

　震える声を抑おさえるようにして、おれはその場にすっくと立ち上がったのだった。



    

  
    
      

　　◆





　スーパーＧＴの開幕戦。決勝の日曜日は快晴だった。

「うっわー、富士山キレ～っ」

　パドックに降り立つと、グランドスタンドのちょうど左ひだり肩かたに富士山が悠ゆう然ぜんとそびえているのが見える。

　大自然のもとに広がる人造的なサーキットというのは不思議な印象があるものの、その違い和わ感かんになぜか愛着が湧いた。

　静岡県にあるこのサーキットは、世界でも屈くつ指しの高速サーキットと言われている。そのため、これほど恵めぐまれたロケーションだというのに、ドライバーたちには富士山を眺ながめている余よ裕ゆうなどはなさそうだった。

　天候の悪い日は霞かすみがかかって富士山の美しさは見ることができないけれど、今日は幸運にもその堂々とした姿を拝むことができた。

　おれは洲世の運転する車でサーキット入りしたわけだけれど、洲世はＦ１カーのデモランをするために協会から招待されているという立場で、おれは『Ｔｅａｍ　ＡＭＥ』のスタッフという立場だった。

　洲世には専用のピットはおろか二階建ての控ひかえ室まで用意されていたけれど、そこを使うことはなく、なぜかＡＭＥのホスピタリティに当然のような顔をして収まっている。

　ＡＭＥもチームスイートと呼ばれる二階建てのコテージのような部屋を借りていたからプライバシーは保てているけれど、ドアの外はファンの人だかりが山のようになっていて大変なことが起こっている。

「富士は改修工事をしてくれていてよかったよな」

　二階の窓から階下の人の群れを見下ろして高嶋さんは言った。

　富士スピードウェイは数年前にＦ１を誘ゆう致ちするため大おお幅はばな改修を行っていたのだ。古くからあるサーキットのため、改修前のピットやパドックはお世辞にも綺き麗れいで安全といえるようなものではなかったらしい。

「ホントだよ。この部屋が作られてなかったら今頃はテントだからね。覗のぞかれ放題でプライバシーなんてないに等しかったな」

　装備品のチェックをしながら葦原が同意した。

　ピットからわずか五歩でたどり着けるこの部屋には、トイレやシャワーはもちろんキッチン設備まで完備されていて、新築独特の建材の臭においに慣れてしまえば快適な空間だった。

　おそらく高嶋さんと蓮見の二人だけだったら、これほどファンが押しかけることはなかったはずだ。ＡＭＥのホスピタリティに洲世がいると知られてこんな騒そう動どうになってしまっている。

「ここって高いんでしょ？」

　みんなに飲み物を配りながらこっそり葦原に尋たずねると「ＯＬの給料くらい？」と返される。

「一月分ってこと？」

「そ」

「ええーっ？」

「しょうがないよね、有名人がいるから」

　葦原はチラリと洲世に視線をやった。

　この後にＦ１走行を控えた洲世は、チームの派手なレーシングスーツを着ている。プライベートだったら絶対に着ないような赤とオレンジの鮮あざやかなカラーリングが目に眩まぶしかった。

「洲世がいなかったら初戦からこんな贅ぜい沢たくできてないって」

　おれたちの会話を耳ざとく聞いていた高嶋さんが頷うなずく。

　しょうがないと言うけれど、洲世は昨年までＡＭＥと契約していたドライバーであって、今は形式上チームとはなんの関係もないはずだ。

　それなのに、その洲世のためにこんな部屋を借りるなんて、どれだけ特別扱あつかいなんだとびっくりする。

「去年チームをチャンピオンに導いたのは、あいつの力が大きいってことだろ？」

「へぇ……」

　レーシングチームというものは、ドライバーもスタッフも基本的に一年ごとの契けい約やくになる。だからこそ余計な感情の絡からまない事務的な関係と思っていたのに、意外にも絆きずなが強いようだった。

「ま、ウチが特とく殊しゆなんだろ。洲世がそういう風に作りあげたチームだからな。よって、新シーズンになってもメカニックたちはほとんど同じ顔ぶれだ」

「そういえば……」

　昨シーズンのメカニックたちをすべて覚えているわけではないけれど、今日挨あい拶さつした顔はほぼ全員見たことのある人たちだった。

　特にメカニックなどは毎年のように違ちがうチームを渡わたり歩く人が多いというのに、これだけ残留者がいるというのもすごいことじゃないんだろうか。

　人間関係がはじめからできているから、チームの結束力も強い気がする。

「そういうことだ。だから大将のお出ましとあれば、それくらいするさ」

「ふぅ……ん」

　なんでもないことのように高嶋さんは言うけれど、そんな風に洲世が作り上げたチームを引き継ぐことは大変そうだと感じた。もしかすると、このことも現実逃とう避ひしたくなった理由の一つかもしれない。

　一方で洲世を見ると、真しん剣けんな顔で蓮見になにかレクチャーをしているところだった。

　テーブルの上にはコースの見取り図とリザルト表があって、洲世はペンを持ちながら椅い子すを並べるようにして蓮見にアドバイスをしている。

　洲世の一語一句を聞き逃のがすまいというように、蓮見は食い入るように洲世を見ていた。

　洲世を前にした蓮見は、緊きん張ちようのためか興奮のためか頬ほおを上気させて、力の入りすぎた肩かたはがちがちに固まっている。そんな蓮見のことを関係者は「大だい丈じよう夫ぶか？」なんてからかっては面おも白しろがっているようだった。

　昨日の予選をＡＭＥは一位で通過していた。今日の決勝はポールポジションからのスタートである。他チームの結束力がまだ不安定な時期にあって、ＡＭＥはファーストドライバーが替かわったとは思えないほどの安定感を見せていた。大きなトラブルでもない限り、初戦は獲とれるだろうとの前評判だ。

　蓮見の５００クラスデビューも話題を呼んでいて、未来のＦ１候補と期待されている。

　おれとしては、順番的に高嶋さんが先だろうと思うのだけれど、なぜかこの人からはそういう野心のようなものが見えなくて、記者たちも今さら高嶋さんとＦ１を結びつけることはしなかった。

「──本当ですかっ！」

　淡たん々たんとした会話が続けられていたかと思ったら、蓮見から色めき立った声が上がった。どうやら洲世に褒ほめられたようで、あの蓮見が小こ躍おどりしそうな喜びようだった。

　瞳ひとみを輝かがやかさんばかりに嬉うれしがる蓮見のことを、洲世もどこか優やさしい目で見ているのが分かる。ほほえましい光景であるはずなのに、おれはそれを目にしてざわざわと心が不ふ穏おんに騒さわぐのを感じた。

　蓮見のことが羨うらやましいと思う。

　洲世に憧あこがれてやまないと声を大にして言えることや、洲世を前にしてその気持ちを隠かくさずにいられることが。

　そして、彼の思いは周りの人たちから理解してもらえて、今のように褒められて大喜びすると、「よかったな」って目で見てもらえる。

　そう思うと、おれが今こうしてここにいる意味が急に分からなくなってきた。

　蓮見よりもおれのほうが洲世のことを知っている。おれのほうが洲世のことを考えているし、おれのほうが洲世のことを好きだ。

　おれのほうがもっと……と思うことはいっぱいあって、今にもあふれてしまいそうになるけれど、おれはそれをほんの少しでも言葉や仕草で表すことはできなくて、必死で隠そうとする。

　──いつまでも世間に隠れてこそこそと一生を過ごすのか？

　この場にいるはずのない菱和さんの声が聞こえた気がした。

　いつもならここまで気にすることはないというのに、人にあやしまれたらと思うと、慕したっている気持ちを表すどころか、隣となりに並ぶことも今日は少し怖こわく感じる。

　だから余計に、感情をストレートに表せる蓮見のことが羨ましい。

　菱和さんに指し摘てきされるまでもなく、相手が男だから、有名人だからというだけで表ざたにできない関係をひどく窮きゆう屈くつに感じるときがあった。

　この関係は自分たちが納なつ得とくしていればいいと思っているけれど、納得しているはずなのに、ほんの時おりぐらついてしまう自分がいる。

　これがもし、葦原と高嶋さんのようにマネージャーとドライバーという関係だったなら、四六時中一いつ緒しよにいても関係をあやしまれることはないのだろうか。

　すごく仲が良さそうにしていても「信しん頼らい関係で結ばれている」で済まされてしまうものなのかな。

　そう考えると、恋こい人びとという立場はとても苦しいもので、スタッフというポジションにいることのほうが安全で安心できるような気がしてしまう。

　一度ネガティブな考えに陥おちいってしまうと、とことん後ろ向きの思考になっていってしまって、うまくいかないことのすべては自分に非があるような気すらしてしまっていた。

　洲世はおれのこと強いと言ってくれたけれど、蓮見の素す直なおさを見てこんなにもいじけた気分になるおれは強くもなんともない。

　──こんなんじゃ、嫌きらわれるな……。

　今のおれは、洲世が好きだといってくれたおれじゃない。他人の一言に振ふり回されるちっぽけで弱い人間だった。

「流」

　洲世に名前を呼ばれて、ふと我に返る。

「えっ？」

「そこにあるグリッド表取ってくれ」

「あ。うん……」

　言われるまま一枚の紙を洲世のもとへ差し出した。

「──おまえ、顔色悪くないか？」

　蓮見の手前もあって、表を渡したらあっさり洲世から離はなれようとしたのに、そのまま腕うでを掴つかまれて呼び止められた。

「べつに、どこも……」

　悪いところはないから早く放してくれと身を捩よじるけれど、洲世はおれの体を引き寄せると頬に指をかける。そして、頬を指先でそっと撫なでるようにして顔色をたしかめた。

「ちょっと」

　これじゃあまるで恋人同士がやる仕草だ。彼氏とか彼女とかの間あいだ柄がらでやることなら微笑ほほえましい光景かもしれないけれど、決して男同士でやるような仕草じゃない。

　放っておけば額を合わせて熱でも測ってきそうな勢いだったので、余計におれは気が気じゃなかった。ここにはおれたちの関係を知らない人だっているというのに……。

「なっ、なんでもないって！」

　洲世の指を振り払はらうと、パシッという乾かわいた音がした。

「あ……」

　それに一番驚おどろいたのはおれだ。

　軽く振り払ったつもりなのに、偶ぐう然ぜんにも強く当たってしまって動どう揺ようを隠せない。

　まさか洲世もおれに手を払われるとは思っていなかったらしく、二人の間になんともいえない白けた空気が流れた。いや、周囲にも固唾かたずを呑のんで成り行きを見守っている人がいるのが分かる。

「ご、ごめん」

「……ああ」

　とっさに謝るけれど、返ってきたのは硬こう質しつな洲世の返事だった。

「流、ちょっと」

　付いてくるよう顎あごで示した洲世は、レーシングスーツのポケットに手を入れて席を立った。おれが人目を気にしたことに気づいてのことだろう。それがもうおれに触ふれてこないとアピールしているようにも見えて、ギュッと心が引き攣つれる。

　部屋を出た洲世は、隣のラバトリーへとおれを連れ込んだ。

　パタンと、背後でドアの閉まる音がする。

「あの……」

　何か言わなければと思った。けれども、さっきのフォローをしなければと焦あせるほど言葉は見つからない。

「菱和か？　どうせあいつになにか吹ふき込まれたんだろう？」

　違ちがうと言えばよかったのに、おれは瞬まばたきで洲世の問いに答えてしまう。

「あいつがおまえを前にして厭いやみを言わないわけがないからな」

「そんなこと……」

「ないって、おれの目を見て言えるか？」

　強い語調で言われて、言葉が続かなかった。

　洲世をイベントに連れて行かなければいけないのに、ここでまた菱和さんの印象を益ます々ます悪くさせてしまって、おれはなにをやってるんだろう。

　企き画かく書しよも書き直して提出したし、あとは洲世本人を説得するだけなのに、タイミングがうまく掴めずまだ話をできずにいたのだ。

　ぐずぐずしているうちにあっという間に当日を迎むかえてしまっていた。

　やっぱりおれって使えない人間かも……。

　自己嫌けん悪おに苛さいなまれていると、背後のドアが突とつ然ぜん開いた。

「こんなとこでなにやってんだ？」

　声をかけられてドキッとする。

　用足しにきたのだろうスタッフの一人は、おれたちが浮うかない顔で向かい合っているのを不思議そうに見ていた。

「なんでもないっ」

　いったい彼はおれたちの関係をどう思っているのだろうと考えると、またいたたまれない気分になってラバトリーを飛び出していた。





「あーあ……」

　そのままホスピタリティを抜ぬけ出したおれは、人気の少ないピット上へと逃にげ込んだ。改装されてからのサーキットには制限エリアがたくさんあって、どこにでも入れるパスを首からさげたおれには一人になりやすい環かん境きようが整っていた。

「なにやってんだろ」

　ガラス張りになった、いわゆるＶＩＰルームと呼ばれる部屋から、ホームストレートを見下ろした。

　元はといえば、洲世と別れたくない一心でイベントの改案を思いついたというのに、当の本人であるおれたちがこんなではしょうがないな……と、呆あきれる。

　そして、もっとおれがうまくやっていれば、こんな風にギクシャクすることなどなかったんじゃないかとも思った。

　いつだってそうだ。

　おれの取る行動の一つ一つが洲世を困らせる。

　この間のスペインでも、もっとおれがうまく立ち回れていたらわざわざ洲世のライバルのもとへ泊とまることもなかったのに……。

　あの時の代だい償しようはリカルドからのキス一つで済んだけれど、世間知らずの上に好こう奇き心の強いおれは、無防備にふらふらしていて相当危険に見えるんだろう。

　洲世の懸け念ねんももっともなことで、いつもハラハラさせてしまう自分を申し訳なく思う。

「──きみか」

　聞き覚えのある声が聞こえて、振り返るとそこには菱和さんの姿があった。

　サーキットにいてもスーツ姿を崩くずすことはなく、その徹てつ底ていしたポリシーには圧あつ倒とうされてしまいそうになる。ホスピタリティで顔を見ないと思ったら、人気の少ないこんな場所で会ってしまうなんて。こんなに広いサーキットだというのに、顔を合わせることになってしまうなんてついてない。

「どうだ、洲世は説得できたのか？」

　コツコツと革かわ靴ぐつを響ひびかせて菱和さんは近づいてきた。

「それは……」

　痛いところを突つかれてギュッと唇くちびるを噛かむ。イベントまでもう一時間を切ろうとしているのに、たった今、そのチャンスを潰つぶしてきたところだ。

「わたしに啖たん呵かまで切ったというのに、きみの本気もそんなものか」

　相変わらずの高圧的な物言いが、おれの身をギュッと縮こませる。さすがに今回ばかりは反論もできなかった。

「ここで会った偶然に、今なら大サービスしてやってもいい。きみが弟の前から姿を消すなら、イベントのことは不問にしてスポンサーを続けてやってもいいだろう。そうすれば丸く収まるんじゃないか」

　菱和さんはさりげなく壁かべの時計を見る。おれもつられて見てしまって、無言の圧力をかけられた気分になった。

「おれが……」

　じりじりとした焦りを感じる。

　それがタイムリミットまであと少しということになのか、それとも菱和さんと向かい合っている現状になのか分からないけれど、今決めなければいけないと追い込まれそうになる。

「洲世と別れれば……？」

　本当になにもかもうまくいくというのだろうか。

　おれが我が慢まんすれば、丸く収まるというのは本当なんだろうか。

　不安に心が揺ゆれたとき、菱和さんのレンズの奥の瞳ひとみが不敵に細められた気がした。

「……おお、ここにいたか」

　すると、吹きだまったような重い空気を断たつように、背後から陽気な声が聞こえた。

「高嶋さん」

　振ふり返ると、そこにはレーシングスーツにベンチコート姿の高嶋さんがいる。聞くまでもなく、わざわざおれを捜しに来てくれたに違ちがいなかった。

　彼はおれのほかに菱和さんの姿を認めると、「この間はどうも」と挨あい拶さつをする。

「こんなとこでなにやってんですか。おたくの秘書が捜してましたよ」

「そうか、それはすまない」

　高嶋さんにそう言われてしまえば菱和さんがここに残る理由はなくて、話はうやむやのまま彼は部屋を出て行った。カツカツ響く靴くつ音おとが遠ざかると、気持ちを引きずられそうになっていた自分に気づいて、いいタイミングで現れてくれたと高嶋さんに感謝する。

　ホッと息をついたら「キツイこと言われたか？」と、高嶋さんにからかわれた。

「おれ、あの人苦手だ」

「葦原も同じこと言ってた」

　おれの言葉を聞いて高嶋さんは「だろーなぁ」と納なつ得とくする。人好きのする彼が他人のことをそんな風に言うのは珍めずらしいことだった。

「おれは昔からあの人のこと知ってるが、昔からあんな感じだからな」

「昔っていつ？　一いつ緒しよにカートやってたことあるって洲世は言ってたけど」

「ああ、それはおれなんかも知らない大昔の話だろ。洲世より先にはじめたとはおれも聞いたことがある。兄貴の真似まねして洲世もはじめたんだが、あいつは初めから桁けた違ちがいに速かったらしいからな。弟に抜かれるのが嫌いやで辞やめたんじゃないか」

「プライド高そうだもんね」

　洲世はカートをはじめたその日のうちにコースレコードを出したという話だ。菱和さんの性格を思えば高嶋さんの説は一理ありそうだった。

「おれが顔を合わせるようになったのは、菱和さんが社会人になってからだ。ＡＭＥの子会社で武者修しゆ行ぎようしてる時だな。おれたちはまだ高校生で、洲世は十八になってやっと免めん許きよが取れたばかりだというのに、勝つのが当たり前って態度だったからな」

「それってＦ３？」

「ああ、カートからＦ３にステップアップして初めから勝てると思うか？」

　アミューズメント施し設せつで見かけるようなカートと、Ｆ１を小さくしたようなＦ３のマシンを頭の中で比べてみる。ものすごく極きよく端たんなステップアップに驚おどろきすぎて笑ってしまいそうだ。

「まあ洲世は勝つつもりだったから、シフト操作に慣れるために免許もない頃ころから親おや父じさんのクルマ乗り回していたけどな」

「無免許!?」

「もう時効だろ？　そうでもしねぇとカートからいきなりフォーミュラなんてマシン乗りこなせなかったんだよ。洲世の時代にはジュニアフォーミュラなんて育成制度はなかったからな」

　ちなみに洲世より二つ年下の高嶋さんの時代には入門用のフォーミュラがあって、その育成機関でクルマの乗り方からレースの組み立て方まで丁てい寧ねいに教えてくれたらしい。

「そのデビュー戦で入賞したものの、表ひよう彰しよう台だいに上がれなかった洲世にあの人、なんて言ったと思う？　『道楽ならやめちまえ』だ。そうじゃないだろうって」

「それってもちろん、入賞するのも大変なんだよね？」

「当たり前だろ。デビュー戦で入賞なんて、普ふ通つうなら喜ぶところだ」

　高嶋さんは今思い出しても腹立たしいのか、表情を険しいものに変える。

「まあ、あんなでっかい会社を一人で背負ってるわけだから、おれなんかには想像できないほどのプレッシャーがあるんだろうけどよ、なんかあそこの兄弟は、ちょっとなぁ……」

　最後まで言葉を紡つむぐことなく語ご尾びを濁にごしたけれど、彼の言いたいことはよく分かった。

　おれが不思議に感じていたように、あの二人の兄弟仲はやはり特とく殊しゆなんだろう。

「……菱和さんは、洲世のことが羨うらやましかったのかな」

　なんとなく感じたことを口にして、そう考えると菱和さんの態度も理解できなくないなと思う。

「え？」

「会社を継つぐこと以外の選せん択たく肢しがなかったって言ってた。菱和さんは自由に生きている洲世のことが羨ましかったんじゃないの？」

「人を羨むようなタマかぁ？」

　にわかに信じがたいと高嶋さんは不服そうな声を上げる。けれどもおれは自分の意見に自信があった。

「自分で気づいてないだけかもしれないよ。弟を羨ましがる前に恨うらむことを覚えちゃったみたいだから。でも、あの人は洲世のこと買ってると思うんだけどなぁ」

　そう思う根こん拠きよは、あのイベントの企き画かく書しよだ。洲世をまるでヒーローのように扱あつかっていて、洲世自身がもうブランドだと書いてあった。

　あれを見てしまったおれは、口ではあれこれ言いながらも菱和さんは洲世を認めているような気がしてならなかった。

　それなら洲世がＦ１で走り続けることの理解も得られないものだろうか……。

「Ｆ１！」

　ぼんやりと考えごとをしていたおれは、ハッと我に返る。

　そういえば洲世がＦ１カーを走らせるという超ちよう目玉イベントがあったんだ。洲世がクルマに乗り込むまでの支し度たくはすべて葦原がやってくれているはずだから、おれは一ファンとして観戦しようとわくわくしていたのに、あやうく忘れるところだった。

「デモランって何時からだっけ？」

「そろそろ始まる頃だ」

　腕うでの時計を見つつ高嶋さんは答えた。

「お、血色が良くなったな。菱和さんと一緒にいたときは、おまえ土みたいな顔色してたけど」

　高嶋さんはおれの顔を見て、安心したように笑う。

　おれのことを心配してくれたのだろうか。自分も数時間後には決勝を控ひかえている身だというのに、どこまで人がいいんだろう。

　そういえば、この人に嫉しつ妬としちゃったんだっけ……。

「ん。どうした？」

　複雑な思いで高嶋さんを見上げると、晴れ晴れとした表情で笑いかけられる。天てん真しん爛らん漫まんに見える高嶋さんだけれど、心の内では深く物を考えている人だということはよく分かっていた。

「高嶋さんって、人目もはばからず葦原のこと追いかけてるけど、すごいことだよね」

「なんだそれ？　褒ほめてんのかけなしてんのか、どっちかにしろ」

　がっくりと肩かたを落として高嶋さんは言った。

　おれが茶化しているとでも思われたんだろうか。そういう意味で言ったんじゃないと慌あわてて否定する。

「褒めてるんだよ。周囲の状じよう況きようによっては気持ちを隠かくさなきゃいけないこともあるのに、すごいなって感心するよ」

「ないだろ」

　高嶋さんは間かん髪はついれずはっきりと言った。

「え？」

「気持ちを隠さなきゃいけないときなんて、ないだろーよ」

　迷わずそう答えられて、数度瞬まばたきを繰くり返す。

「え……でも、周りに知られたらマズイとか思わない？」

「別に。ややこしいことになりそうな状況のときは黙だまっていればいいだけじゃねぇの？　隠そうなんて思うからおかしなことになるんだろ」

　ものすごく簡単なことのように言われて、目から鱗うろこが落ちたような気分だった。いつも思うけど、高嶋さんと話をしていると、おれの悩なやみ事なんて本当にちっぽけなものだってことに気づかされる。

「隠さなくても……いい？」

「まあ、あいつの場合は有名だからデリケートな問題かもしれないが、偽いつわる必要はないだろう。それとも洲世からそうするように言われたのか？」

「ううん、そんなことは一いつ切さい──」

　そうだった。洲世からおれたちの関係を隠すよう言われたことなど、今までに一度もなかった。

　……ってことは、おれ一人で必要のないことに気を回していたってこと？

「だろうな。あいつはそういうやつだ」

　そうやって頼たのもしくしっかり頷うなずくから、その言葉を信じてみたいと思った。





　高嶋さんはおれを誘さそうと、洲世のデモランを観戦するためにピットロードに連れ出した。

　そこにはすでに蓮見の姿があって、コンクリートウォールによじ登りそうな勢いでコースへと身を乗り出していた。

　胸の高さほどの壁かべの向こうは、もうホームストレートだ。

　コースを挟はさんだ先にはグランドスタンドがそびえ立っていて、人が落ちてきそうなほどに満員の客席が見える。

　その誰だれもが最終コーナーをそわそわしながら見守っていた。

　あと数秒で姿を現すだろうクルマは、洲世の駆かるＥＳ０５のスペアカーだ。さきほどピットを出たＥＳ０５はタイヤを慣らすように蛇だ行こうし、徐じよ々じよにスピードをあげてホームストレートに差しかかろうとしているところだった。

　ＤＪ風のアナウンスが観客の心を煽あおりたてるように場内に響ひびく。

「きたっ！」

　まるで子供のようにそう言ったのは蓮見だった。

　フォーミュラ特有の甲かん高だかいエンジン音がまっすぐ響いてくる。

　徐々に影かげが見えたかと思ったら、次し第だいに赤いクルマへと形づくった。

　それがまるで自分に向かってくるような錯さつ覚かくを起こして、その速さに目を瞑つぶってしまいたくなるのを必死で堪こらえた。

　さすがに高速サーキットなだけあって迫はく力りよくが違ちがう。風圧に飛ばされてしまわないよう思わず壁にしがみつくと、驚くほどのスピードでクルマは目の前を駆け抜ぬけていく。

　耳が痛くなるようなエンジンの音が鼓こ膜まくをウワァァンと刺し激げきした。

「はっえー……」

　スピードが速いだけではない。クルマのデザインに風格や威い厳げんのようなものを感じさせられて、世界レベルの走りにスタンドは沸わき立つ。

「あれ、本当に洲世？」

　あまりの速さに目がついていけず、ヘルメットの柄がらすら確かく認にんできなかった。

「……だな。テスト走行を見てるが、それとは気き迫はくが違ちがうな」

　プロである高嶋さんも魅みせられたような口調で感想を零こぼす。

　スーパーＧＴ決勝前の余興だというのに、この場はすでに洲世の独どく壇だん場じようだった。熱いバトルもないたった一台のデモランに、多くの観客が目を奪うばわれている。

　洲世は悠ゆう々ゆうとＥＳ０５を操あやつって五周ほど周回したあと、ピットストップとタイヤ交こう換かんのためにピットロードに進しん入にゆうしてきた。

「入ったぞ！」

　誰かが叫さけぶ。その声が聞こえて、見ているこちら側に緊きん張ちようと興奮が走った。

　速度を落としてやってくる洲世のクルマを、おれは固唾かたずを呑のんで見守る。こんなすごいやつが、おれの恋こい人びとだということがすごく誇ほこらしくて、一人でドキドキと胸を高鳴らせていた。

「うわぁ」

　隣となりの蓮見からも、うわごとのような言葉が聞こえる。

　目の前にクルマが近づくと、急に蓮見のボルテージが上がったのが分かった。まるで舞まい上がったようになってしまって、ふらふらとクルマの前に飛び出しそうになる。

「危ないっ！」

　数歩駆け出した蓮見の腕にしがみつくと、引きずるようにして壁かべ際ぎわに押しやる。おれが力いっぱい引っ張ったせいで、蓮見は背中をコンクリートウォールに強くぶつけた。

「クルマの前に飛び出すなって、小学生でも分かるだろっ！」

　よろけた蓮見を頭ごなしに叱しかりつけると、蓮見は夢から覚めたような表情になった。

「あ……」

「あ、じゃないっ。プロなら自ら危険を招くな！」

「えっと、つい……」

「つい？　その油断が大事故に繋つながるんだよっ」

　おれのあまりの剣けん幕まくに蓮見は驚おどろいたようだった。

　今まで蓮見にはおとなしい人間と勘かん違ちがいされていたようだからびっくりするのも仕方ないことかもしれないけれど、おれにしてみれば地が出てしまっただけのことだ。

　抑おさえていた分の気持ちは、堤てい防ぼうが決けつ壊かいしたように勢いよく蓮見に流れてしまう。自分でも強く言いすぎだろうと思いながらも、止めることはできなかった。

　その態度に押されたのか、蓮見は小さく「ごめん」と言った。

　そう素す直なおに謝られると、途と端たんにおれが悪いことをしているような気分になってバツが悪い。

「……どこもなんともないならいいけど」

　いつも生意気な態度の蓮見が急に小さく見えて、おれはさっき壁に打ちつけた蓮見の背中をさすってやった。

「──あれで誤って怪け我がでもしてみろよ。蓮見の選手生命も棒に振ふることになるんだからな」

　そう言いながら、かつて洲世が事故でＦ１のチャンスを失っていることを思い出して悔くやしさがこみ上げる。

「蓮見も洲世のファンなら、それがどれだけ大変なことか知ってるだろ」

「……ごめん」

　今度は心から蓮見は言う。おれの言いたいことを汲くみ取ってくれているみたいだった。

　殊しゆ勝しように謝られて、ついきついことを言ってしまったとハッとなる。

「ううん、言い過ぎた。おれも大げさだったかも」

「いや、さっきのはおれが悪いから」

　そう言い合っていると、高嶋さんが珍めずらしく厳しい声で「おまえなぁ」と蓮見に向かって言ってきた。

「すみませんっ」

　咎とがめられる前に蓮見は潔いさぎよく謝る。高嶋さんは腕うで組ぐみをしてどうしたものかとしばらく思案していたけれど、蓮見をじっと見ると一つため息をついた。

「……分かってんならいいけど、洲世に二度とあんな事故を起こさせるような真似まねするなよ」

「はい」

　硬かたい声が短く返事をする。

　さっきまでの夢ゆめ心地ごこちはどこへ行ったのか、蓮見は萎い縮しゆくしたようになっていた。自分の浅はかな行こう為いを悔くやんでいるのだろうけれど、こんなに落ち込んでしまって決勝に響かないのかと、かえって心配になる。

「反省したか？」

　しばらく様子を見ていた高嶋さんが尋たずねると、蓮見は伏ふし目で「はい」と言った。

「んじゃ、忘れろ」

「……はい？」

　聞き間ま違ちがえたのかと蓮見は訝いぶかしげに顔を上げる。

「ひとしきり反省したならスッパリ忘れるんだな。それを引きずってミスなんてしたら許さねぇぞ」

　最後のほうは冗じよう談だんめいた口調で高嶋さんが言うと、蓮見の肩かたから余計な力が抜けたようになった。

「そうだな、罰ばつゲームとして車検場まで流と一いつ緒しよに洲世を迎むかえに行って来い」

「罰ゲームって……」

　高嶋さんの言葉に思わず突つっ込みを入れてしまう。けれども、そういった罰を与あたえられたおかげで蓮見の気が楽になっているように感じる。

「あと三周ほどで洲世は戻もどってくるだろう。おまえらの到とう着ちやくのほうが遅おそかったら、今度は二人して罰金だな」

「えーっ、おれも？」

　非難のまなざしを向けると、高嶋さんはニヤッと笑って「連帯責任だ」と言った。

「ほら、早くしろー」

　追い立てるように言ってベンチコートのポケットから車のキーを取り出すと、高嶋さんは蓮見の手のひらに握にぎらせる。

　意外に……と言っては失礼だけれど、高嶋さんにはリーダー性があるようだった。それはカリスマ的リーダーの洲世とはまた違うタイプだけれど、人の気持ちを読んで導く力はたしかにある。

　抜けたファーストドライバーの代わりにセカンドからスライドしてきたわけではない。この包容力と温かさが新生チームには必要だということがよく分かった。

　落ち込んでしまっていた蓮見の心の中は、洲世を迎えに行くという使命に塗ぬり替かえられていて、平常に戻るどころか高こう揚ようすらしている。

　そのせいだろうか、蓮見はチームのワゴンを運転しながら、自らおれに洲世の話をしてきた。

「……秋津さんのこと、ちゃんと好きなんだな」

「そうだって言ってるのに」

　何度恥はずかしいことを言わせるのかと蓮見を睨にらむ。

「どこが好きなのか、人によって違ちがうだろ。経済力とか地位とか名めい誉よとか、そういうのいっぱい持ってる人だから」

　容姿、才能、家いえ柄がら……と、蓮見は他ほかにもいくつか挙げていく。

「そうかもね。でも、そういうの一つもなくてもおれの気持ちは変わらないと思うよ」

「かもな。さっき流に怒ど鳴なられて、おれが思っていたような人間じゃないかもって感じた」

　蓮見に初めて「流」と名前を呼ばれて、嬉うれしい気持ちが駆かけ巡めぐった。今までおれに向けられていた嫌けん悪お感がすっかりなくなっているのが分かる。

　蓮見と初めて会った日には、まさかこんなことを話す日が来るなんて思わなかった。

「どんな人間だと思ってたんだよ」

　憮ぶ然ぜんとしながら言うと、蓮見は生意気にも「内ない緒しよ」と答えた。けれどもそれがむかつくことはなく、どこかくすぐったいような気分になる。なんだか心の通った者同士の会話のようだった。

　蓮見との仲が緩かん和わされたことで勇気が湧わいたおれは、この勢いに乗ってイベントもうまくいくような気がしていた。

　ううん、うまくいかせるんだ。揺ゆるがない一いち途ずな気持ちがあれば、洲世のことだって説得できる。だから、大だい丈じよう夫ぶだ。

　車検場にたどり着くと、ちょうど洲世がクルマから降りたところだった。控ひかえていた葦原にヘルメットを渡わたすと、洲世はタオルで汗あせを拭ぬぐいながらこちらへやってくる。周回数が少ないせいか、肌はだに滲にじむほどの汗しかかいていないようだった。

「お疲つかれ！」

　少し前に感じさせてしまった気まずさを吹ふき飛ばすように、明るい声を出して洲世に駆け寄る。そんなおれにつられたのか、それとも走行後の清すが々すがしさもあるのか、洲世は穏おだやかな表情でおれにタオルを渡してくる。

「迎えにきたんだけど、葦原も乗せて帰ったほうがいいのかな」

「いや、あいつは原チャリだから置いてって構わない」

　洲世が葦原に手を上げると、葦原はおれたちが車で迎えに来たことを理解したようで、ひらひらと手を振り返した。

　それならと、ファンに囲まれてしまう前に洲世を後部座席に乗せる。

「決勝前だろう。いいのか？」

　洲世は運転手役となっている蓮見に声をかけた。決勝前の過ごし方は人それぞれで、中には昼ひる寝ねをして過ごす人もいるくらいだけれど、こんな運転手まがいのことをやっている人も珍しいんじゃないだろうか。

「平気です。おれは何かしてたほうが調子がいいんですよ。落ち着いちゃうと闘とう争そう心が薄うすれるみたいで……」

　もしかしたら、そんな蓮見を見み越こして高嶋さんは洲世を迎えに行くよう言いつけたのかもしれない。高嶋千歳という人物を表面しか知らない人なら「まさか」と笑い飛ばすだろうけれど、あの人のことなら十分に考えられる。

「じゃ、出発します」

　ＡＭＥのピットに戻ろうと車をＵターンさせた蓮見に、おれは慌あわてて「グラスタ裏へ」と告げた。

「グラスタ？」

　ピットとは逆の場所を言われて、蓮見はどうしたものかと怪訝けげんな表情になった。どちらに行けばいいのだろうかと、いったん車を停車させる。

『グラスタ』とはグランドスタンドの略で、『グラスタ裏』と言うとレース中の色んなイベントが行われる場所を表す。

「寄り道したいのか？」

　いきなり妙みようなことを言い出したと、蓮見は不思議そうにおれを見る。

「イベントだよ。ＡＭＥの」

　われながら苦しいと思うけれど、強ごう引いんに押し切るように言って洲世を振り返った。

「それは断ったはずだ」

「洲世はね。でも、おれが受けた」

　きっと、勝手なことをしたと怒おこられるんだろう。覚かく悟ごを決めながら、努めて毅き然ぜんとして言い切る。

「なに？」

　予想通り眉まゆを上げた洲世に、おれは機会があったら見せようとシザーケースにずっと入れていた企き画かく書しよを取り出して広げる。

　洲世は数秒ほどじっとおれを見て、それから渋しぶ々しぶ企画書に目を通した。

「洲世がＮＧを出したレンタルの件とプロトタイプの件は直したつもりだけど」

　なんて言われるか想像すると怖こわいけれど、こうなってしまえばもう、なるようになれという心境だった。

「……おまえがやったのか」

　その言葉では気持ちが量れずに、恐おそる恐る後部座席の洲世を見る。少なくとも「よくやった」と言ってくれるような顔をしてはいなかった。

　おれが一人で話を進めるようなことをして、今まで自分に黙だまっていたことが面おも白しろくないんだろう。あの時言っておけばよかったと思える瞬しゆん間かんが何度かあったけれど、今それを後こう悔かいしてももう遅い。

「洲世がイベントに出さえすれば、スポンサーは降りないって菱和さんは約束してくれたよ」

「おまえ、もしかしてそれで菱和と？」

　その言葉にドキッとした。

　元々菱和さんと接せつ触しよくしたのは、洲世と別れるよう言われたからだ。けれども、そんなことを洲世に教えられるわけがなくて、「まあね」とだけ言っておく。

「ちゃんと話し合えば、理解できることもあると思うんだ。洲世も菱和さんも譲ゆずれない部分はあると思う。でも、それを大事にしつつ歩み寄れないかな。お互たがいを思い遣やれればうまくいくこともあると思うし……」

　その言葉は洲世と菱和さんの兄弟仲だけでなく、自分にも当てはまることだった。

　洲世との関係も二人で完結するのじゃなくて、大事な人にはわかってもらう努力をするのも大切だろう。そうすれば、きっといつか想おもいは届くと信じたい。

　しばしの沈ちん黙もくが車内に流れた。

　五秒だろうか十秒だろうか、握り締しめた手のひらがじっとりと汗ばんできた。洲世の表情からは、おれに呆あきれていることがよく分かる。

　冷たい声で厭いやみを言われるのか、それとも低い声で怒られるのか、どちらだろうかと身を硬かたくして洲世の言葉を待つ。

　すると、停車しているおれたちの車を邪じや魔まとばかりに、後続車にクラクションを鳴らされてビクッと肩かたを揺らした。

「車、出すよ！」

　重い空気を断たち切ったのは蓮見だった。ステアリングを握にぎる者に決定権があるとでもいうように、シフトレバーに手をかける。

「ど、どこへ？」

　ここまできて、蓮見の判断でピットへ戻もどられてはたまらない。焦あせって尋たずねると、蓮見はおれに向かって大きく頷うなずいた。

「グラスタ裏だろ？」

　おれたちの会話で大体のことを掴つかんだのか、蓮見は頼たのもしく笑いかけてくる。表情を見る限り、この場は任せてしまってもよさそうだった。

「よろしく！」

　背後の洲世に視線をやると、特に異論を唱えることなくシートに背を沈しずめた。機き嫌げんを損そこねてしまったのかとドキッとするけれど、よく見るとその姿は「仕方ないな」と語っていた。





「蓮見、ちょっと急いで」

「無茶言うなよっ」

　運転席から文句が飛んできた。

「結構ヤバイ時間なんだよ。近道とかない？」

「あるわけないだろっ」

　イベントの企画書に記されていた洲世の登場時刻まであと五分を切ってしまっている。多少の遅ち刻こくは仕方ないと思うけれど、時間に遅おくれたことを理由に菱和さんからなにか言われそうで嫌だった。

　グランドスタンド裏までは車を走らせればそれほど距きよ離りはないはずなのに、車道を歩行者が埋うめ尽つくしていて、なかなか前に進まなかった。

「なんでこんなに混こんでんだよ。つーか、車道に広がって歩くな」

　蓮見はイラついたように、運転席から相手には聞こえもしない文句を言う。

　普ふ通つうであれば二、三分で着くような道のりも、この調子だと十分はかかってしまいそうだ。

　到とう着ちやくしたらイベントは終しゆう了りようの時刻だった……なんてことにはならないだろうけれど、この状じよう況きようはかなり焦る。

「どうしよう……。おれ、降りて誘ゆう導どうしようか？」

「うーん……」

　蓮見もどうしたらいいのか分からないと頭を悩なやませる。クラクションを鳴らしても、多勢に無勢で歩行者はなかなか端はじに避よけてくれなかった。

　あとちょっとだというのに……。

　ここまできて、運に見放されたような気分になる。やはり、そんなに都合のいいようにできていないってことなんだろうか。

　それでもじりじりと車を進めていると、運転席にいるのが蓮見だと気づいた者がいて、ざわざわと波は紋もんのようにどよめきが広まった。

　歩行者は車を避けるどころか、逆に車を取り囲むように寄ってくる。

　洲世のいる後部座席にはカーテンがかかっているけれど、フロントガラスから車内を覗のぞかれてしまえば、存在がばれないとも限らない。ルーキーの蓮見でさえこんな状況を引き起こすのだから、それが洲世ともなれば、もっと大おお騒さわぎになるのは時間の問題の気がした。

「──ダッシュボード開けてみろ」

「え？」

　どうやってこの場を脱だつ出しゆつしようか考えあぐねていると、後部座席から洲世の声が聞こえて慌てて振ふり返る。

「緊きん急きゆう車両用の回転灯が入っているはずだ」

「回転灯って？」

　意味が分からなくて言われるままダッシュボードを探さぐると、パトカーなんかに搭とう載さいされているようなライトが出てきた。

「なにこれっ？」

　パトカーと違ちがって青色をしているけれど、ためしにスイッチを入れるとライトが回転してサイレンが鳴り響ひびく。蓮見に渡わたすと物もの珍めずらしそうにそれを見て、窓から腕うでを伸のばして屋根の上に置いた。

「エントランスが渋じゆう滞たいしてピットまでたどり着けそうもない時にたまに使ったりするものだ」

　ハッとさせるようなサイレンの音が響くと、車道に広がって歩いていた歩行者たちは、車が通れるほどの道みち幅はばを開けてくれる。すごく目立って恥はずかしかったけれど、急いでいる今は背に腹はかえられない。

「──すごい効果だな」

　スムーズに走れるようになって、感心したように蓮見が言った。この調子なら大幅に遅れることなくイベント会場に到着するだろう。

　洲世がこの回転灯の存在を教えてくれたということは、イベントに出演することを承しよう諾だくしたと思っていいのだろうか。

　もう一度洲世を振り返ると、「しょうがないんだろう？」という返事が返ってきた。

「おまえの出した改案自体に異論はないからな」

「本当に？」

　食い入るように見つめると、洲世は険のあった表情を少し和やわらげた。

「ああ。おれのことを考えてくれているのはよく分かったよ。おまえの無茶も強ごう引いんさも、半分はおれのせいかもしれないと諦あきらめたところだ」

「……ごめん」

　嬉うれしさとすまなさの両方を同時に味わう。これ以上洲世に心配をかけないようにしようと心に決めた。

「でも、面おも白しろくないよな？」

　洲世は自分のペースを乱されたり、自分の知らないところで物事が進んでいたりするのが嫌きらいなはずだ。分かっていながらその両方をしてしまったおれのことを呆れているんじゃないだろうか。

「面白くないが……おまえと付き合っていくなら、慣れるしかないだろうからな。それに、燻くすぶっていたおれをトップに押し上げたのはおまえだろ？　そんなおまえの言い分なら聞かずにいられないからな」

　蓮見の前だというのに、人目もはばからず赤面するようなことを言われて困こん惑わくする。けれども嫌な気分ではなかった。

　あまりの恥ずかしさに後ろを振り返れなくて、チラッとバックミラーに目をやったら鏡越ごしに視線が絡からまる。

　気持ちを偽いつわる必要はないと言った高嶋さんの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。

「──着いたぞ」

　蓮見の声にハッとして時計を確かく認にんすると、ちょうど洲世が登場する予定の時刻になっている。

　ステージではすでにイベントが始まっていて、多くの人だかりが見えた。ちょうどＭＴＢを紹しよう介かいしているところで、テンポのいい音楽に合わせてちょっとしたショーが繰くり広げられている。演出のせいか、もうすでに会場は盛り上がっているようだった。

　集まっている人たちを驚おどろかせないようにと、回転灯をしまいこむ。

「オンタイムだ！」

　イベントステージの裏に車を寄せて、慌あわててバックヤードに向かう。

「すみません、遅おそくなりましたっ」

　バタバタと足音を立てて駆かけ込むと、そこには菱和さんの姿があった。

　こんな陽気なイベントには不似合いなスーツ姿で、いかにもおれたちを待ち構えていたというように腕うで組ぐみをして立っている。

「──来たな」

　菱和さんの視線はおれの背後に向けられていて、振り返ると洲世が顔を出したところだった。

「こいつにここまでされればな。来ないわけにいかないだろ」

　洲世は憮ぶ然ぜんとしてそう答えた。

　菱和さんはそんな洲世のことを少し目を細めて見ると、側に控ひかえていたイベントスタッフに合図をして洲世の身み支じ度たくを調えさせる。

　すると、ステージ上でＭＣを務める女性から洲世の名前が呼ばれて、詰つめ掛かけた観客から拍はく手しゆが沸わき起こった。

「約束は果たしたからな」

　洲世はそう言い残すとステージへと出て行く。

　予定ではここで少しトークをした後に握あく手しゆ会へとなだれ込むはずだ。その進行はここにいるスタッフに任せてしまっていいだろう。

「──契けい約やくは続行か」

　ステージへと姿を消した洲世を見送って菱和さんは呟つぶやいた。その言葉を聞いて、ホッと胸を撫なで下ろす。

「これで、おれのこと、ちょっとは見直してくれますか」

　ずいっと一歩、菱和さんへとにじり寄る。

「こんなことは出来て当然のことだ。むしろ時間いっぱいまで待たせたことを詫わびるべきじゃないのか」

「え？」

　予想外の言葉を聞いてポカンと口を開いた。「イエス」という答えを期待していたのに、それを得られなかった。打てると思っていたボールを空から振ぶりしてしまった気分になる。

　けれども、別れるよう強要されないのであればそれでよかった。たとえ相手が菱和さんでも、時間をかければ認めてもらえるチャンスはこれからいくらでもある。

　とりあえずは丸く収まったと安心してもいいだろう。

「──きみは洲世に可愛かわいがられているだけの存在かと思ったが、そうでもないんだな。いつ泣き出して逃にげ出すかと思ったが、そういう真似まねをしなかったことは認めてもいい」

　そう言って、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが愉ゆ快かいだと言うように笑った。

　もしかしたら、歩み寄られているのだろうか？　分かりにくいセリフだったけれど、今のは自分の都合のいいように褒ほめ言葉にとってしまおうと決める。

「ただし、弟のことを認めたわけではない。そこを勘かん違ちがいするな」

　気持ちが浮ふ上じようしたところをまた突つき落とされてがっくりくる。

　けれども、なんだかこのやり取りにも慣れてきたみたいだ。人の意見になど耳を貸さないような独善主義に見えて、その実ちゃんとおれみたいな者にまで目を配っている。そういう人だって分かったから。

　冷たく閉とざしている心の本音の部分まで、いつか話ができるといいけど──。

　それ以外は相変わらず言葉を交かわすことはなかったけれど、側にいることが苦痛に思えるような空気ではなかった。

　一方でイベントのほうはというと、大だい盛せい況きようの様子を見せていた。

　洲世が難色を示していたＭＴＢのレンタルはやめて、おれが提案したように、イベントステージの隣となりに広く借りたスペースで試乗してもらうことにした。インストラクターをつけて、誰だれもが安全に乗りこなせるようになっている。

　また、試乗という形にしたことで、最後にアンケートを実じつ施しするようにもした。プロトタイプというのを逆手に取って、ユーザーの生の声を聞こうという試みだった。うまくいけば、この意見が今後の製品作りに活いかされるかもしれない。

　やがて握手会を終えた洲世は、ステージを降りるとバックヤードに戻もどってきた。

「手痛くない？」

　アイドルなんかの握手会は、握手のしすぎで手が腫はれてしまうと聞いたことがある。そうなったら大変と、待っている間にタオルを濡ぬらしておいたのだ。

　ひんやりしたそれを渡すと、洲世は手を拭ぬぐった。

「いや、気を利きかせて人数制限してくれたみたいだからな」

　洲世はチラリと菱和さんを見た。

「人数制限？」

　おれはそこまで気が回らなかったから、きっと菱和さんの提案なんだろう。イベントに間に合わなくてもいいなんて言っていたくせに、ずいぶん用よう意い周しゆう到とうなことだ。

　それを知って、彼の本心はここにあるのではないかという気持ちになる。

「おれの出番はもう終わりか？」

「うん、一応は」

　意外にもあっさりと握手会が終わってしまって物足りないのだろうか。洲世をうかがうと、なにかをやりとげたという達成感は感じられなかった。

　もうデモランも終わってしまったし、仕事量が足りないというのなら、少しくらいの残業はいいだろう。

「だったら、インストラクターに交ざってくれば？」

　おれはバックヤードの隙すき間まから広場を指し示す。

　フェンスで囲まれたそこには、数人のインストラクターとともにＭＴＢを乗りこなす人たちがいる。大人おとなから子供までわいわいと賑にぎやかで楽しそうにしていた。

「なに言ってんだよ」

　おれの提案を聞いていた蓮見は、洲世がそんなことをするなんてありえないと言いたげに笑い飛ばす。

　たしかに、大勢に交じって和わ気き藹あい々あいとしている洲世なんて、出会った頃ころだったらおれもイメージしていなかった。けれども、洲世が意外とそういうことが好きだということを知っているおれは、傍かたわらの洲世を見上げた。

「そう言うなら少しだけな」

　おれの勧すすめもあって、洲世は積極的に輪に入っていく。驚くべき飛び入り参加の登場とあって、その場はさらに盛り上がりを見せた。

「すげぇ……」

　親子連れに交じってインストラクターの指導を受けている洲世を見て、蓮見は目を丸くしている。たしかに、大衆と洲世という取り合わせは傍はたから見ていてなかなかおかしな図になっていた。

　こういうことになるのなら、カメラでも持ってくればよかった。きっとこんな画像を公式サイトにアップしたなら、ファンからの反はん響きようがすごいだろう。

　微笑ほほえましくも思える姿を目にして、おれはぷっと笑う。肩かたの力が抜ぬけたせいか、足元が妙みようにふらふらした。

「あれ？」

　視界がぐらりと揺ゆれて、膝ひざがガクッと折れる。

　どうしたんだろうと違い和わ感かんを覚えたときには、すでに意識が遠のきつつあるようだった。頭が痺しびれたようにぼんやりして、体が空気に溶とけるほど軽くなるのを感じる。

　しっかりしなきゃと思っているのに、傾かしいでいく体を支えることができなかった。

「……っ！　リュウ……ッ」

　蓮見がおれの名前を呼んでいる声が遠くに聞こえたようだった。





　目を開くと、真上には見慣れない天てん井じようがあった。

　真っ白い石せつ膏こうのような素材だ。自分の部屋ならクロス張りだし、洲世の部屋ならもっと豪ごう華かな素材でできていた気がする。

「ここ……？」

　いったい自分はどこにいるのだろうと、視線を彷徨さまよわせる。

　自分が横たわっているのは、まるで学校の保健室にあるような簡易なベッドの上だった。消毒に使う薬品の臭においがツンと鼻を刺し激げきする。

　ああ……おれ、倒たおれたんだっけ……。

「やばいっ、決勝！」

　急に現状を思い出して、パッと目を見開くと勢いよく起き上がった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　静かな声がおれを押しとどめる。

　ベッドの脇わきには、まだレーシングスーツを着たままの洲世の姿があった。

　患かん者じやが座るような丸い椅い子すに腰こし掛かけて、長い脚あしをもてあましたように組んでいる。

「心配するな。決勝なら今のとこトップを独走中だ」

　そうと聞いてホッと安心した。おれのせいで決勝に響ひびくようなことがあったなら自分を責めても責めきれないだろう。

「自分が倒れたの覚えてるか？」

「うん、そこまでは。ここは……メディカル？」

「そうだ」

　ということは、洲世と蓮見がおれをここまで運んでくれたんだろうか。

　まだ着き替がえていない洲世を見ると、おれが起きるまでずっと側にいてくれたんだろうと思う。

「顔色が戻ったな。具合はどうだ？」

　洲世はおれの額に載のせられた冷れい却きやくシートを取って新しいものに替かえると、観察するようにまじまじとおれを見た。

「うん。平気……かな？　それよりおれ、どれくらい寝ねてた？」

「一時間くらいか？」

「うわー、おれマネージャー失格」

　ぐっすり眠ねむったせいか、頭はすっきりしている。倒れたなんて信じられないくらい穏おだやかな目覚めだった。

　ドライバーに医務室まで運ばせてしまうマネージャーなんて、どんなに大した身分なんだろう。

　それどころか、ドライバーに心配をかけたまま決勝をスタートさせてしまうなんて最悪だ。

「そうでもないんじゃないか？」

　少なくとも蓮見はそう思っていないだろうと洲世は言った。

「えー、そんなことないよ」

　こんなに世話の焼けることをして、自分の体調管理もできないのかと、顔を合わせればすぐに厭いやみでも言われそうだ。

　けれども、何を言われても仕方がないなとため息をつく。

「あとどれくらいでレース終わりそう？」

「もう終しゆう盤ばんだろ。そろそろ決まる頃だな……」

　洲世がこんなに落ち着き払はらっているところを見ると、ＡＭＥは本当に独走状態なのかもしれない。それならトップでゴールするところを見たかったなと悔くやしい気分にもなる。

「優勝はこの先何度もするだろうから、そうがっかりするなよ」

　なだめるように言うと洲世は、おれの前まえ髪がみを何度かかき上げた。ひんやりした手が気持ちよくて軽く目を閉じる。静かな空間なこともあって、黙だまっているとまどろみそうになった。

　しかし、空気を破るように部屋のドアがコン、コンとノックされる。返事をするとドアが開けられた。

　そこに現れたのは菱和さんだった。

　思いもよらない相手の出現に、洲世もおれの頭から手を退どけると、背後を振ふり返って見た。

「大丈夫か」

　予想もしていない一言が告げられる。おれに向かってそう言ってくれたということは、心配してくれているんだろうか？

「はい。すみません、お騒さわがせして」

　ベッドの上で居住まいを正すと、菱和さんに向かって頭を下げた。

「イベントが大だい盛せい況きようだったことだし、それは不問にしておこう」

　きっと菱和さんにも迷めい惑わくかけてしまっているだろうに、寛かん大だいな言葉だった。

「洲世の意外な面も見れたことだしな」

　思い出したように菱和さんは口元を綻ほころばす。

「意外って？」

「ああ、倒れたきみを見て血相変えていたからな。あんなに動どう揺ようする洲世というのも久々に見た気がする」

　まるでからかうように笑いながら、菱和さんは洲世を見た。それが親しいものに対してのものに見えて、心の奥で秘ひそかに安あん堵どした。

「え……動揺!?」

「……人が倒れているのを見て、慌あわてないほうがおかしいだろう」

　おれが驚おどろくと、洲世はどこかいまいましそうに言う。

「いや、おまえなら涼すずしい顔で応急処置くらいこなすだろう」

　おれもその菱和さんの意見には賛成だ。それなのに血相変えていたってことは、相手がおれだったからと考えるのは思い上がっているだろうか。

「ニヤニヤするなよ」

「えっ、うん。ごめん」

　じろりと洲世に睨にらまれて謝る。けれども頬ほおが緩ゆるんでしまうのは止められなかった。笑いをこらえながら、ムッとする洲世をなだめるように何度か肩をポンポンと叩たたく。

「……きみが倒れたのは、わたしが原因か」

　おれたちのやりとりを見ていた菱和さんは、ふいにそんな言葉を口にした。

「どういうことだ」

　洲世は目を眇すがめて菱和さんを見る。なんだか嫌いやな予感がした。

「おまえと別れるように何度も迫せまったからな」

「なに？」

　洲世は気色ばんだ。あれほど隠かくさなきゃいけないと思っていたことが、本人の一言で明るみに出てしまう。

「わーっ、その話、なし、なし」

　もう遅おそいと思いながらも、おれは慌てて首を振る。

　洲世はおれの態度から、菱和さんが別れを迫ったことが事実であると感じ取ってしまったようだった。

「……別れるつもりはない」

　低く通る声で、はっきりと洲世は宣言した。

　きっとそう言ってくれるだろうと思っていたけれど、迷うことなく断言する洲世の姿にドキッとさせられる。堂々としていて、おれにはもったいないくらいの人だ。

　やっぱり洲世を好きになってよかったと心から思った。

「おまえに言われなくても、彼にさんざん言われたよ」

　もうそんな言葉は聞き飽あきたとでもいうように、菱和さんは辟へき易えきとして言う。飽きられるほど言ってはいないと思うけど、態度に出てしまっていたのかと照れくさくなった。

「まさかおまえ、それで菱和と連れん絡らくをとってたのか？」

「え、うーん、そうかな？」

　やはりどうしても肯こう定ていしにくくて、あいまいな返事をした。けれどもきっと洲世には気づかれていることだろう。

「今後一いつ切さいおれたちのことには口出ししないでくれ」

「わたしはおまえの兄だぞ。兄が弟の行く末を案じるのは当然だろう」

　洲世にかかわってくるなと言われたことが不本意だと言いたげに、菱和さんは憮ぶ然ぜんとして腕うでを組んだ。けれどもそんな菱和さんを見て洲世は、「なにが兄だ」と吐はき捨てるように言う。

「いつあんたがおれのことを心配したことがあった？　あんたが心配しているのは会社のことしかないだろう」

「なんだ、分かってるじゃないか。それならおまえが父親やわたしにどれだけ甘えているのかも分かっているんだろう？」

　洲世はそれには答えず、冷ややかな目で菱和さんを見た。洲世の視線を受け止めると菱和さんはフッと笑う。そして洲世をわざと煽あおるように「早く大人おとなになってくれよ」と言った。

　側で見ていてハラハラしてしまうけれど、長年培つちかってきたこの関係はなかなか変えることはできないのだろう。

「──さて、そろそろ退散するか」

　菱和さんは、来る時も唐とう突とつなら帰る時も唐突にそう言って部屋を出て行こうとした。

　これできっとしばらく会うことはないだろう。そう思うと喜んでもいいはずなのに、なにか淋さびしくも感じてしまう。胃が痛むような思いをさせられていたというのに、別れるのが名残なごり惜おしかった。

「あの……」

　つい引き止めるような言葉を発してしまい、けれども話すことはなにもなくて、その先の言葉は続かない。菱和さんはしばらく足を止めて待ってくれていたようだけれど、おれが何も言わないと知ると微かすかに笑った。

「弟に愛あい想そ尽つかしたら教えてくれ。ビジネスマンとしてきみを鍛きたえてやる」

「ええ……っ？」

　問題とも思える発言を投下させると、菱和さんはスーツの裾すそを翻ひるがえして医務室を出て行った。

「ったく、あいつは」

　洲世は菱和さんの身勝手さに舌打ちする。

「……というか、なんだ今のは？　おまえはなんで大事なことをおれに言わないんだ」

　再び二人きりになると、洲世はベッドサイドへにじり寄ってきた。片足で乗りあがるように枕まくら元もとへ腰こし掛かけると、目線をおれと同じ高さにする。

　そうされると、正面切って怒おこられるよりも、罪悪感みたいなものがより強く感じられるようだ。そわそわと落ち着かなかった。

「……だって、洲世が嫌な思いすると思ったし。二人して嫌な気分になるより、おれ一人で嫌な気分になってたほうがよくない？」

　おれの主張を聞くと、洲世はふうっと一つため息をついた。

　そして、おれの顔を両手で挟はさむようにして、まるで子どもに言い聞かせるように顔を寄せてくる。

「逆だろ。嫌な気分は二人で共有すれば半分になるんじゃないか？」

「あ……」

　おれは呼吸も忘れてパチパチと瞬まばたきを繰くり返した。

　共有するという選せん択たく肢しが、まったく頭の中になかったのだ。楽しいことも嫌なことも分け合うというのはとても自然なことで、おれだけが犠ぎ牲せいになるという考えはひとりよがりだったと知る。

　もし洲世がそういう行動に出たとしても、おれは嬉うれしいと思わないだろう。

　それは、洲世だって同じなのに……。

「分かったか？」

　コツ……と、洲世は額を当ててきた。

「分かったよ。今度からそうする」

「今度はないよう願いたいがな」

　ふと視線が絡からまって、笑いながら軽く唇くちびるを合わせる。ここが医務室だって分かっていたけれど、止まらなかった。

「……気になるか？」

　洲世は瞳ひとみの奥を覗のぞくようにおれを見る。

「えっ」

「人目を気にしていただろう？　今誰だれかに踏ふみ込まれたら大変だな」

　洲世の言うように、こんな体勢でいるのを見られたら言い訳もできない。少し前のおれだったら手を振ふり払はらっていたけれど、無理やり気持ちを押し隠す必要はないんだってことが分かった。

「平気だよ。誰にどう思われても大だい丈じよう夫ぶ」

　それよりも、別れるようなことにならなくて嬉しいという気持ちを、包み隠さず洲世に知って欲しい。だから、近くにいたい。

　洲世とだったら、どんなことにも立ち向かっていける気がした。

　軽く啄ついばむようなキスを交かわしてクスクス笑いあっていると、予告もなくガチャッとドアが開けられる。

「わっ！」

「あっ、ごめんっ！」

　勢いよくバタンと閉められたドアは、その後ノックをしてそーっと開かれる。恐こわ々ごわといった様子で蓮見が顔を出した。

「……いい？」

　まさか本当に人から見られるとは思っていなくて、カーッと顔を赤らめる。おれが顔を赤くしたら、蓮見もそれを見てなぜか赤面していた。

　今のは見なかったことにしようと思ってくれているんだろうけど、もちろんなかったことにはならなくて、少し気まずい空気が流れる。

「えっと……優勝。したんだけど」

「えっ、優勝したの？　おめでとう！」

　喜びを表すと、蓮見も笑った。

　はじめから優勢と伝えられていたレースだったけれど、一つも不安のない戦いなんてない。ましてや蓮見にとってはデビュー戦だというのに、おれが迷めい惑わくをかけてしまっていたのだ。

　蓮見は本当にそれだけを伝えに来たようで、「これから表ひよう彰しよう式しきだから」と言って急いで医務室を出て行った。

「それだけっ？」

　時間にしてほんの十秒ほどのことだ。それならわざわざ表彰式前の忙いそがしいときに医務室まで来なくても……と、疑問に思う。

「あれを言うだけなら、携帯でもよかったんじゃないの？」

　旋せん風ぷうのように蓮見が出て行った方向を見やる。

「おまえの様子を見に来たんだろう」

「……まっさかぁ！」

　蓮見に限ってそんなことはないと思いながら、そうならいいなと思っていた。きっと蓮見となら、いいパートナーシップが築けそうだ。

　そして、洲世が獲とったチャンピオンナンバーを一いつ緒しよに守りたいと思った。

「……ひとつ、聞いていい？」

　顔を上げると、黒い双そう眸ぼうが穏おだやかに見返してきた。

「レーサーとして戦いきったら、洲世はどうするの？　菱和さんの仕事を手伝ったりする気？」

　現げん役えきで頑がん張ばっている人間に尋たずねるような話じゃないかもしれない。けれどもおれはどうしても聞いておきたかったのだ。

「ＡＭＥか。……おまえと出会った頃ころはそんなことも考えてたけどな。あの時はレースの道を断たたれても、ＡＭＥという逃にげ道があった。でも今は、おれにはこの道しかないからな。どんな形になってもレースに携たずさわっていくつもりだ」

「どんな形になっても？」

「ああ。現役を退いたなら、監かん督とくという道もある。おれに本気を出させた責任を取って、そこまで見届けてくれるだろう？」

　スポーツ選手が現役でいられる期間は総じて短い。けれども、モータースポーツは比ひ較かく的てき選手生命が長いというのに……。

「じーさんになってるかもしれないよ!?」

「本当だな」

　驚おどろくおれを見て洲世はクスッと笑った。

「ますます頑がん固こになってたりして」

「……あり得るな」

　気が遠くなるほど先の話をしている自分たちを可笑おかしくも思う。けれどもまだしばらくは、その甘い夢のような話に浸ひたっていたかった。





　もう定番となってしまっている飲み会が開かれたのは、翌日のことだった。

「では、スーパーＧＴ初戦優勝と洲世の入賞にカンパーイ！」

　高嶋さんの掛かけ声にあわせてグラスが重なる。

　飲み会といっても職しよく業ぎよう柄がらかあまり多くは飲まない人たちなので、食事をしながらの反省会といったところだろうか。

　今回は新しく蓮見も招かれていて、初めて踏み入る洲世の部屋にドキドキしているのが分かった。

　葦原は本領発揮とばかりに手料理を振る舞まい、テーブルの上には見ているだけで楽しくなるような色とりどりの皿が並んでいる。もちろん、見た目だけでなく味も絶品だった。

「こういうこと、この部屋でやることももうあまりないんだね」

　ふだん何かにつけて洲世の部屋に集まっていた気がする。

　今回はたまたま洲世の帰国とスーパーＧＴの決勝が重なっていたせいで、当たり前のように洲世の部屋へと集まったわけだけれど、また明日から主のいなくなるこの部屋は静まり返ってしまうのだろう。

　次に会えるのはいつの日か分からない日々がはじまる。

「ここのキッチン、使い勝手がよくて好きだったんだけどなぁ」

「じゃあ、次からはおまえんちでいいじゃん。一番使い勝手がいいのは自分ちだろ？」

　惜おしむように言った葦原に高嶋さんが提案する。

「別にいいけど、ここに比べればうちはあまり居い心地ごこちよくないよ」

「たしかになぁ。おまえの部屋には水周りしか愛着を感じられないよな。キッチンとか風ふ呂ろとか……」

　何気なく言ったつもりなんだろうけど、「風呂」という単語が出てきてギョッとする。

　それって、つまり、葦原んちの風呂に入るような仲ってことだよね？

「うるさい」

　聞き流したほうがいいのか、それとも突つっ込んだほうがいいのか悩なやんでいると、氷よりも冷たい葦原の声がぴしゃりと言う。

「なんだよ、事実だろ。せめてベッドくらいはもう少し大きいサイズにしてくれないと、はみ出しちまいそうになるんだよな。なあ？」

　けれども一人だけ空気の読めない高嶋さんは、のうのうと言ってはなぜかおれに同意を求めてきた。

「は、はは……」

　この場は笑って誤ご魔ま化かすしかなくて、ぎこちない表情を浮うかべる。

「えー、じゃあ、高嶋さんの部屋でいいんじゃないかなぁ……」

　かなり強ごう引いんに話の軌き道どう修正をかけたけれど、高嶋さんはそんなことにも気づかず、「犬がいてもいいなら」と真ま面じ目めに答えてくれた。

「……時おり、東京湾わんに沈しずめたくなる」

　ボソッと言った葦原の言葉が聞こえていないのか、高嶋さんはなおマイペースに喋しやべり続ける。それにイライラする葦原を見て、洲世は肩かたをすくめた。

　この二人の関係性を洲世はわりと気にかけている。

　次に洲世が帰国するときも、二人は相変わらずこのままに違ちがいない。けれどもその頃には、葦原の口から高嶋さんとの関係を教えてもらえるようになりたいとぼんやり思った。

「──次のマレーシアも頑張ってください」

　蓮見はまだ緊きん張ちようしているのか、硬い表情で洲世に話しかける。

　それがなんだか見ていて微笑ほほえましくて、どこも洲世に似ていないじゃないかと改めて思った。もうおれには蓮見は蓮見でしかなくて、そう思えることが嬉うれしい。

「ああ、蓮見も早く世界の舞ぶ台たいへ上がって来い。──千歳、おまえもだ」

　まるで命令するように洲世は言った。あまりにも鋭するどい目で高嶋さんを見たため、みんなの視線が高嶋さんに集まる。

「おれは、Ｆ１に興味は……」

「だれもＦ１とは言ってない。他ほかにもあるだろう？　世界レベルのものが」

「えっ、なに？　そんな話があるの？」

　確信めいて言う洲世の言葉に、おれと蓮見は食いつく。

　そして、そんな話は初耳と色めきたちながら、わいわい騒さわがしい時間を過ごした。

　蓮見を交えてこんな時間を持つことができるなんて考えてもいなかった。はじめはどうなることかと思ったけれど、滑すべり出しは上々だ。

　この状態がずっと続いてくれればいいのだけれど……。

　夕方からはじまった宴うたげは、盛り上がりを見せながらも二時間ほどでお開きになった。まるではじめからそうと決めていたように、誰だれも長居する気配は見せなかった。

　きっとおれたちに気を遣つかってくれているんだろう。なぜなら洲世は明日また日本を発たつ身であって、今夜は最後の夜になるからだ。

「ほどほどになー」

　帰り際ぎわ、高嶋さんから堂々と冷やかされて「大きなお世話」と赤面する。悪意のない言葉なだけによけい羞しゆう恥ちがつのった。

　けれどもそんな冷やかしにドキドキしているのはおれだけのようで、リビングに二人きりになると洲世は、「おまえに見せたいものがある」と言って一通の封ふう筒とうを差し出してきた。

「なに？」

　宛あて名には『秋津洲世様』とある。洲世宛のものをおれが見てもいいのだろうかと訝いぶかって洲世を見上げた。

「今日バイク便で届いたものだ」

　促うながされて中身を取り出すと、それは契けい約やく書だった。その内容をよく読んでみると、例の電動アシスト付きＭＴＢが商品化されるようで、そのイメージキャラクターを洲世が務めるというものだった。

「これ、菱和さんが？」

　昨日の今日で商品化を決定して、その契約書まで送りつけてくるなんてパワフルというか……非常に菱和さんらしい。

「すごい」

　見方によってはかなり身勝手にも思えることだったけれど、おれは素す直なおに喜んだ。

「相変わらず人の都合など気にしないやつだ」

「でも、契約を交わしても支障がないんでしょ？」

　Ｆ１レーサーにはかなり細かい縛しばりがあって、本人がいいと思ってもチームとの契約でできないことがたくさんあるのだと洲世から聞いたことがある。

　けれども契約書まで送りつけてくる相手のことだ。その辺りは抜ぬかりなくやっているに違いない。

「ああ。どこで調べたのか、他のスポンサーとの契約に引っかからないものを作ってきやがった」

「ふーん」

　予想していた答えを聞いて、自然と頬ほおが緩ゆるむ。洲世を見上げながらにこにこしてしまうのを止められなかった。

「なんだよ」

「なんか、嬉しいと思って」

　洲世がＡＭＥの商品のイメージキャラクターを務めるということは、ＡＭＥに貢こう献けんすることになる。兄弟が会社の内と外からＡＭＥを支えている図を思い浮かべると、理想的な現状に心が弾はずむ。

「のん気にそう思っているのはおまえだけだ」

　けれども洲世は面おも白しろくなさそうにおれを見た。

「なんで？」

「菱和がおまえを気に入ったみたいだからな」

　洲世は憮ぶ然ぜんとしてそう言う。

　おれはそうは感じないけれど、万が一おれが菱和さんに気に入られたのなら、喜ぶべきことではないだろうか？　もう洲世と別れるよう迫せまってくることはないのだろうし。

　そう考えて、「あ」と声を出す。

　おれを気に入ったって、そういう意味で言っているってこと？

　恋れん愛あい感情じゃないかって気にして……？

「気づいたか？」

「まっさかぁ。そんなことはないよ」

　あの菱和さんに限ってありえないと、腹を抱かかえて笑った。たとえ天変地異が起こっても、洲世が不快に思うようなことは起こることはないのに。

「いや、分からないぞ。あいつはおれと同じＤＮＡを持ってるからな」

　目め尻じりに涙なみだをためてケラケラ笑うおれを、しごく真面目な顔つきで見る。まるで口説き落とされるようにじっと見つめられると、自然に笑いも止まった。

「ん……っ」

　静かになった隙すきを突くように唇くちびるを重ねると、洲世はラグの上におれの体を横たえた。

　自分以外の存在を忘れさせるように、洲世は執しつ拗ように舌を絡からませる。

　唇を合わせながら、キス以上の目的をもってシャツの裾すそから洲世の手が侵入してくる。少しひんやりとした洲世の手は、わき腹をさすりながらシャツを捲めくり上げる。

「ふ……ぅん」

　甘かん美びな期待がおれの息を急速にあげていた。

　狂くるおしさを掻かき立てる濃のう厚こうなキスは、唇から首筋へと這はいおり、邪じや魔まだとばかりにシャツを剥はぎ取ると、さらに下へとおりていく。

　体の奥をくすぐるような感かん触しよくが、さーっと肌はだを粟あわ立だたせた。

「ここでよく感じるよな」

　尖とがった乳ち首くびを洲世は口に含ふくむ。口こう腔こうの湿しめった感触に息をつめると、甘い吐と息いきが鼻から抜けていく。

「そんなこと……っん」

　否定すると、弾だん力りよくのある粒つぶを舌で転がされた。まるでおれを追い詰つめるような動きで執拗に嬲なぶる。時おり吸い付かれて、腰こしがヒクッと揺ゆれてしまう。

　おれの状態を確かめるように洲世の手は下か肢しへと伸のびて、器用な手つきで下着まで脱ぬがされる。

「こんな状態になっても、感じてないと言うのか」

　まるでおれに聞かせるように、クチュクチュという恥はずかしい音をたててペニスを捏こねまわした。待っていた刺し激げきに悦よろこびを隠かくせないそこは、堪こらえられず蜜みつを溢あふれさせてしまう。

「やだ……」

「嫌いやなのか？」

　視線を落とすと、洲世は黒い双そう眸ぼうを光らせて覗のぞき込んできた。問いながら、おれを見てあからさまに愉たのしんでいるのがよくわかって、羞恥と面白くない気分を味わわされる。

「は、恥ずかしい……って」

　一人だけ昂たかぶっている体を思い知らされて、洲世の視線を避さける。けれどもどれだけ視線を外しても、逃にがすものかというように追いかけられる。

　がっちりと両りよう腕うでに腰を抱だかれて、体は束そく縛ばくされたように逃のがれられない。

「だから、やだって」

「他にはなにが嫌なんだ？」

　フッと笑いながら洲世は尋たずねる。おれの要望を聞いてくれるというよりは、恥ずかしいことを言わせようとしているようにも思えた。

　けれども、そうと分かっていても、つい乗せられてしまう。

「お、おれだけ脱がされるのも……嫌だ」

　震ふるえそうになる声でそう言うと、洲世は目を細めた。

「分かった」

　短く答えると、腕うでをほどいた洲世は着ていた服を脱いでいく。一枚ずつおれに見せつけながら、身にまとっていたものすべてを剥ぎ取った。

　目の前に、おれとはまるで違ちがう男の体が現れる。

　しっかりした骨格は弾力ある筋肉で覆おおわれていた。見ているだけだというのに、じんと腹の奥が痺しびれたようになる。

「おまえ、おれの体好きだよな」

　はばかりもせず穴が開きそうなほどじいっと見つめるおれに洲世は苦く笑しようして、「触さわってろ」とまだ完全に勃たちあがっていない洲世自身におれの手を導いた。

　手のひらに包まれると、男らしい性器はひくりと反応を返してきて、それだけでひどく淫みだらな気分にさせられる。

「男なら、誰だれだって憧あこがれる体だと思うよ」

「憧れだけでこんなになるか？」

　洲世はおれの手を剥がすと、お互たがいのペニスを重ねるように擦こすりつけた。数度擦られて、体の中心を縦に電流のようなものが走る。

「あっ……ん」

　堪えきれずにおれの先せん端たんから迸ほとばしった体液は、しとどに腹を汚よごす。慌あわててくっと奥歯を噛かむけれど、我が慢まんできずに放出は続いた。

「もう？」

　あっけなく果てたおれを見て、洲世は驚おどろいたように言う。恥ずかしくて腕で顔を隠すと、洲世はおれの矜きよう持じを守ってか、「おれも一度目はすぐだ」と耳元でささやいた。

「嘘うそばっか……」

　力の抜けたおれの膝ひざを折らせた洲世は、露あらわになった後こう孔こうにぷつりと指先を含ませた。もう何度も弄られたそこは待ち構えていたように抵てい抗こうもなく指を受け入れる。

「ん……っ」

　快楽のポイントを掠かすめるように撫なでられて、もどかしさに息を詰める。掻そう痒よう感が募つのると、自ら奥へ呑のみ込むように勝手に襞ひだが収縮するのが分かる。

「いやらしいな」

　洲世は艶つやっぽく笑うと、ヒクヒクしはじめた入り口をくるりと撫でた。縁ふちを捲るようにされて、またじわっとペニスから蜜が溢れる。

「ひぁ……」

　一度イって敏びん感かんな体はもう慎つつしみというものを忘れてしまい、双玉を伝って流れた体液はぐっしょりと後孔を濡ぬらすほどだった。

「もう、いいから。いっ……いれて？」

　正気であれば絶対に口走れないような言葉を言うと、洲世は口元を綻ほころばせる。

「この間みたいなのは嫌だったのか？」

「嫌じゃないけど……今日は、いい」

　甘く蕩かされる前ぜん戯ぎより、今は激しく揺さぶられたかった。離はなれていても側にいると感じられるよう、奥に洲世を刻み付けて欲しい。

　距きよ離りになど負けないと思っているけれど、明日には去ってしまうという現実がやはりおれを不安にさせているようだった。

「だったら、おまえのイク顔が見たい」

　おれを赤面させる言葉を平然と言って、洲世は膝を抱えるよう促うながしてきた。恥ずかしい場所を明るみに出されて、その羞しゆう恥ちに耐たえる。

　微かすかに震えるのを隠せないおれの顔を見ながら、洲世は先を潜もぐり込ませてきた。太い部分が縁を引っ掛かけるようにして、何度か出入りする。

「や……ぁ」

　先端を挿そう入にゆうされただけでイキそうになって、必死で波をやり過ごした。クッと息を止めるおれを見て、洲世は一度動きを止める。そして、くたっと力の抜ぬけたおれの手を取って繋つながった部分にあてがった。

「分かるか？」

　視線を向けると、ぼんやりとした視界に先端だけ潜り込んだ洲世の陰いん茎けいが見える。そこを握にぎらされて結合部を確かめるようにされると、その刺激に襞がうねった。

　ドクリと洲世が硬かたさを増す。

「うん……」

　返事とも喘あえぎともつかない声を上げると、おれの手を外した洲世は自身を奥まで進めた。ズンと入り込んでいく感触を鳥とり肌はだを立てて受け入れる。

「う……ん、あっ」

　とうに知り尽つくした快楽のポイントを攻せめるように洲世は腰を動かした。激しい動きに引きずられるようにおれも腰を振ふっては、感じる場所に擦りつける。

　はあはあというお互いの荒あらい息が室内を埋うめ尽くして、獣けもののような自分たちに興奮しながら繋がりを深くする。

「んんっ、しゅ、せい……」

　名前を呼んだだけなのに、キスして欲しいという気持ちが分かったようで、貪むさぼるように口づけられる。舌を絡からめながらも、振り落とされないよう洲世の腰に脚あしを巻きつけると、繋がりがさらに深くなる。

「ふ……ぅん」

　男に組みしかれて感じているなんて、みっともない恰かつ好こうだと思う。けれども頭で分かっていながらも、体はさらなる刺激を求めて続きをねだる。

「もっと、お、奥……」

「奥をどうしたい？」

　洲世はグッと腰を突つき入れて、おれを甘く喘がせる。

「奥に、だ、して……っ」

　言い終わらないうちに、洲世はおれの体を横おう臥がさせた。片脚を洲世の肩かたに載のせるように開かれて、そうされると、より深く繋がっている感じがする。

　洲世の腰使いはさらに激しさを増して、律動はみるみる速まっていく。深く穿うがたれた拍ひよう子しに、洲世の額からポタッと汗あせが滴したたり落ちた。

「……っ！」

　おれの体で感じている洲世の顔を間近で見て、ギュッと奥が引き攣つれる。

「あ……あぁっ」

　熱を持った内部が小刻みに震えると、粘ねん膜まくが搾しぼり取るように洲世に絡みついた。一いつ瞬しゆん洲世は動きを止めると、迸るものが体の奥に叩たたきつけられる。

「う……んっ」

　中で洲世が果てたのだと思ったら、おれも堪こらえきれずに二度目の絶頂を迎むかえていた。





　一度体を繋げただけでは収まらず、ベッドに場所を移すとさらに激しく求め合った。しばらく会えないという思いがおれを大だい胆たんにさせたようで、普ふ通つうであれば考えられないような言動をして洲世を驚かせた。

「……落ち着いたか？」

　軽くまどろんだあと、急に現実に戻もどってパチッと目を開いたおれに洲世は笑って尋たずねた。

「あ……」

　洲世の裸はだかの胸に頬ほおを押し付けるようにしていた自分を知って、カアッと顔が熱くなる。数分前まではもっと恥はずかしいことをしていたというのに、なぜかいたたまれないような気分になった。

「いつになったら慣れるんだよ」

　いまだに洲世を前にして急に他人のようになってしまうおれのことを指しているんだろう。おれも、あんなことまでしておいて照れくさくなる自分をどうかとも思うけれど、意図してやっているんじゃないから仕方ない。

「次に会うときも、緊きん張ちようされることからはじまるのか？」

　からかうように言うと、おれの柔やわらかい毛先を弄もてあそぶ。

「だって、しょうがないじゃん。洲世はスター選手なんだし、本当ならおれなんか側に行けないような存在だよ」

「そう思ってくれるのは光栄だが、そんなんで一いつ緒しよに暮らせるのか？」

　突とつ然ぜん飛び出した思いがけない言葉に、おれはハッと顔を上げた。

「一緒に、暮らす……？」

　おれがあまりに驚いた顔をしたせいか、洲世は怪訝けげんにおれを見返してくる。

「そのつもりじゃないのか？　わざわざおれのもとへ留学しようっていうのに」

「そこまで考えてなかった……」

　おれはてっきり寮りようにでも入るものだと思っていたのに、当たり前のように一緒に暮らすつもりでいる洲世を知って、驚きを隠かくせなかった。

　もしかしたら洲世は、おれより真しん剣けんにこの先のことを考えてくれているんじゃないだろうか──。

　初めて思い至ったという表情を向けると、洲世は肩をすくめた。そして、「おればかりが振り回されているな」と、おれがずっと感じていることと同じ思いを口にしたのだった。



【終】



    

  
    
      一いち途ず恋れん愛あいのススメ
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